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つくば帝は，国際交流の拠点にふさわしい町づくりを進めておりま

す。この町づくりの一環としてタ　つくば市と都市基盤整備公団茨城地

域支社は，市と東京圏を直結する常磐新線の開発と同時に，沿線開発

を一体的に進める土地区画整理事業を計画的に推進しています。

財団法Å茨城県教育財団は，都市基盤整備公団茨城地域支社から開

発地内の埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け　平成　年4月

から平成9年7月までは中谷津遺跡の発掘調査を，平成9年8月から

は中原遺跡の発掘調査を実施しております。その成果の一部はすでに

当財団の文化財調査報告第且39集として報告したところであります。

本書は，中原遺跡の平成9年度における調査成果を収録したもので

あります。本書が，研究資料としてはもとより，郷土の歴史に対する

理解を深めタ　ひいては教軌　文化の向上の一助として広く活用される

ことを希望いたします。

なおタ　発掘調査及び整理を進めるにあた勘　委託者である都市基盤

整備公団茨城地域支社から賜りました多大なる御協力に対し，心から

御礼申し上げます。

またタ　茨城県教育委腰会タ　つくば市教育委員会をはじめ，関係各機

関及び関係各位から御指導◎御協力を賜りましたことに対し，衷心よ

り感謝の意を表します。

平成温2年3月

財団法人　茨城県教育財団

理事長　斎　藤　佳　郎



例

1本書は，住宅㊧都市整備公団つくば開発局の委託によ娠財団法人茨城将教育財団が，平成9年8月から
おおあさひがしおか　　　　　なかはら

平射0年3月まで発掘調査を実施した，茨城県つくば市太字東岡に所在する中原遺跡I区。ⅡA区の発掘調

査報告書である。なお，住宅e都市整備公団つくば開発局はタ平成9観の月から住宅砂都市整備公団茨城地

域支社に　平成は年l臓から都市基盤整備公団茨城地域支社に名称を変更した。

2　本遺跡の発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

発掘調査　　平成　年8月1～平成用年3月31日

整　　理　　平成温0年4月1日～平成且1年9月30日

3　本遺跡の発掘調査は，調査課第2課長和田雄次の指揮のもと，調査課第且正長鶴見貞雄夕主任調査員池田

晃一，成島一也が担当した。

4　本遺跡の整理及び本書の執筆の編集は整理課長川井正一，首席調査員萩野谷悟の指揮のもと，主任調査員

成島一也が担当した。

5　本書の作成にあたりタ旧石器時代の石器の器種の判定と石材の鑑定については千億県立中央博物館上席研

究員の橋本勝雄民にタ墨書の刻苦土器の判読については国立歴史民俗博物館教授の平川南氏に御指導いただ

いた。

6　本遺跡から出土した鉄製品の金属学的保存処理業務は財団法人岩手県文化振興事業団に，漆膜と漆紙の化

学的保存処理e鑑定業務は吉田生物研究所に，炭化材e炭化種子の樹種同定と土壌分析業務はパリノのサー

ヴェイ株式会社にタ　一部の石器の実測業務は株式会社アルカに委託した。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。

鳳　　　例

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し　Ⅹ軸＝＋臓舶0恥　Y軸＝＋26タ040mの交

点を基準点（Alal）とした。

太調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西南北各々40m四方の太調査区に分宮仕，さらに，この太

調査区を東西，南北に各々且0等分し，4m四方の小調査区を設定した。

太調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，2，

3…eとし，「Al区工「B2区」のように呼称した。太調査区内の小調査区は言ヒから南へa，b，C…

お西から東へ1，2，3…0とし，名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区工「B2b2区」のように呼

称した。

その他，道路等による調査区割りについては，第1図に示した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　堀。清一SD　土坑－SK

遺物　土器◎陶磁器－P　拓本記録土器－TP．土製品－りP　石製品－Q　金属製品－M　瓦－T

自然遺物－N



土層　撹乱－K

3　遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

炭化物 黒色処理

●土器・瓦　■石器・石製品　▲土製品　△金属製品　□自然遺物　○拓本記録土器　一・一一一‥硬化面

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構及び遺物についての実測図版の作成方法及び遺構一覧表・遺物観察表の記載方法については，次のと

おりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺400分の1，遺構の平面図は原則的に60分の1に縮尺して掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もある。

（3）「主軸方向」は，竃を持つ竪穴住居跡については竃を通る軸線とし，その主軸が座標北からみて，どの

方向にどれだけ振れているかを角度で表示した。（例　N－100－E，　N－100－W）

他の遺構については，長軸（径）方向とみなした。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径，B一器高，C－底径，D一高台（脚）径，E一高台（脚）高，F－つま

み径，G－つまみ高とし，単位はcmである。

（5）遺構及び遺物の計測値は，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（6）遺物観察表の備考の欄は，残存率，実測番号（P，Qほか），出土位置，その他必要と思われる事項を

記した。

第1図　中原遺跡調査区設定図（1）
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第凰車　調　査　経　緯

第鼠節　調査に至る経過

茨城県では，世界に開かれた国際交流の中心，世界の科学技術をリードする研究開発の拠点として，21世紀

の新しい町づくりをつくば市において進めている。その一環として取り組んでいるのが，西暦2005年開業をめ

ざした常磐新線の建設とそれに伴う沿線開発で，中根e金田台地区については，住宅e都市整備公団つくば開

発局（平成9年10月から住宅e都市整備公団茨城地域支社に，平成11年10月から都市基盤整備公団茨城地域支

社に名称を変更している。）を事業主体として，土地区画整理事業が進められている。

平成6年11月18日，住宅e都市整備公団つくば開発局は茨城県教育委員会あてに，中根。金田台特定土地区

画整理事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これに対して茨城県教

育委員会は平成7年5月15日から6月8日にかけて現地踏査を，平成7年10月9日から13日にかけて試掘調査

を行い，金田台地区において中原遺跡の存在を確認し，平成7年12月28日，住宅e都市整備公団つくば開発局

あてに，その旨回答した。平成9年3月11日，住宅。都市整備公団つくば開発局から茨城県教育委員会あてに，

中原遺跡（17，861r迂）の取り扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を行った。その結果，

平成9年3月17日，茨城県教育委員会は住宅。都市整備公団つくば開発局あてに，中原遺跡を記録保存とする

旨回答し，埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。そこで，住宅。都市整備公団つ

くば開発局から財団法人茨城県教育財団に中原遺跡の発掘調査の依頼があり，茨城県教育財団は発掘調査の委

託契約を結び，平成9年8月1日から発掘調査を実施することとなった。平成9年12月1日，茨城県教育財団

から茨城県教育委員会あてに，中原遺跡の発掘調査計画の変更協議があり，平成9年12月8日，茨城県教育委

員会から住宅e都市整備公団茨城地域支社あてに，発掘調査計画の変更について協議した結果，中原遺跡の調

査面積を10，389m？減じ，7，472汀fに変更した。同日，茨城県教育委員会から茨城県教育財団あてに，中原遺跡の

発掘調査計画変更について回答があった。

第2節　調査経過

中原遺跡の発掘調査はつくば中根事務所が担当した。平成9年度のつくば中根事務所においては，平成8年

度からの調査が継続していた中谷津遺跡（中根地区）と，新規の中原遺跡（金田台地区）の2遺跡の調査を行

う予定であったため，4月から7月までは中谷津遺跡の遺構調査と中原遺跡の諸準備を並行して行った。中原

遺跡の調査経過について，準備段階を含めて，その概要を記述する。

4月　　発掘調査を開始するための諸準備を行う。8日に調査区内の現地踏査を行う。10日に住宅e都市整備公

団と平成9年度調査区について打ち合わせを行う。10，14，24日に調査器材を搬入する。

5月　　29日に住宅・都市整備公団の立ち会いのもと，調査区城を確認する。

6月　19日に伐開区域の縄張りを行い，23日から業者による伐開作業が始まる。

7月　　7日に伐開作業が終了する。同日から14日まで補助員を投入して試掘を行う。17日に表土除去のため

の搬送路について，地権者と交渉する。23日に方眼杭打ち測量の打ち合わせを行う。

8月　1日と2日に補助員休憩所の設置を行う。同日から補助員を投入して，調査区域の除草と杭打ちを行
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う。18日に調査区の西側から重機による表土除去及び遺構確認作業を行う。

9月　　26日に調査区の表土除去と遺構確認作業が終了し，竪穴住居跡256軒，掘立柱建物跡17棟，溝36条，土

坑1526基を確認した。29日に方眼杭打ち作業を行う。同日に遺構確認状況の写真撮影を行う。

10月　　1日から調査I区の遺構調査に入り，北側から調査を開始した。貼床を施した竪穴住居跡の掘り方の

調査や棚を持った竪穴住居跡の調査も進められ，30日までに竪穴住居跡15軒の調査を終了した。

11月　　住宅。都市整備公団との話し合いで，今年度は調査I区と調査ⅡA区を調査対象地区とし，竪穴住居

跡97軒，掘立柱建物跡6棟，土坑454基，溝18条の調査を行うことになる。27日までに竪穴住居跡10軒，

土坑25基，溝1条の調査を終了した。

12月　　24日までに竪穴住居跡24軒，土坑6基，溝1条の調査を終了した。

1月　　6日から調査I区と調査ⅡA区の遺構調査を並行して行った。30日までに竪穴住居跡20軒，掘立柱建

物跡4棟，土坑10基，溝1条の調査を終了した。

2月　12鋸と国立歴史民俗博物館の平川南教授を招き，つくば島名事務所と合同で班内研修会を開く。23日

に隣接する芝畑への砂填対策として，防塵工事を行う。26日までに竪穴住居跡3軒，掘立柱建物跡14棟，

堀1条，土坑159基，溝1条の調査を終了した。

3月　　4日の午前中に航空写真撮影を実施し，午後から報道関係者への公開を行った。7日に現地説明会を

開催し，遺構と遺物を一般に公開した。9日から遺構調査と並行して，調査I区とⅡA区の旧石器の遺

物が数多く出土した地点を中心に，グリッド法による調査を行った。19日までに調査I区と調査ⅢA区

の遺構調査を終了し，竪穴住居跡2軒，掘立柱建物跡12棟，土坑200基，旧石器遺物集中地点4か所の調

査を終了した。最終的な調査遺構数は，竪穴住居跡74軒，掘立柱建物跡30棟，堀1条，陥し穴3基，土

坑341基，溝4条となった。当初の確認数と差ができた原因は，重複していると考えられた竪穴住居跡が

大形の竪穴住居跡であったり，土坑として調査したものが掘立柱建物跡になったためである。20日に出

土遺物を整理センタ一国田分館へ搬出し，事務所並びに休憩所等の整理，簡単な埋め戻しなどの安全対

策を行い，平成9年度の現地調査を終了した。
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第2章　位　置　と　環　境

第1節　地理的環境

中原遺跡は，

つくば市は，

村，土浦市に，

同郡千代川村，

つくば市は，

茨城県つくば市大字東岡字中原187番地ほかに所在する。

茨城県の南西部に位置し，北は真壁郡明野町，同郡真壁町，新治郡八郷町に，東は新治郡新治

南は牛久市，稲敷郡茎崎町，筑波郡伊奈町，同郡谷和原村に，西は水海道市，結城郡石下町，

下妻市に接している。

昭和62年11月に，筑波郡谷田部町，同郡豊里町，同郡大穂町言新治郡桜村が合併して誕生した。

当遺跡は旧桜村に属していた。この地域は昔から自然に恵まれ，産業の中心は農業であったが，昭和40年代以

降に，国際的な研究機関の中心である「研究学園都市」として，大きな発展を遂げた。現在も常磐新線や周辺

地域の開発と整備が進められ，首都圏との結びつきはますます強くなっている。

つくば市は，東方約5kmには霞ケ浦が，北端には筑波山が位置しており，筑波山の南西端を南下する桜川と，

市の西側を南下する小月川によって挟まれた台地上に位置している。この台地は，筑波。稲敷台地と呼ばれ，

標高25m～26mで，ほぼ平坦である。この台地の両端を流れる桜川と小月川によって大きく開析された流域は，

標高約5mほどの沖積低地になっており，台地との標高差は約20mになっている。また，この二つの河川の間

を花室川，蓮沼川，東谷田川，西谷田川などの中小規模の河川が流れており，台地の浅い開折が進み，谷津や

低地が細長く入り込んでいる。遺跡の北側と西側（花室川対岸）には標高約25mの舌状台地が南に延び，南側

は花室川の標高約20mほどの沖積低地で，遺跡とは約5mの標高差がある。

筑波e稲敷台地は，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一部であるが，地質的には，新生代第四

紀洪積世に作られた地層が見られる。下層は竜ヶ崎層と呼ばれる砂層・砂礫層が主体をなし，その上に板橋層

または常総粘土層と呼ばれる灰白色粘土層（0．3～5．0m），その上に関東ローム層（0．5～2．5m）が堆積し，

最上部は腐植土層となっている。特に，関東ローム層全体から見ると，新期ロームに属し，武蔵野ローム，立

川ロームなどが堆積しており，軽石層の分布をみると，富士。箱根火山群の活動に由来するものと考えられる。

当遺跡は，つくば市の東部，常磐自動車道の桜土浦インターチェンジから北西に約5．2km，土浦北インター

チェンジから南西に約6．1kmの地点に所在し，つくば市立桜中学校から西に約700m離れた，花室川の低地を望

む左岸の舌状台地上，標高23．4～25．3mに立地している。この舌状台地は，南北に約950m，東西に約305mあ

って，南側に向かって張り出している。そして，遺跡の西側と東側には谷津が細長く入り込んでいる（第2図）。

今回調査した調査I区は平坦な台地の中央部にあたり，調査ⅡA区は調査I区から花室川に向かって緩やかに

低くなっていく台地の西側にあたる（第1図）。

当遺跡と周辺の土地利用の現状は，台地上は主として畑地及び平地林となっており，花室川流域の沖積低地

は水田として利用されている。

参考文献

・大山年次，蜂須紀夫『茨城県　地学のガイド』　コロナ社1986年11月

e蜂須紀夫，大森昌衛　『茨城の地質をめぐって』　築地書館1979年9月
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第2節　歴史的環境

つくば市には，縄文時代から近世にかけての遺跡が数多く存在し，現在220か所以上の遺跡が確認されている。

また，当遺跡と桜川を挟んで隣接する新治郡新治村にも現在106か所以上の遺跡が確認されている。桜川，花室

川，蓮沼川，東谷田川，西谷田川，小月川などの河川流域は，古代から人々が生活を営む場としては絶好の舞

台となってきたようである。特に，中原遺跡周辺に目を向けると，桜川左岸（つくば市北東部，新治村）の台

地上には50か所以上の遺跡が，桜川右岸（つくば市東部）の台地上には40か所以上の遺跡が所在しており，遺

跡が集中していることがわかる。ここでは，中原遺跡周辺（つくば市の北東部から南東部，新治村，土浦市北

西部）の主な遺跡について，時代を迫って述べることにする（第3図，表1）。

人類の誕生は今から300万年以上前といわれるが，当地城での人類の痕跡が明らかになるのは，関東ローム層

と呼ばれる火山灰の降灰時期（今から約5万年前から1万5千年前）以降である。これまでの発掘調査で，旧
たかおかね

石器時代の遺構は発見例がないものの，生活の道具である石器は数多く出土している。桜川左岸の高岡根遺跡
おおばたけほんでん

〈14〉から尖頭器と剥片が，大畑本田遺跡〈33〉から有舌尖頭器，スクレイパー，剥片が出土している。どち

らも1万3千年前から1万2千年前のものと考えられる。つくば市北条の中台遺跡からは頁岩のナイフ形石器，

頁岩と安山岩の剥片が出土している。このナイフ形石器は杉久保型ナイフ形石器に近いもので，後期旧石器時
はらでぐち

代のナイフ形石器文化第Ⅲ期以降のものとみられている。土浦市今泉の原出口遺跡からは112点の石器が出土し

ている。安山岩の尖頭器が3点，チャートのナイフ形石器が1点，4点の石核は安山岩が2点，喝塙が1点，

頁岩が1点である。残り95％は安山岩や頁岩，喝塙の剥片であった。尖頭器を中心とした石器制作遺跡と考え
まえの

られている。桜川右岸では，つくば市前野の前野遺跡から7点の尖頭器が出土している。内訳は安山岩が4点，
しばさき

黒曜石が2点，チャートが1点である。花室川左岸の柴崎遺跡〈18〉からは6点の石器が出土している。頁岩

のナイフ形石器が1点，黒曜石と安山岩と喝塙の剥片が1点ずつ，チャートの有舌尖頭器と石核がそれぞれ1
じんでん

点である。蓮沼川左岸の神田遺跡〈25〉からはナイフ形石器6点，スクレイパー1点，尖頭器3点，剥片12点

の合計22点が出土している。材質は頁岩が多く，ナイフ形石器5点，剥片9点が頁岩である。他はナイフ形石

器1点がチャート，スクレイパー1点が黒曜石，尖頭器3点が安山岩，剥片3点が黒曜石である。遺物の出土

例は，近年の発掘調査によって年々増加しており，表採や表土中からのものが多いが，貴重な資料がみられる。

縄文時代になると，各河川流域で遺跡の存在が確認されている。縄文早期から前期にかけて，地球の温暖化

によって海面が上昇していったことから，海岸線が後退し（海進），内陸深く入り込むこととなった。そのた

めに桜川と花室川流域では多くの縄文時代の遺跡が存在するようになり，現在約40遺跡が判明している。桜川
おだたむかえ　　　　　　　　　　おだかてんじん　　　　　　　　　　たみやかじのみや

左岸には，小田田向遺跡（後期）〈1〉，小高天神遺跡（早期）〈7〉，田宮梶の宮遺跡（中期～後期）〈12〉，
おおばたけしんでん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおばたけほんでん　　　　　　　　　　　　ふじさわひがしまち

大畑新田遺跡（前期～後期）〈15〉，大畑本田遺跡（中期），大畑本田貝塚（中期～後期）〈34〉，藤沢東町遺跡
きたさかたほくぶ　　　　　　　　　　かみさかたてらうら

（前期～中期）〈37〉，北坂田北部貝塚（前期）〈40〉，上坂田寺裏貝塚（前期）〈41〉　などが確認されている。桜
だいつぼさいじゅうろう　　　　　　　　　　おおやま　　　　　　　　　　てんじん

川の右岸には，台坪才十郎遺跡（中期）〈47〉，大山遺跡（早期）〈16〉，天神遺跡（中期）〈17〉，柴崎遺跡（早
あさひだい　　　　　　　　　　　　　なかやつ　　　　　　　　　　　　　　にしつほ

期～前期，後期），旭台貝塚（後期～晩期）〈49〉，中谷津遺跡（後期～晩期）〈19〉，西坪遺跡（中期～後期）
はなむろ

〈21〉，花室遺跡（中期～後期）〈52〉　などが確認されている。特に，桜川と花室川流域の台地には貝塚が多く
かみたかつ

所在しており，国指定史跡の上高津貝塚〈57〉　もその一つである。上高津貝塚は縄文時代後期から晩期を中心

とした遺跡で，堀之内2式，加曽利Bl～3式，安行1～3b式といった型式の土器が出土している。月の種

類は，ヤマトシジミ，ハマグリ，アカニシ等汽水性の貝と鹸水性の月が一緒に出土している。これらの遺跡の

中には浬滅した遺跡もあるが，まだ学術調査が行われていない遺跡も多く，今後の調査が待たれる。
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弥生時代の遺跡は確認されている遺跡が少ないのが現状である。桜川流域では10遺跡以上が確認されている

が，発掘調査が実施されていないものがほとんどである。当時の生活の様子を解き明かすためにも，より多く
ふじさわやまうしろ　　　　　ふじさわほくと　　　　　ふじさわみなみはら

の資料収集が今後の課題であろう。桜川左岸の藤沢山後遺跡〈35〉，藤沢北斗遺跡〈36〉，藤沢南原遺跡

〈39〉などで表採ではあるが弥生土器片が採集されている。中台遺跡において後期後半の竪穴住居跡10軒が，

原出口遺跡をはじめとする原田北遺跡群において竪穴住居跡183軒が確認されている。これらの多くが洪積台地

上に立地しており，縄文時代の遺跡と複合している。

当遺跡周辺で数多く確認されているのが，古墳時代の遺跡である。特に，花室川と桜川流域では約80遺跡が

確認されている。当時，この地方にも力を持った豪族が出現したことを示すと同時に，多くの集落が形成され，

人々が生活していたことを表している。桜川左岸では，中台遺跡で100軒の竪穴住居臥65基の古墳，2基の方
おだ

形周溝墓が検出されたのを始め，円墳1基と横穴式石室が露出していた小田古墳群〈30〉，6世紀初めから7
おだばし

世紀末までの竪穴住居跡9軒を検出した小田橋遺跡〈2〉，前方後円墳1基と円墳9基からなり，彩色人物埴
たかさきやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たみや

輪。円筒埴輪が出土した高崎山古墳群〈31〉，前方後円墳1基と円墳6基からなり，人物埴輪が出土した田宮
かみさかた

古墳群遺跡〈13〉，桜川を望む台地上6kmにわたり一大古墳群を形成している上坂田古墳群〈43〉　と重圏文鎮
さかた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むしゃづか

が出土した坂田古墳群〈44〉などが確認されている。特に，1983年に調査された武者塚古墳〈42〉では，石室
たまどり

内から大刀，青銅製の杓，銀製の帯状透彫金具，頭髪，髭が出土している。桜川右岸では，玉取古墳群〈46〉
たきのだい

をはじめ，円筒埴輪・人物埴輪・動物埴輪が出土した滝の台古墳群〈48〉，円墳2基から埴輪片。石棺破片が
よこまち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まつづか

出土している横町古墳群〈50〉，前方後円墳2基と円墳1基からなる桧塚古墳群〈55〉，古墳時代後期の方墳
ひがし

1基と楕円形の古墳1基からなる東古墳群〈56〉などがある。また，蓮沼川左岸の神田遺跡は古墳時代前期か

ら後期までの竪穴住居跡18軒が確認され，前期の南関東系の土師器嚢が出土している。

奈良e平安時代になると，律令制度の確立に伴い，桜地区は河内郡菅田郷に所属するようになり，のち12世

紀にかけて，田中庄と呼ばれることになる。この時代の遺跡としては，花室川と桜川流域において32遺跡が確
ここのえはいじ　　ひがしおか

認されている。注目したいのは，当遺跡に隣接していた九重廃寺跡（東同遺跡）〈20〉　と西坪遺跡である。九

重廃寺は昔から礎石，瓦塔，蔵骨器などが出土しており，旧河内郡の郡寺として知られていた。1984年には桜

村教育委員会から委託された筑波大学によって部分的な発掘調査がなされ，東同遺跡として報告されている。

検出された遺構は，基壇の一部とその周溝，井戸であり，出土した遺物は，土師器片，須恵器片，軒丸瓦，軒

平瓦，丸瓦，平瓦などで，瓦は筑波廃寺系と結城廃寺系のものと考えられる。西坪遺跡では，1959年に中学校

校庭の拡張工事に伴い表土を除去したところ，倉庫跡と考えられる3間4間の総柱の掘立柱建物跡3棟と炭化

米が多量に出土している。九重廃寺が隣接し，立地している台地の下に条里遺跡も存在することから，1日河内

郡の郡街跡と推定されている。このような環境の中，この地域は当時の地方政治e文化の中心として栄えてい

たことが推測される。両遺跡とも詳しい発掘調査は行われておらず，今後の調査研究が待たれるところである。
ひらさわかんが　　　つくばはいじ　なかだいはいじ

桜川左岸には，つくば市平沢の筑波郡街及び郡寺とされる平沢官街遺跡や筑波廃寺（中台廃寺）跡が所在して

いる。律令政治が実施され，地方に国。郡e里制が成立した当時の様子を知るための大きな手がかりになって

いる。他にも2軒の竪穴住居跡から手鎌が検出した小田橋遺跡，8世紀代の九重廃寺系の軒平瓦と筑波廃寺系
しもおおしま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほんでん

の軒丸瓦が出土した下大島遺跡〈11〉　などが確認されている。桜川右岸では，条里遺跡で既に浬滅した本田遺
うえのむろじょうり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はんにゃじ

跡〈22〉　と上ノ室条里遺跡〈23〉，947年に平将門の次男将氏の娘安寿姫が建立したと伝えられている般若寺跡

〈24〉などがあげられる。花室川左岸では，160軒以上の竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出された柴崎遺跡があ

る。また，当遺跡から出土しているたくさんの須恵器の中には，新治村の小高，東城寺，小野地区に広がって
おの　　　　　　　　　　とうじょうじ

いる須恵器窯から供給されたと考えられるものが多い。小野須恵器窯跡〈3〉，東城寺須恵器遺跡〈4〉，
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とうじょうじくわき　　　　　　　　とうじょうじよりいまえ　　　　　　　　おだか　　　　　　　　おだかそんない

東城寺桑木須恵器窯跡〈5〉，東城寺寄居前須恵器窯跡〈6〉，小高須恵器窯跡〈8〉，小高村内須恵器窯跡
たみや

〈9〉，田宮須恵器窯跡〈10〉など，常陸国における一大窯業地として栄えていたこれらの窯跡と，官街や寺

院，その周辺集落との供給関係の解明は，今後の調査の進展にかかっている。

中世以降の遺跡としては約20遺跡が所在している。その多くが城館跡であり，他は寺院遺跡が3遺跡，中世

から近世にかけての墓城跡などが2遺跡で確認されている。鎌倉幕府の成立後に築かれた多くの城跡は，小田
おだじょう

氏とその勢力によるものである。小田氏の支配下となった近隣一帯には，小田城跡〈29〉　を中心に，桜川左岸
たどべじょう

では，田土部城跡
ふじさわじょう　　　　　　　　　　　　　　　　かたほこじょう　　　　　こんだじょう

〈32〉，藤沢城跡　〈38〉　などが，桜川右岸には，方穂故城跡〈45〉，金田城跡〈51〉，
はなむろじょう　　　　　うえのむろじょう

花室城跡〈53〉，上ノ室城跡〈54〉　などがある。また，筑波山の南，三村山麓一帯には中世寺院群があり，
にじいりはいじ　　　　みむらさんせいれいいんごくらくじ　　　　じょうがんじはいじ

尼寺入廃寺跡〈26〉，三村山清冷院極楽寺跡〈27〉，常願寺廃寺跡〈28〉　の調査によって土器，陶磁器，銅製

の香炉蓋，三巴文軒瓦などが出土している。特に，ロストル式の瓦焼窯や石組遺構が検出され，瓦茸建物が多

く存在したことを示していると同時に，中世的宗教思想と技術様式を表す貴重な資料となっている。戦国の世

から江戸時代において，当地域は佐竹氏の支配下を経て，多くが土浦藩に属すことになる。特に金田台地区は

明治4年（1871年）の廃藩置県に至るまでその支配下に属した。
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・茨城県教育財団　「（仮称）葛城地区特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書Ⅱ　神田遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査報告第134集』1998年3月
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表l　周辺遺跡一覧表（◎は奈良砂平安時代を含む遺跡を，縁はその他の時代の遺跡を示す。）

番号 遺　 跡　 名

遣

■
番

口号

時　　　　　 代

遺　 跡　 名

遺

跡
番

。写

時　　　　　 代

旧 縄　 弥
奈

古 ・
平

中

e
近

番号

iH 縄 弥　 古
奈

平

中

近

㊥
！中原遺跡

222 ○ ○ ○ ○ 図29 小田城跡 2151
！ ！ ！ ！

○

●1 小田田向遺跡 299 9 ○ ○ 鴇30 小 田古墳群 298 1
！。

⑳2 小田橋遺跡 5862 ○ ○ 繍31 高崎山古墳群 2066 ○

● 3 小野須恵器窯跡 2057 ○ 繍32 田土部館跡 5779 ○

●4 東城寺須恵器遺跡 5775 ○ 薗33 大畑本田遺跡 20 73 ○ ○ ○ ○

●5 東城寺桑木須恵器窯跡 57 76 ○ 腰34 大畑本田貝塚 20 72 ○

！⑳6
東城寺寄居前須恵器窯 577 7 ○ 表35 藤沢山後遺跡 5798 ○ ○ ○

i⑳ 7
小高天神遺跡 2064 ○ ○ ○ ○ 韓36 藤沢北斗遺跡 5796 ○ ○

i⑳ 8
小高須恵器窯跡 2065 ○ 際37 藤沢東町遺跡 20 75 ○

！⑳9
小高村内須恵器窯跡 5778 ○ 轟38 藤沢城跡 40 10 ○

！⑳10
田宮須恵器窯跡 580 3

！
○ 題39 藤沢南原遺跡 207 7 ○ ○

i。11 i
下大島遺跡

！
585 8

日 l　 l
○

l ！
題40

I　　　　　　　　　　　　　　　 l
北坂田北部貝塚 2078

l　　 i
○ ○

！
○

l l f

！⑳12
田宮梶の宮遺跡 2067 ○ ○ ○ ○ 薗41 上坂 田寺東貝塚 20 79 ○ ○

！⑳13
田宮古墳群遺跡 2068 ○ ○ 車42 武者塚古墳 57 95 ○

！⑳14
高岡根遺跡 20 70 ○ ○ ○

。 ！。
■43 上坂田古墳群 2080 ○

i⑳15
大畑新田遺跡 580 7 ○ ○ ○ ○ 車44 坂 田古墳群 2082 ○

！⑳16
大山遺跡 287 7 ○ ○ ○ ■45 方穂故城 5866 ○

！⑳17
天神遺跡 2878 ○ ○ ○ ■146 玉取古墳群 2163

i
○

●18 柴崎遺跡 28 97 ○ ○ ○ ○ ○ 細47 台坪才十郎遺跡 287 6 ○

●19 中谷津遺跡 221 ○ ○ ○ ○ ○ ■48 滝の台古墳群 2090 ○

●20 九重廃寺跡 （東同遺跡） 2890 ○ ■49 旭台貝塚 2084 ○

●21 西坪遺跡 2085 ○ ○ ○ ○ l■50 横町古墳群 20 91 ○

●22 本田遺跡 2097 ○ ■51 金田城跡 289 1 ○

●23 上ノ室条里遺跡 28 96 ○ 車52 花室遺跡 2880 ○

●24 般若寺跡 528 5 ○ P 車53 花室城跡 2893 ： ○

●25 神田遺跡 584 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 車54 上 ノ室城跡 2892 ○

魁26！尼寺入廃寺跡 2990

！

日
日

！！

i i
i
i

〇
〇
〇

■55 松塚古墳群 2094i ！
！

。！

！
！

。！

！
！
！

。！

。i
i

！
！

！

輸27 三村山活冷院極楽寺跡 299 1 圏56 東古墳群 5
83 7 ！

圏28 i
常願寺廃寺跡 29 89 圏57 上高津 貝塚 1

787 i
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第3図　周辺遺跡位置図
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第詔車　調査の成果

第且節　遺跡の概要

中原遺跡は，つくば市の東部に位置し　花室川左岸の標高器。～竃。mの舌状台地上に立地している。現況

は畑軋平地林である。平成9年度は北部の調査I区と西部の調査ⅡÅ区の調査を行い　調査面積は荒節扉で

あった（第1図上

当遺跡は芦奈良時代から平安時代前期を中心とする，旧石器時代から中e近畿までの複合遺跡である。今回

の調査によって　竪穴住居跡掴軋掘立桂建物跡測棟　掘　条　陥し穴　基　士坑凱基　藩　条　石器集中地

点4か所を検出した。時代別にみてみるとラ旧石器時代では石器集中地点複か所などから温挽蕪の石器が出土し

た○縄文時代の遺構は陥し穴3基である。奈良砂平安時代の遺構は　竪穴住居跡禍軒　掘立桂建物跡2楓堀

条　士坑開基である。中の近畿の遺構は　掘立櫨建物跡　棟　溝　条　士坑姐基である。その他として時期

不明の土坑227基が検出している。

特に，奈良砂平安時代の遺構は9　8世紀前菜から9世紀中葉までの竪穴住居跡が中心である。北壁に竃を持

った住居跡がほとんどで，竃の両側や片側に機を持つものも確認された。掘立柱建物跡は線種の建物跡が脇軋

側柱の建物跡が膵棟である。これらは調査区南部に集中し　規則的に配置されている。調査区東部にある堀はタ

南北方向に延びタ　長さが約舶m　深さが約緋cmあ娠　覆土上層から多量の遺物が出土している。

遺物は，遺物コンテナ（60×4の×翻cm）に且膵箱出土している。遺物の太部分は奈良時代から平安時代にかけて

の土師乳須恵器である。その他の遺物としては，旧石器時代のナイフ形石器芦彫刻刀形石器，掻器，挟入石

器　剥凱縄文時代の縄文土温石鑑奈良砂平安時代の灰粕陶器　緑劫陶器　砥石　紡錘車夕　閏画風瓦夕

支乳銑鉄鉄斧夕鉄軋　金鑑刀子，火打金学手鑑銑　羽打，椀状乳液渡と漆紙（曲げ物の内側に詰め

られていた漆と，蓋として使用されていた紙）タ　中世から近世にかけての陶器，煙管，古銭等が出土している。

隣接している旧河内郡の郡寺とみられる九重廃寺やタ　旧河内郡の郡街跡と考えられている西坪遺跡との関連

性が高い，奈良e平安時代前期の集落跡と考えられる。

第2節　基本層序

平成9年度の調査では，2か所にテストピットを設定してヲ基本土層の観察を行った。ローム層の層序区分

については，武蔵野台地での層序区分を参考にタ　ローマ数字で示すことにする。テストピットを設定した位置

は，調査I区のC6h7区と調査ⅡB区（平成摘年度調査）のF3C8区である。

まずタ　調査I区のテストピット（第4回）について述べる。

I層は，灰褐色の表土層で，ローム粒子を多量，ローム小ブロックも焼土龍子中量，炭化物少量を含んでい

る。粘性は弱も　硬く締まっている。層厚は30～50cmである。

Ⅱ層は，暗褐色の腐植土でク　ローム粒子を多量に含んでいる。表土とローム層の間層と考えられ，ブロック

状の堆積を呈している。層厚は10～15cI11である。

Ⅲ～Ⅳ層は，褐色のソフトローム層で，黒色スコリア粒子を微量含んでいる。層厚は3～24cmで，クラック

が入っているが，締まっている。Ⅲ層とⅣ層は分層することができなかった。この層は，約12，000年～20，輌0
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年前に比定できる。

Ⅴ～Ⅵ層は，褐色のハードローム層で，白色粒子を少量，黒色スコリア粒子を微量含んで，締まっている。

この層はハードロームの上部に堆積する層であるが，Ⅴ層にあたる第一黒色帯（第1ブラックバンド，BBI）

は層位が不安定で確認できず，分層できなかった。中位から次層にかけて火山ガラスを含んでいることから，

AT（姶良Tn火山灰）を含む層と考えられる。層厚は6～29cmである。この層は，約20，000年～25，000年前

に比定できる。

Ⅸ層は，暗褐色のハードローム層で，黒色スコリア粒子を少量，焼土粒子・白色粒子・赤色スコリア粒子を

微量含んでいる。Ⅵ層の下に確認された暗褐色層であることから，第二黒色帯（第2ブラックバンド，BBⅡ）

と考えられる。Ⅶ層とⅧ層は明確に確認できなかったが，上位の色調がⅥ層に近いことから，Ⅶ層がブロック

状に堆積していることも考えられる。層厚は20～30cmである。この層は，約25，000年～28，000年前に比定でき

る。

Ⅹ層は，褐色ローム層で，白色粒子を少量，黒色スコリア粒子・赤色スコリア粒子を微量含んでいる。この

層までが立川ローム層に比定されると考えられる。層厚は22～39cmである。

ⅩI層は，にぷい黄褐色ローム層で，黒色スコリア粒子を微量含み，強い粘性を帯びて，締まっている。上位

に若干の赤色スコリア粒子が見られる。この層以下が武蔵野ローム層に比定される。層厚は17～32cmである。

ⅩⅡ層は，明褐色ローム層で，黒色スコリア粒子と灰白色粘土ブロックを少量，炭化物を微量含んでいる。強

い粘性を帯びて，硬く締まっている。層厚は6～15cmである。

ⅩⅢ層は，明褐色ローム層で，黒色スコリア粒子を微量含んでいる。強い粘性を帯びて，締まっている。層厚

は3～33cmである。

ⅩⅣ層は，明褐色ローム層で，炭化粒子・黒色スコリア粒子・灰白色粘土ブロックを少量含んでいる。強い粘

性を帯びて，締まっている。層厚は6～30cmである。

ⅩⅤ層は，にぷい黄褐色ローム層で，灰白色粘土ブロック　25・Om－

を中量，黒色スコリア粒子を少量含んでいる。強い粘性を帯

びて，締まっている。層厚は6～32cmである。

ⅩⅥ層は，褐色ローム層で，灰白色粘土ブロックと細かい

砂粒子を中量，黒色スコリア粒子を微量含んでいる。強い粘

性を帯びて，硬く締まっている。層厚は4～25cmである。

ⅩⅦ層は，にぷい黄橙色ローム層で，灰白色粘土ブロック

と細かい砂粒子を多量，赤色スコリア粒子を微量含んでいる。

強い粘性を帯びて，締まっている。層厚は4～25cmである。

TP（箱根一東京軽石，東京パミス）は確認されなかった。

ⅩⅧ層以下は，黄灰色の常総粘土層である。

第4図　基本土層図（1）

次に，調査ⅡB区のテストピット（第5図）について述べる。

I層は，灰褐色の表土層，Ⅱ層は，暗褐色の表土とローム層の間層である腐食土層で，ともに遺構確認のた

めに除去されている。

Ⅲ～Ⅳ層は，褐色のソフトローム層で，ローム粒子を微量含み，締まっている。層厚は9～14cmである。こ

の層は，約12，000年～20，000年前に比定できる。
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Ⅴ層の第一黒色帯（BBI）は，層位が安定せず，確認できなかった。

Ⅵ層は，褐色のハードローム層で，ローム粒子を微量含み，締まっている。若干のガラス質粒子を含むこと

から，AT（姶良Tn火山灰）を含む層と考えられる。層厚は11～14cmである。

Ⅶ層は，褐色のハードローム層で，締まっている。第二黒色帯（BBⅡ）の最上層と考えられ，層厚は3～

7cmである。Ⅶ層は，明確に確認することができなかった。この層は，約20，000年～25，000年前に比定できる。

Ⅸ－a層は，黒褐色のハードローム層で，白色粒子・赤色スコリア粒子を微量含み，硬く締まっている。第

二黒色帯（BBⅡ）の中間層と考えられる。層厚は2～6cmである。

Ⅸ－C層は，黒褐色のハードローム層で，灰白色粘土粒子・白色粒子・赤色スコリア粒子を少量含み，硬く

締まっている。第二黒色帯（BBⅡ）の最下層と考えられる。層厚は7～15cmである。Ⅸ－a層からC層は，

約25，000年～28，000年前に比定できる占

Ⅹ層は，暗褐色のローム層で，白色粒子・赤色スコリア粒子を少量，灰白色粘土粒子・鉄分を微量含み，硬

く締まっている。層厚は4～13cmである。ここまでが立川ローム層に比定されると考えられる。

ⅩI層は，暗褐色のローム層で，白色粒子・灰白色粘土粒子・鉄分を微量含み，粘性が強く，硬く締まってい

る。上位で赤色スコリア粒子を微量認められた。層厚は4～10cmである。この層以下が，武蔵野ローム層に比

定されると考えられる。

ⅩⅡ層は，暗褐色のローム層で，白色粒子を少量，灰白色粘土粒子・黒色スコリア粒子を微量含み，粘性が強

く，締まっている。層厚は3～10cmである。

ⅩⅢ層は，暗褐色のローム層で，白色粒子・灰白色粘土粒子を少量含み，粘性が強く，締まっている。層厚は

4～12cmである。

ⅩⅣ層は，オリーブ褐色のローム層で，白色粒子を少量，灰白色粘土粒子・鉄分の黒色粒子を微量含み，粘性

が強く，締まっている。層厚は5～10cmである。

ⅩⅤ層は，オリーブ褐色のローム層で，白色粒子・鉄分の黒色粒子を少量，灰白色粘土粒子を微量含み，粘

性が強く，締まっている。層厚は3～7cmである。

ⅩⅥ層は，オリーブ褐色のローム層で，鉄分の黒色粒子を少量，灰白色粘土粒子を微量含み，粘性が非常に強

く，締まっている。層厚は4～9cmである。

ⅩⅦ層のTP（東京パミス）は，確認できなかった。

ⅩⅧ層は，オリーブ褐色のローム層で，鉄分の黒色粒子を中量，灰白色粘土粒子を少量含み，粘性が非常に強

く，締まっている。層厚は4～11cmである。

これ以下は，常総粘土層で，a層とb層に分層するこ　　238m－
Ⅶ

とができる。a層は，明緑灰色の粘土層で，鉄分の黒色

粒子を多量含み，粘性が非常に強く，締まっている。層

厚は6～16cmである。

b層は，明緑灰色の粘土層で，粘性が非常に強い。

なお，当遺跡の遺構のほとんどは，I層の上面で確認

され，Ⅱ層からⅩ層にかけて掘り込まれている。

－11－
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第5図　基本土屑図（2）



第3節　遺構と遺物

∴　′、、′′′∴∴’＿∴二、つ′′

初　調査の概要と方法

発掘調査当初の遺構確認時にタ調査I区の確認面からナイフ形石器1点と剥片2点が芦調査ⅡA区の中央部

から西側にかけてナイフ形石器の基部温点　剥片鉱産などが出土した。また芦　調査が進行するにしたがって，

第　号住居跡の覆土中から黒曜石のナイフ形石器　点　第罰号住居跡の覆土中から黒曜石の掻器1点が出土し

た。これら遺構の覆土中や表土中から出土した旧石器時代の遺物は，ナイフ形石器5息掻器1点，剥片17鼠

石橋思慮　右横素材思慮で　合計2点にのぼった　表2）。

そこで芦　竪穴住居跡等の遺構調査終了後に診　最も石器が出土してお酌　文化層が確認できると思われる地点

に調査区を設定して　ローム層の掘り下げを行った（第6図）。

調査区は太きく2か所に分けられる。第且調査区は撃　調査‡区の第36号竪穴住居跡東側から南側にかけての

ノ、こ、∴　いl′読　工l′つ・‥丁．・、′ご」、∴．了㌻∴　調ら　ノこ・・証声吊二一、か・了、‘′／）晶．五　一三∴｝∴′

さ、　　二　、、ノ！　い　く＿＼＿　・j声：；　∴＿∴、　・言＿十こ、；　ノ・I＼）∵、ある　地形：郡こ

ほ　第　調査区は標高翫mの畜地上の平坦部　第　調査区は標高飢mの台地縁辺部から，西側の低地に向かう

嬢斜面である。面積はタ　第温調査区が約鋸が　第　調査区が約330扉で，総面積約394がとなりタ全調査商積の

約5∴3％となった、、

調査の過健で出土した石器などは原位置を保持し　柱状に残したまま言冒石器時代の遺構などにも注意して

掘　働汽　出土状況の写真撮影及び位置と標高の計測を行った。士層の観察は　各調査区の南側に士層観察用

ベルトを設定して行い，層位はテフラ分析を行ってタ　その結果を踏まえて基本層序を確定することとした（第

3章第2節を参照主

その緑風　第温調査区ではナイフ形石器皇鰯が出土したがタ偽には遺物は出土しなかった。またテ　第2調査

区では撃　後か所の石器集中地点が確認されタ　ナイフ形石器e彫刻刀形石器車扱入石器e石横車剥片録砕片など

88点が出土した、。

以下　各調査区の出土遺物について解説する。

表　　遺構に伴わない旧石器時代の遺物

器　　　 種 石 ナ
イ

石 彫
刻

掻 石 挽 石 剥 砕 合

石　　　 材 フ
器 形

力
器 彬 器 器 入 核 片 片

礫
計

珪　　　 質　　　 頁　　　 岩 3 3

碩　　　 質　　　 貞　　　 岩 1 1

疇　　　　　　　　　　　 璃 且 2 3

チ　　　 ヤ　　　　　　　　 ト l 3 4

黒　　　　　 曜　　　　　 石 5 且 8 14

安山岩 げラス賞黒色安山岩とトロトロ石を含むう

雲　　　 母　　　 片　　　 岩

粘　　　　　 板　　　　　 岩

花　　　　　 崗　　　　　 岩

砂　　　　　　　　　　　 岩

片　　　　　　　　　　　 岩

合　　　　　　　　　　　 計 5 l 2 17 25
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第2調査区

1i4．1

第6図　旧石器調査区設定図

（2）出土遺物

ア　第1調査区の出土遺物（第7図）

前述した通り，第1調査区では，第7図

1のチャートのナイフ形石器1点が出土し

たのみで，遺物の集中地点は確認できなか

った。1は，両端が尖り，刃部先端がわず

かに内攣している。縦長剥片を素材として

おり，打面付近を両側から斜めに折断して，
はつぶ

2側辺に刃潰し加工を施している。出土層

位はローム層第Ⅸ層中部で，約25，000年前に

比定できる（註：絶対年代については橋本

勝雄「茨城の旧石器時代」『茨城県考古学協

会誌』第7号，1995による）。他に遺物が確

認されていないことから，製作跡等の遺構

に伴う可能性は低いと考えられる。

第7図　第1調査区遺物出土分布図
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旧石器時代石器一覧表（第温調査区）

図版番 号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値 ！出土地区

巨 標高m ）
備　　 考 （調整 ・接合状況な ど） 遺 物 番 号

長 さ（m ） 幅（m ） 厚 さ（m ） 重量 （g ）

第 7 図

1 ナイフ形石器 チ ャー ト 45．1 14．1 8．1 3．30

第1調査 区

D 5 f5

（24．184）

縦長剥片を素材として打面を残 している。左

辺はハンマーによる押庄剥離。右辺は微細な

剥 離が連続しており，使用痕の可能性がある。

Q 29

イ　第2調査区の出土遺物（第8～13図，衷3）

第2調査区から出土した遺物の券種は，ナイフ形石器8点，彫刻刀形石器1点，挟入石器1息右横2息

剥片53点など，合計88点である。また，石柳ま88点中，黒曜石が38息珪質頁岩が路蕪，喝塙が16息安山岩

（ガラス質黒色安山岩，トロトロ石を含む）が7息硬質頁岩とチャート，粘板岩が各2点などである。黒曜

石が全体の約43％を占めている。石材の多くが遠隔地から搬入されたものと考えられ，当時の交流e流通が広

域にわたることを物語っている。出土層位は，2点を除いてローム層第Ⅵ層下部から第Ⅹ層上部までに相当す

ると考えられ，確認された摘、所の石器集中地点から出土した遺物は，第Ⅸ層の上部から下部で，約25，000年

前から2鋤腑年前に比定で　る。第1号石器集中地点と第3号石器集中地点から出土したナイフ形石器は，と

もに瀬戸内型の特徴をもつものであり，時期的に幅があるとされている。よって，各地点によって組成の違い

が認められるものの，明確に時期を分離する遺物は確認されていないことから，文化層は温層と考えられる。

ここではタ　各集中地点の石器を中心に掲載する。

表3　第2調査区出土遺物

券　　　 種 石 ナ
イ

石 彫
刻

掻 石 挟 石 剥 砕

礫

合

石　　　 材 フ
器 形

刀
器 形 器 器 入 核 片 片 計

珪　　　 質　　　 頁　　　 岩 16 1 17

硬　　　 質　　　 頁　　　 岩 1 1 2

職　　　　　　　　　　　 域 1 1 12 2 16

チ　　　 ャ　　　 ー　　　 ト 1 1 2

黒　　　　　 曜　　　　　 石 6 1 20 11 38

安山岩 げラス質黒色安山岩とトロトロ石を含む） 2 2 2 1 7

雲　　　 母　　　 片　　　 岩 ユ 1

粘　　　　　 板　　　　　 岩 2 2

花　　　　　 崗　　　　　 岩 1 1

砂　　　　　　　　　　　 岩 1 1
片　　　　　　　　　　　 岩 i

i 1 1

合　　　　　　　　　　　 計 8 1 1 2 53 18 5 88

第瑠号石器集中地盛（第用図　表4）

位置　D3gO区を中心に位置している。

出藍状況　南北約4．0m，東西約48mの範囲内に存在するが，遺物は北西部に集中している。標高23．406～

23．721mにかけて出土している。ローム層第Ⅸ層中部から下部に相当すると思われる。

遺物　ナイフ形石器1点，剥片7息砕片4点の合計12点が出土している。石材は，黒曜石11息粘板岩1点

である。第10図5の黒曜石のナイフ形石器は，小さな横長剥片を素材にして，打南側の1側辺に加工を施す

－14－
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第8図　第2調査区遥物出土分布毘（器種）
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「瀬戸内技法」と，主要剥離南側に加工を施す「台形様石器の技法」が折衷されている。AT層下部より上層

から出土するタイプで，時期的な幅の広いナイフ形石器である。

所見　当集中地点は，黒曜石の剥片が主体である。接合する遣物はなく，石核などは確認されなかった。遺物

の出土状況から，同一時期の可能性が高いと思われる。性格の詳細は不明であるが，黒曜石のナイフ形石器1

点と剥片が出土していることから，石器製作跡の可能性も考えられる。

表4　第2調査区出土遺物（第1号石器出土地点）

器　　　 種 石 ナ
イ

石 彫
刻

掻

器

右＿挟 石 剥 砕

礫

合

石　　　 材 フ
器 形

刀
器 形 器 入 核 片 片 計

珪　　　 質　　　 頁　　　 岩

硬　　　 質　　　 頁　　　 岩

喝　　　　　　　　　　　 璃

チ　　　 ャ　　　 ー　　　 ト

黒　　　　　 曜　　　　　 石 1 7 3 11

安山岩 （ガラス質黒色安山岩とトロトロ石を含む）

雲　　　 母　　　 片　　　 岩

粘　　　　　 板　　　　　 岩 1 1

花　　　　　 崗　　　　　 岩

砂　　　　　　　　　　　 岩

片　　　　　　　　　　　 岩

合　　　　　　　　　　　 計 1 7 4 12

第2号石器集中地点（第10ell図，表5）

位置　D4fl，D4f2，D4gl，D4g2区を中心に位置している。

出土状況　南北約3．6m，東西約7．4mの範囲内に存在するが，遺物は全体的に散在している。標高23．678～

23．927mにかけて出土している。ローム層第Ⅵ層下部から第Ⅸ層下部に相当すると思われる。

遺物　彫刻刀形石器1点，石核2点，剥片8点，砕片1点，礫3点の合計15点が出土している。石材は，鴫璃

表5　第2調査区出土遺物（第2号石器出土地点）

器　　　 種
石 ナ

イ
石 彫

刻
掻

器

石挟 石 剥 砕

礫

合

石　　　 材
フ

器 形
刀

器 形 器 入 核 片 片 計

珪　　　 質　　　 頁　　　 岩

硬　　　 質　　　 頁　　　 岩 1 ノ1

喝　　　　　　　　　　　　 璃 1 4 5

チ　　　 ヤ　　　　　　　　 ト 1 1 2

黒　　　　　 曜　　　　　 石

安山岩 （ガラス質黒色安山岩とトロトロ石を含む） 2 2 1 5

雲　　　 母　　　 片　　　 岩

粘　　　　　 板　　　　　 岩

花　　　　　 崗　　　　　 岩 1 1

砂　　　　　　　　　　　 岩 1 1

片　　　　　　　　　　　　 岩

合　　　　　　　　　　　　 計 1 2 8 1 3 15
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5点，安山岩5点（ガラス質黒色安山岩4点，トロトロ石1点），チャート2点，硬質頁岩1点，砂岩1点，

花崗岩1点である。第11図15の喝塙の彫刻刀形石器は，分厚い剥片を素材に，右側辺に上方から右斜の樋状剥

離が施されている。11のトロトロ石の石核は，瀬戸内型のもので，分厚い剥片を素材としている。石核の素材

剥片の主要剥離面を底面に，剥離角120度前後で正面と側面に作業面を展開している。19のガラス質黒色安山岩

の石核は，横長剥片の瀬戸内型のもので，縦折れを生じた分厚い剥片を素材としている。縦折れの面を作業面

にし，石核の素材剥片の主要剥離面を底面にしている。

所見　当集中地点は，剥片と砕片がほとんどであり，石材は喝塙とガラス質黒色安山岩を主体としている。接

合する遺物は確認されなかった。遺物の出土状況から，同一時期の可能性が高いと思われる。性格は不明であ

るが，喝塙の彫刻刀形石器1点と，トロトロ石とガラス質黒色安山岩の石核2点と剥片が出土していることか

ら，石器製作跡の可能性が考えられる。

第3号石器集中地点（第1巨12図，表6）

位置：D4hl，D4h2，D4h3区を中心に位置している。

出土状況　南北約4．2m，東西約9．0mの範囲内に存在する。標高23．734～24．053mにかけて出土している。ロ

ーム層第Ⅵ層下部から第Ⅸ層上部に相当すると思われる。

遺物　ナイフ形石器3点，剥片6点，砕片2点の合計11点が出土している。石材は，黒曜石5点，珪質頁岩4

点，硬質頁岩1点，ガラス質黒色安山岩1点である。第11図20は，硬質頁岩のナイフ形石器の基部である。右

辺は微細な押庄剥離が，左辺は尖った工具による押庄剥離の二次加工が施されている。24の黒曜石のナイフ形

石器は，1側辺加工の瀬戸内型のもので，二次加工は真上から軽く叩く直接打撃と，その打点近くにハンマー

による擦りが施されている。25の黒曜石のナイフ形石器は，部分的に加工されたもので，左側辺に硬質ハンマ

ーによる押庄剥離の二次加工がみられる。右側辺の打面近くの急角度剥離は事故剥離と考えられる。

所見　当集中地点は，剥片と砕片がほとんどであり，石材は黒曜石と珪質頁岩を主体としている。接合する遺

物は確認されなかった。遺物の出土状況から，同一時期の可能性が高いと思われる。第1e　2号石器集中地点

よりも上位で確認されているものが多い。黒曜石のナイフ形石器2点，硬質頁岩のナイフ形石器1点と剥片が

出土していることから，石器製作跡の可能性が考えられる。

表6　第2調査区出土遺物（第3石器出土地点）

器　　　 種 石 ナ
イ

石 彫
刻

掻 石 挟 石 剥 砕

礫

合

石　　　 材
フ

器 形
刀

器 形 器 器 入 核 片 片 計

珪　　　 質　　　 頁　　　 岩 4 4

硬　　　 質　　　 頁　　　 岩 1 1

喝　　　　　　　　　　　　 璃

チ　　　 ャ　　　 ー　　　 ト

黒　　　　　 曜　　　　　 石 2 2 1 5

安山岩 （ガラス質黒色安山岩とトロトロ石を含む） 1 1

雲　　　 母　　　 片　　　 岩

粘　　　　　 板　　　　　 岩

花　　　　　 崗　　　　　 岩

砂　　　　　　　　　　　 岩

片　　　　　　　　　　　 岩

合　　　　　　　　　　　 計 3 6 2 11
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第鵡号石器集中地点（第温2◎且3図，表7）

位置　D4i4区を中心に位置している。

出藍状況　南北約4。1m，東西約5．2mの範囲内に存在するが，遺物は北西部に集中している。標高23。845～

24．106111にかけて出土している。ローム層第Ⅵ層から第Ⅸ層下部に相当すると思われる。

遺物　ナイフ形石器4点，挟入石器1点，剥片28点，砕片8点の合計41点が出土している。石材は，黒曜石17

点，珪質頁岩且3点　喝塙は点である。第且2図29は，黒曜石のナイフ形石器の未製品である。左側辺の打面側に

ハンマーストーンの押圧による二次加工が施されている。左側辺には新しい剥離がみられる。33の黒曜石の挟

入石器は，右側辺の中央にハンマーの直接打撃による急角度剥離のノッチ（挟入部）がみられる。剥離角は110

度である。36の黒曜石のナイフ形石器は，左側辺にハンマーの押圧剥離による二次加工が施されている。上辺

と右辺は折れである。第13図43は，黒曜石のナイフ形石器の先端部である。小形の横長剥片を用い，その打両

側をハンマーで軽く叩いて，急角度の二次加工を施している。左辺はハンマーによる擦りと考えられる。50の

瑠璃のナイフ形石器は，瀬戸内型のもので，打南側の側辺にハンマーを上から軽く叩く剥離による二次加工が

施されている。

新風　当集中地点は，剥片と砕片が主体であり，石材は黒曜石，珪質頁岩，喝塙の比率が多い。接合する遺物

はなく，石核などは確認されなかった。遺物の出土状況から，同一時期の可能性が高いと思われる。黒曜石の

ナイフ形石器が3点，職域のナイフ形石器1点，黒曜石の挟入石器1点と剥片が出土したことから，石器製作

跡の可能性が考えられる。

表7　第2調査区出土遺物（第4号石器出土地点）

器　　　 種 石 ナ
イ

石 彫
刻

掻 石 挟 石 剥 砕

礫

合

石　　　 材
フ

器 形
刀

器 形 器 若 人 核 片 片 計

珪　　　 質　　　 頁　　　 岩 12 1 13

硬　　　 質　　　 頁　　　 岩

喝　　　　　　　　　　　　 璃 1 8 2 1 1

チ　　　 ャ　　　 ー　　　 ト

黒　　　　　 曜　　　　　 石 3 1 8 5 17

安山岩 （ガラス質黒色安山岩とトロトロ石を含む）

雲　　　 母　　　 片　　　 岩

粘　　　　　 板　　　　　 岩

花　　　　　 崗　　　　　 岩

砂　　　　　　　　　　　　 岩

片　　　　　　　　　　　　 岩

合　　　　　　　　　　　　 計 4 1 28 8 4 1

ウ　その他の出土遺物（第13～15図，表25）

4か所の集中地点以外から出土した遺物については，表面採集したものも含めて一括し，石器を中心に図示

する。第11図54の黒曜石のナイフ形石器は，基部に二次加工が施されている。左辺は背面側に向けて正方向と

稜上反方向の抑圧剥離が施され，右辺は主要剥離両側に向けて尖った工具の間接打撃による反方向の剥離が施

されている。左辺基部付近に事故剥離がみられる。石材は，長野県和田峠産の黒曜石を用いたものと考えられ

る。技法的には台形様石器と基部加工ナイフ形石器の特徴を折衷したものである。AT層よりも下層の第Ⅸ層
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下部にみられるタイプのナイフ形石器である。55の黒曜石のナイフ形石器は，小形の縦長剥片を素材にしたも

ので，2側辺にハンマーの押庄剥離による刃潰し加工をしたものである。石材は，長野県和田峠産の黒曜石を

用いたものと考えられる。AT層よりも下層から出土するタイプのナイフ形石器である。56は，黒曜石のナイ

フ形石器の基部で，小さな剥片を素材に，微細な押圧剥離で両側辺を加工してある。57も黒曜石のナイフ形石

器の基部で，素材は打面調整のある石刃状の剥片である。基部の両側辺に刃潰し加工がみられる。59の黒曜石

のナイフ形石器は，左辺に押庄剥離の平らな二次加工が，右辺に急角度の間接打撃による加工が施されている。

裏面には押圧剥離による加工がみられる。62の塙璃の石核は，正面に数回の垂直打ちの打撃痕がみられる。素

材は両極打撃により分割された剥片と考えられる。
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第14図　旧石器時代の遺物実測図（5）
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旧石器時代石器一覧表（第2調査区会集中地点外出土遺物）

図 版 番 号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値 I 出土 地 区

巨 標 高 m ） 備　　 考 （調 整 の接 合 状 況 な ど） 遺 物 番 号
長 さ （mm） 幅 （m m） 厚 さ （m ） 重 量 （g ）

第 10図

2 剥　　 片 黒 曜 石 34．0 2 4．8 8．2 6．15

第 2調 査 区

D 3 f9

（2 3．3 0 6）

上 方 か らの 打 撃 に よ る剥 離 。 打 面 に右 か

ら左 方 向 に樋 状 剥 離 が 観 察 され ， 石 核 の

打 面 と 考 え られ る 。

Q 45

3 剥　　 片 黒 曜 石 17．6 1 4．0 2．0 0．63

第 2調 査 区

D 3 fO

（23．6 29）

Q 9 9

4 剥　　 片 雲 母 片 岩 59．0 58．0 2 1．0 6 6．0 0

第2調 査 区

D 4 fl

（23．6 13）

Q 8 1

旧石器時代石器一覧表（第2調査区e第1号石器集中地点）

図 版番 号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値 l出 土 地 区

巨 標 高 m ） 備　　 考 （調 整 ・接 合 状 況 な ど） 遺 物 番 号
長 さ （mm） 幅 （mm） 厚 さ （mm） 重 量 （g ）

第 10図

5 ナイフ形石器 黒 曜 石 （17．5） 8．0 4．8 （0．6 5）

第 2調 査 区

D 3 g 9

（23．6 25）

ナイフ形 石 器 の 基 部 。先 端 が欠 損 してい る。

厚 い横 長 剥 片 の 末 端 辺 に対 向 剥 離 の 後 ，押

庄 剥離 の二 次 加 工 が施 されている。

Q 4 2

6 剥　　 片 黒 曜 石 19．0 9．0 3．0 0．3 8 ノ

第2調 査 区

D 3 g O

（2 3．40 6）

Q 4 6

7 剥　　 片 黒 曜 石 19．8 2 1．5 5．0 2．00

第 2調 査 区

D 3 g O

（2 3．72 1）

打 面 欠 損 。

Q 47

8 剥　　 片 黒 曜 石 2 1．0 16．9 10．0 2．10

第 2調 査 区

D 3 g 9

（23．4 8 1）

Q 4 3

9 剥　　 片 黒 曜 石 3 0．0 1 1．0 3．5 0．9 4

第2調 査 区

D 3 g9

（23．59 4）

両 極 打 撃 に よ る剥 離 で ， ハ ンマ ー を石 核

に こす りつ け た可 能性 もあ る 。 Q 4 4

旧石器時代石器一覧表（第2調査区◎第2号石器集中地点）

図版 番 号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値 I出 工 酔

i （標 高 m ） 備　　 考 （調 整 e接 合 状 況 な ど） 遺 物 番 号
長 さ （m ） 幅 （m ） 厚 さ （m ） 重 量 （g ）

第 10図

10 剥　　 片 喝　　 璃 5 7．1 5 2．2 14．8 3 5．00

第 2調 査 区

D 4 f2

（23．8 25）

平 圭射 丁面 。 剥 離 角 は 10 5度 。

Q 56

第 11図

1 1 石　　 核 トロ トロ石 2 8．5 5 1．8 5 9．9 74．0 0

・第2調 査 区

D 4 f2

（23．84 7）

横 長剥 片の瀬 戸内型 石核 。分厚い剥 片が素材 。

石 核の素 材剥 片の主 要剥 離面を底 面に，剥離角

120度前 後で正面と側 面に作 業面を展 開する。

Q 5 5

第 10図

12 剥　　 片

ガ ラ ス 質

黒色安山岩 24．0 9．0 6．0 0．8 7

第2調 査 区

D 4 g l

（2 3．7 11）

Q lO O

13 剥　　 片 チ ャ ー ト 39．8 2 2．9 10．2 8．10

第 2調 査 区

D 4 fl

（2 3．678）

平 坦 打 面 。 剥 離 角 は90度 。

Q 50

14 剥　　 片 喝　　 璃 2 5．0 12．0 8．0 1．5 6

第 2調 査 区

D 4 g 2

（23．8 7 1）

Q 8 3

第 1 1図

15 彫刻刀形石器 喝　　 璃 5 6．4 4 1．6 20．1 38．0 0

第2調 査 区

D 4 fl

（2 3．7 54）

厚 い 剥 片 の右 側 辺 に樋 状 剥 離 が 施 され て

い る 。 Q 5 1

16 剥　　 片 硬 質 頁 岩 25．0 31．0 9．8 5．15

第 2調 査 区

D 4 g 2

（2 3．75 0）

平 坦 打 面 。剥 離 角 7 4度 。左 辺 は図 示 して い

ないが ，打 点 の残 る剥 離 面 が 確 認 され ること

から，打 面 転 位 され た石 核 が推 定 できる。

Q 52

－26－



第11図

17 剥　　 片 喝　　 璃 39．5 3 6．3 11．6 12．00

第2調査 区

D 4 g 2

（23．927）

切 り子打面 。

Q 53

18 砕　　 片

ガ ラス質

黒色安山岩 25．0 19．0 10．0 2．88

第2調査 区

D 4 g 2

（23．744）

Q 82

19 石　　 核

ガ ラス質

黒色安山岩 19．7 38．1 40．2 25．00

第2調査 区

D 4 g 2

（23．87 2）

横長剥片の瀬戸 内型石核。縦折れを生じた分

厚い剥片が素材 。縦折れの面を作業面にし，石

核の素材剥片の主要剥離面を底面にしている。

Q 54

旧石器時代石器一覧表（第2調査区e第3号石器集中地点）

図版番号 券　 種 石　 材
計　　 測　　 値 出土地区

（標高 m ）
備　　 考 （調整 ・接合状況 な ど） 遺 物 番 号

長 さ（m m） 幅 （mm） 厚 さ（m m） 重量 （g ）

第 11図

2 0 ナイフ形石器 硬 質頁岩 （18．0） 1 1．7 5．0 （1．0 2）

第2調査 区

D 4 h l

（23．8 09）

ナ イフ形石器 の基 部。右 辺は微細 な押庄

剥離。左辺 は尖 った工具で形成 され る押

庄剥離の二次加工 。

Q 48

第 12図

2 1 剥　　 片 珪質 頁岩 64．5 4 6．5 13．4 2 8．0 0

第2調査区

D 4 h l

（2 3．80 2）

平坦打面。剥離角 は 110度。

Q 4 9

第 1 1図

22 剥　　 片 珪質頁岩 2 0．0 14．0 4．0 0．48

第 2調査区

D 4 h 2

（2 3．73 4）

平 坦打 面。

Q 8 0

2 3 剥　　 片 黒 曜 石 2 9．8 2 2．9 3．5 2．18

第 2調査 区

D 4 h 3

（2 3．9 7 1）

打面欠損。

Q 57

2 4 ナイフ形石器 黒 曜 石 26．8 13．9 7．0 1．5 2

第2調査 区

D 4 h 3

（24．0 53）

1側辺加工 の瀬 戸内型のナイフ形石器 。二

次加工 は真上か ら軽く叩く直接打 撃と，その

打点近くに見られるハンマーの擦 り。

Q 58

25 ナイフ形石器 黒 曜 石 24．0 18．5 4．0 1．9 6

第2調査 区

D 4 h 2

（2 3．79 4）

部分的に加工されたナイフ形石器。左側辺に硬

質ハンマーによる押庄剥離の二次加工がみられ

る。右側辺打面近くの急角度剥離は事故剥離。

Q 6 2

第 12図

26 剥　　 片 珪質頁岩 2 9．0 2 0．9 10．0 4．28

第 2調査区

D 4 h l

（2 3．8 17）

上 方からの打撃による剥離。左側辺に打点が

残る剥離面が残存。剥離角は1 10度。打点再

生剥片か，打面転位のために残った剥離面。

Q 6 0

2 7 剥　　 片 珪質頁岩 3 7．0 4 0．5 10．2 1 4．0 0

第 2調査 区

D 4 h 2

（2 3．8 92）

左側辺 に樋状 剥離がみ られ る。剥片剥 離

時 に形成 された事 故剥離 と考 えられる。

打面欠損。

Q 6 1

旧石器時代石器一覧表（第2調査区e第4号石器集中地点）

図版番号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値 出土地 区

（標 高 m ）
備　　 考 （調 整 ・接合状況 など） 遺 物 番 号

長 さ（mm） 幅 （m m） 厚 さ （mm） 重量 （g ）

第 12図

2 8 砕　　 片 黒 曜 石 2 1．2 14．8 8．0 2．24

第 2調査区

D 4 i4

（2 4．10 6）

硬 いハ ンマーの強 い衝撃 によって飛び散

った石片。右側辺 に不規則 な剥 離がみ ら

れるが，加工 した もので はない。

Q 5 9

2 9 ナイフ形石器 黒 曜 石 2 0．5 9．0 6．0 1．12

第 2調査 区

D 4 h 3

（24．0 46）

左側辺の打面側にハンマーストーンの押圧に

よる二次加工が施されている。左側辺 には新

しい剥離がみられる。ナイフ形石器の未製品。

Q 6 3

30 剥　　 片 珪質 頁岩 20．0 10．0 4．0 0．4 0

第 2調査 区

D 4 h 4

（23．3 86）

石刃状 の剥 片。

Q 84

31 剥　　 片 珪質頁岩 42．3 29．6 16．2 7．2 5

第2調査 区

D 4 h 4

（2 4．08 3）

縦折れの剥片。剥 離角は 12 0度。

Q 64

3 2 剥　　 片 珪質頁岩 3 8．8 18．3 7．4 3．28

第 2調査区

D 4 i4

（2 4．03 1）

石 刃状の剥片。打面調整 を持つ。剥離角

は 10 5度。 Q 65

－27－



第12図

33 挟入石器 黒 曜 石 26．0 17．6 7．0 3．54

第2調査 区

D 4 i4

（24．043）

右側辺 の中央 にハ ンマーの直接打撃 によ

る急角度剥離 のノ ッチ （挟 入部）がみ ら

れ る。

Q 66

3 4 剥　　 片 鴫　　 璃 36．0 3 0．0 2 0．0 1 4．00

第2調査 区

D 4 i3

（23．965）

Q 8 5

3 5 剥　　 片 珪質頁岩 57．1 3 9．5 2 2．5 35．00

第2調査 区

D 4 i3

（23．95 1）

分厚い剥片で，背面 に細か い調 整剥離が

み られ る。左側辺 に打面調整痕 がみ られ

る。

Q 67

36 ナイフ形石器 黒 曜 石 24．0 14．0 4．8 1．54

第2調査区

D 4 i4

（23．97 5）

左 側辺にハ ンマーの押庄剥離 による二次

加工 が施 されてい る。上辺 と右辺 は折 れ

である。

Q 68

37 剥　　 片 黒 曜 石 21．0 1 1．0 5．0 0．39

第2調査 区

D 4 i3

（23．94 3）

Q 86

3 8 剥　　 片 喝　　 璃 31．0 2 1．0 6．0 1．88

第2調査 区

D 4 i3

（23．90 1）

Q 87

第13図

39 剥　　 片 鳩　　 璃 26．0 13．0 8．0 1．52

第2調査 区

D 4 h 3

（23．880）

Q 8 8

40 剥　　 片 黒 曜 石 17．8 1 3．6 3．7 1．66

第2調査 区

D 4 h 4

（23．90 0）

左 側辺 にハ ンマ ーの押庄剥離 に よる二次

加工が施 されて いる。 Q 69

4 1 剥　　 片 珪質頁岩 67．3 37．0 1 1．6 20．00

第2調査区

D 4 i4

（23．92 0）

石刃状の剥片。やや大形で，打面が剥片剥離

時に折れている。右側辺に不規則 で微細な剥

離があり，使用痕と考えられる。刃先角は28度。

Q 7 0

4 2 剥　　 片 鳴　　 璃 30．0 15．0 5．0 1．76

第2調査 区

D 4 i4

（24．01 0）

Q 89

4 3 ナイフ形石器 黒 曜 石 （16．0） 6．5 3．8 （0．44）

第2調査 区

D 4 i4

（24．074）

ナイフ形石器の先端。小形の横長剥片を用い，

その打両側にハンマーを軽く叩く加工で，急角

度の二次加工を施す。左辺はハンマーの擦り。

Q 71

4 4 剥　　 片 珪質頁岩 64．5 3 2．8 13．4 1 4．00

第2調査 区

D 4 i4

（24．035）

瀬戸内型の横長剥片。背面に素材剥片の主

要剥離面を残し，同一打面上の剥離も残る。右

側辺は剥片の打面側で，事故剥離がみられる。

Q 72

45 剥　　 片 珪質頁岩 33．0 1 6．0 5．0 1．32

第2調査 区

D 4 i4

（24．08 9）

Q 90

4 6 剥　　 片 珪質頁岩 17．0 15．0 6．0 0．75

第2調査区

D 4 i4

（24．03 0）

Q lO l

4 7 剥　　 片 喝　　 璃 20．0 13．0 6．0 1ユ4

第2調査区

D 4 h 3

（23。87 9）

Q 9 1

4 8 剥　　 片 珪 質頁岩 19．0 10．0 6．0 0．59

第2調査 区

D 4 h 4

（23．943）

Q l O2

49 剥　　 片 喝　　 璃 43．7 2 1．5 8．1 5．60

第2調査 区

D 4 h 3

（23．845）

頭部調整 を持 つ石 刃状の剥片。剥離角95

度。 Q 73

50 ナイフ形石器 喝　　 璃 29．9 1 5．2 6．0 2．42

第2調査 区

D 4 h 3

（23．84 9）

瀬戸 内型のナイフ形石 器。打 南側 の1側辺

に二次加 工。ハンマーを上から軽く叩く剥離 。

先端側2枚が正方向洋 前が反方向の剥離。

Q 74

5 1 剥　　 片 珪 質頁岩 20．0 13．0 4．0 0．48

第2調査区

D 4 h 4

（23．86 8）

Q lO 3

5 2 剥　　 片 黒 曜 石 229．0 27．0 9．8 8．00

第2調査区

D 4 h 4

（23．89 7）

自然面打面の剥片。左側辺 に急角 度の不

規則剥 離が付 く。事 故剥 離 と考 えられ る。 Q 75

－28－



旧石器時代石器一覧表（調査区外出土遺物）

図版 番 号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値

出 土 地 区 備　　 考 （調 整 ・接 合 状 況 な ど） 遺 物 番 号
長 さ （mm） 幅 （mm） 厚 さ （mm） 重 量 （g ）

第 13図

5 4 ナイフ形石器 黒 曜 石 5 1．2 1 7．0 6．6 4．8 4

調 査 I 区

表土 ・表採

基 部に二 次加 工 。左 辺は正 方 向と稜上 反 方 向

の押 庄 剥 離。右 辺 は尖った工 具 の 間接打 撃 に

よる反方 向の剥離 。左 辺に事故 剥離 がみられ る。

Q 30

5 5 ナイフ形石器 黒 曜 石 3 1．0 8．8 4．0 1．08
調 査 I 区

表土 ・表抹

両 側 辺 を押 庄 剥 離 で加 工 した ナ イ フ 形 石

器 。
Q 3 1

5 6 ナイフ形石器 黒 曜 石 （15．0） 9．0 3．0 （0．36）

調 査 I 区

表土 ・表採

ナ イ フ形 石 器 の 基 部 。 小 さ な剥 片 を 素材

に ， 微 細 な押 庄 剥 離 で 両 側 辺 を加 工 して

あ る 。

Q 3 2

57 ナイフ形石器 黒 曜 石 （15．5） 15．8 4．9 （1．0 0）

調査 ⅡA 区

表土 ・表採

ナ イ フ 形 石 器 の 基 部 。 素 材 は打 面 調 整 の

あ る石 刃 。 基 部 の 両 側 辺 に 刃 潰 し加 工 に

よ る 二 次加 工 が み られ る。

Q 76

第 14図

58
掻　　 器 黒 曜 石 2 4．4 1 3．9 4．5 2．12

調 査 I 区

表土 ・表採

素 材 剥 片 の端 部 に や や 平 坦 な 押 庄 剥 離 で

刃 部 を形 成 して い る 。
Q 33

5 9 ナイフ形石器 黒 曜 石 2 6．0 1 6．0 6．0 2．6 2

調 査 I 区

表土 ・表採

左 辺 に押 庄 剥 離 の 平 らな 二 次 加 工 。 右 辺

に急 角 度 の 間 接 打 撃 に よ る 加 工 が 施 さ

れ ， 裏 面 は押 庄 剥 離 。

Q 34

6 0 剥　　 片 チ ャー ト 26．8 38．4 12．3 9．85
調 査 I 区

表土 ・表採

打 面 欠 損 の 剥 片 。
Q 35

6 1 剥　　 片 黒 曜 石 28．0 14．0 5．0 1．00
調査 ⅡA 区

表土 ・表採

上 方 か らの 打 撃 に よ る剥 離 。
Q 9 2

62 石　　 核 喝　　 璃 64．2 3 8．4 2 7．5 4 9．00

調 査 I 区

表土 ・表採

石 核 素 材 は 両 極 打 撃 に よ り分 割 さ れ た 剥

片 。 正 面 に 数 回 の 垂 直 打 ちの 打 撃 痕 が み

られ る 。

Q 3 6

63 石 核 素 材 チ ャー ト 5 9．6 4 7．9 7 3．3 184．0 0
調 査 工区

表土 ・表採

円礫 を硬 い ハ ン マ ー で 叩 き壊 し て い る 。

石 核 に 形 成 す る 以 前 の もの 。
Q 37

6 4 剥　　 片 黒 曜 石 4 7．2 2 1．1 10．2 7．3 0
調 査 I 区

表土 ・表採

調 整 打 面 を持 つ 。 裏 面左 辺 手 前 の 剥 離 は

事 故 剥 離 ま た は使 用 痕 。 石 刃 状 の 剥 片 。
Q 38

6 5 剥　　 片 硬 質 貞 岩 39．8 28．9 1 1．9 12．0 0
調 査 I 区

表土 ・表採

上 方 か らの打 撃 に よ る剥 離 。 平 坦 打 面 を

持 つ 。
Q 39

66 剥　　 片 黒 曜 石 19．0 18．0 9．0 1．9 2
調 査 I 区

表土 ・表採

平 坦 打 面 。
Q 93

67 剥　　 片 珪 質 頁 岩 36．9 18．0 3．0 3．06
調 査 I 区

表土 ・表採

両 極 剥 離 も し くは事 故 剥 離 に よ っ て 形 成

され た もの 。 背 面 に金 属 に よ る傷 あ り。
Q 4 0

第 15図

6 8
剥　　 片 喝　　 璃 3 1．0 2 5．8 5．9 3．68

調査 ⅡA 区

表土 ・表採

切 り子 打 面 の 剥 片 。 剥 離 角 1 10度 。
Q 7 7

6 9 剥　　 片 黒　 曜 石 2 3．0 19．0 7．0 1．74
調査 ：A 区

表土 ・表採

上 方 か らの 打 撃 に よ る剥 離 。剥 離 角 90度 。
Q 9 4

7 0 剥　　 片 珪 質 頁 岩 5 8．2 3 9．8 23．9 32．0 0
調査 ⅡA 区

表土 ・表採

打 面 を再 生 した 剥 片 。 右 側 辺 に急 作 業 面

が 残 っ て い る 。
Q 7 8

7 1 i

72

剥　　 片

剥　　 片

黒 曜 石

珪 質 頁 岩

20．0

36．3

29．0

46．5

7．0

13．4

2．18

16．00

調査 ⅡA 区

表土 ・表採

調査 ⅡA 区

表土 ・表採

上 方 か らの打 撃 に よる 剥 離 。

打 面 倒 は 山形 に な る大 きな 切 り子 打 面 。

瀬 戸 内 形 の石 核 の可 能性 が あ る 。 剥 離 角

が 小 さ く， 底 面 ま で抜 け て い な い 。

Q 95

Q 79
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第15図

73
剥　　 片 喝　　 璃 32．0 1 1．0 6．0 1．28

調査：A 区

表土 ・表採

上 方か らの打撃 による剥離。
Q 96

7 4 剥　　 片 チャー ト 32．0 16．0 13．0 3．58
調査 I 区

表土 ・表採

上方 か らの打撃に よる剥離。
Q 97

75 剥　　 片 チ ャー ト 44．0 3 2．8 12．7 14．00
調査 I 区

表土 ・表採

平坦打面。
Q 41

76 剥　　 片 黒 曜 石 50．8 2 5．4 10．5 6．20

調査ⅢA 区

表土・表採

左 側辺 に使用痕 と思 われる微細 で不 規則

な剥離があ る。使 用痕のつ く刃角 は65度。

石刃状の剥片。

Q 98

2　縄文時代の遺構と遺物

縄文時代の遺構として，調査I区の北東部，中央部，西部からそれぞれ1基ずつ，計3基の陥し穴を検出し

た。3基の陥し穴から遺物は出土していないが，その形態から縄文時代の遺構と判断した。直接的な関連や配

置上の特徴は見られなかったが，規模が同程度であり，同時代に構築されたと考えられる。

調査I区から出土した縄文時代の遺物は，縄文土器片50点，石器6点である。これらはすべて表土や後の時

代の竪穴住居跡の覆土中から出土したものである。縄文土器の型式別では，前期後葉の浮島Ⅱ式6点，中期の

阿王台式1点，中期中葉の加曽利EI式1点，加曽利EⅡ式2点，中期の加曽利E式と思われるもの4点，中

期から後期の加曽利式と思われるもの19点，中期と思われるもの2点，時期不明なもの15点である。土器片は

ほとんどが深鉢形土器胴部または底部の小片で，接合・復元できるものはなかった。また，石器は，石鉄4点，

石鉄の末製品1点，剥片1点である。石鉄の石材はチャート3点，黒曜石1点である。石鉄の末製品は珪質頁

岩，剥片は黒曜石である。

ⅡA区から出土した縄文時代の遺物は，石器3点である。これらはすべて表土や後の時代の竪穴住居跡の覆

土中から出土したものである。石器は，石鉄3点で，その石材はチャート2点，珪質頁岩1点である。

以下，それぞれの陥し穴の特徴について記述し，遺構に伴わない遺物については，時期不明なものを除いて，

第19図と一覧表にて掲載する。

（1）陥し穴

第瑠号陥し究（第16図）

位置　調査I区西部，C5h3区。

童地　標高25mの平坦な台地上に立地して

いる。

規模と形状　平面形は長径2．26m，短径

工31mの楕円形で，深さ92cmである。底面

は平坦で，楕円形を呈している。壁はほぼ

垂直に立ち上がり，北西側は深さ30cmのと

ころから緩やかに開く。

長径方向　N－640－E

覆土　7層からなり，1～4層は自然堆積，

5－7層はブロック状の堆積状況から，人

為堆積と考えられる。
第閥図　第　号陥し穴実測腰
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土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　褐　　　色

ローム粒子・炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム中ブロック・粒子を中量，ローム小ブロックを少量含み，粘土質で，締まりがない。

荷風　遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。詳しい時期は，出土遺物がないことから不明である。

第2号陥』究（第且7図）

位置　調査I区中央部，C5a9区。

立地　標高25mの平坦な台地上に立地している。

規模と形状　平面形は長径2．10m，短径1．40mの楕円

形で，深さ95cmである。底面は平坦で，楕円形を呈し

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がり，南西側は深さ

23cmのところから緩やかに開く。

長径方向　N－100－W

覆土　5層からなり，自然堆積と考えられる。

ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色

褐
褐
褐

説
暗
黒
暗

解層

1

　

2

　

3

土

ーム粒子を少量含み，締まっている。

－ム粒子を少量含み，締まっている。

－ム中ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子を少量含み，締まっている。

4　極暗褐色　　ローム粒子を中鼠　ローム中ブロック・ロー

ム小ブロックを少量含み，締まっている。

5　褐　　　色　　ローム粒子を多量，ローム大ブロックeロー

ム小ブロックを少量含み，締まっている。

二∴‾二二二二l一
第相国　第　号陥』究実測図

所凰　遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。詳しい時期は，出土遺物がないことから不明である。

第3号陥』究（第18図）

位置　調査I区北東部，C6aO区。

立地　標高約25mの平坦な台地上に立地している。

規模と形状　平面形は長径1。62m，短径1．24mの楕円

形で，深さ64cmである。底面は平坦で，楕円形を呈し

ている。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

長径方向　N－00

澤蓋　4層からなり，ロームを多く含み，人為堆積と

考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子を中量，ローム中ブロック・ロー

ム小ブロックを少量，炭化粒子を微量含み，

1　　　　　　　　－　　　1

aも
⑥

招、
＼

l

、

．

1

／

e可　　　の　　　　　　2m

』二二二二二ヨ二二二二ヨ

第相聞　第　号陥』究実測図

粘性は弱い。

ローム小ブロック・ローム粒子を中量，ローム中ブロックを少量含み，粘性は弱い。
ローム小ブロック・ローム粒子を中量含み，粘性は弱い。

ローム小ブロック・ローム粒子を多量，ローム中ブロックを中量含み，粘性は弱い。

所凰　遺構の形態から縄文時代の陥し穴と考えられる。詳しい時期は，出土遺物がないことから不明である。
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第19図　縄文時代の遺物実測図（土器・石器）
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（2）遺構に伴わない遺物（第且9図）

縄文土器一覧表

群 時　 期 型　 式 図版番号 器　　 種 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 備考 （T P ）

I

前　 期

後　 葉

浮 島　 Ⅱ

第19図
深鉢形 土器目線部

口唇部 に半裁竹管 による押捺 文が， 直下に貝殻波状 文が施 され
54

1 てい る。

2 ～ 6 深 鉢 形 土 器 胴 部 2 ～ 6 は，貝殻波状文が施 されている。 50，51，53，56，57

Ⅱ 中　 期 阿 玉 台 7 深鉢形土器 目線 部 口唇 部 に斜位の爪形文が，直下 に刺突 文が施 されてい る。 68

Ⅲ

！

中　 期

後　 菓

加曽利E I 8 深鉢形土器 口緑 部
目線 部 は隆帯 及び沈線で渦巻 文を措 き，直 下に R L の単節縄 文

が施 されてい る。
74

Ⅳ 加曽利E Ⅱ 9 ，10 深 鉢 形 土 器 胴 部
9 と10 は，単 節縄 文 を地文 と し，垂下す る洗 練間 を擦 り消 して

いる。
79，84

Ⅴ 加 曽利 E

11 探鉢 形土器 目線部 R L の単節縄 文が施 されている。 70

12～14 探 鉢 形 土 器 胴 部

12 は，単節縄文 が斜 位に施 され ている。13 は，単節縄文 を地文

とし，垂 下す る洗練 間を擦 り消 している。14 は， L R の単節縄

文が斜位 に施 されている。

65，69，8 1

Ⅵ

中 期 ！

不　　 明 15，16

！

深 鉢 形 土 器 胴 部
15 と16は，単節縄文 を地文 とし，擦消 部に細や かな条線文が施

されてい る。
52，55

Ⅶ

中　 期

または

後　 期

加 曽利 E

ま　た　 は

加曽利 B i

17 深鉢形土器 日録 部 L R の単節縄文が施 され ている。 60

18～3 4 探 鉢 形 土 器 胴 部
18は， L R の単節縄文が施 され，沈線 で区画 された 内を擦 り消

されている。19～34は，単節縄文が施 されている。

58，59，6 1～6 4，

6 6，7 1～7 3，8 0，

7 5～7 8，8 2，8 3

3 5
深鉢形土器 R L の単節縄文 を地文 とし，胴 部下端 は横位 の磨 きが施 されて

67
胴部～底部 い る。

石器一覧表

図版番号 器　 種 石　 材
計　　 測　　 値 出土地区

（標 高m ）
備　　 考 （調整 ・接合状況 な ど） 遺 物 番 号

長 さ（mm） 幅（mm） 厚 さ（mm） 重量 （g ）

第19図

36 石　　 鉄 チ ャー ト 21．8 17．6 4．5 1．00

調査 I 区

表土 ・表採

両面押庄剥離 の左 右対称形。側線 は直線

的。基部 の決 りは浅い 「U 」字状。緑部

は鋸歯状 を呈す る。

Q 20

37 石　　 鉄 黒 曜 石 19．9 13．0 4．0 0．71

調査 I 区

表土 ・表採

両面押庄剥離の左右対称形。上半部の側線は

直線的，下半部の側線は湾曲している。基部の

決りは深い「U 」字状。緑部は鋸歯状を呈する。

Q 21

38 石　　 鉄 チ ャー ト 28．9 17．9 4．9 0．99

調査 I 区′

表土・表採

両面押庄剥離の左右対称 形。側線 は直線

的。基部の挟 りは深 い 「U 」 字状 。緑 部

は鋸 歯状を呈す る。

Q 22

39 石　　 鉄 チ ャー ト 25．4 17．9 3．8 1．28

調査 I 区

表土 ・表採

両面押庄 剥離の左右対称形。側線 は直線

的。基部 の決 りは極めて浅い 「U 」字状。

緑部 は鋸 歯状 を呈す る。

Q 23

40 石　　 鉄 チ ャー ト 27．8 14．1 4．9 0．72

調査 I 区

表土 ・表採

両面押庄剥離の左右対称形。上半部の側線は

直線的，下半部の側線は湾曲している。基部の

挟りは深い「U 」字状。緑部は鋸歯状を呈する。

Q 24

41 石　　 鉄 珪 質頁岩 24．3 13．0 2．8 1．28

調査ⅡA 区

表土

両面押庄剥離 の左右対 称形。側線 は直線

的。基部の挟 りは極 めて浅い 「U 」字状 。

緑 部は鋸歯状 を呈す る。

Q 25

42 石　　 鍍 チ ャー ト 31．7 13．7 4．2 1．54
調査ⅡA 区

表土・表採

両面押庄剥離の左右対称 形。側線 は直線

的。基部の欠損。緑 部は鋸歯状 を呈す る。
Q 26

43 石鉄未製品 珪質頁岩 24．3 21．8 5．9 2．92
調査 I 区

表土 ・表採

加工 は押 庄剥離。両面 を加工 しよ うとし

た未製品。
Q 27

44 剥　　 片 黒 曜 石 22．8 19．5 3．8 1．22
調査 I 区

表土 ・表採

上方 か らの打撃に よる剥離。平坦打 面。
Q 28
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3　奈良◎平安時代の遺構と遣物

当遺跡からは、奈良。平安時代の住居跡74軒，掘立柱建物跡27棟，堀1条，土坑73基が検出されている。こ

れらの遺構は，機能的e規則的に配置され，集落としての役割を担っていることがうかがわれる。以下，それ

ぞれの遺構の特徴と出土した遺物について，記述していくことにする。

（1）竪穴住居跡

当遺跡の竪穴住居跡は，I区に66軒，ⅡA区に8軒が検出した。時期では奈良時代の住居跡が36軒，平安時

代の住居跡が35軒，奈良。平安時代と考えられる住居跡が1軒である。古墳時代や10世紀代のものは確認され

ていない。

第瑠号住居跡（第20図）

位置　調査I区北西部，C4e7区。

規模と平面形　本跡の西半分は調査区域外であることから，東西車由（1．17）m，南北軸（3．30）mで，長方形また

は方形と推定される。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は8～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が平坦で，締まっている。特に中央部が踏み固められている。

電　北壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と北壁面上部

に貼られた粘土の一部が残存している。袖部は，掘り込まれた壁の角に貼り付けられた若干の粘土が残ってい

る程度で，極めて残存状態が悪い。規模は，焚口部から煙道部まで67cm，最大幅（56）cm，壁外への掘り込み67

cmである。火床部は，床面を2cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変しているが，あまり硬化していな

い。焚口部から奥45cmに第21図3の雲母片岩を立てて，埋め込んでいる。この雲母片岩は，火熱を受け，赤変

していることから，支脚として利用されたものと思われる。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色　　焼土粒子を中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
2　暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子を多量，ローム粒子・炭化粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱

く，締まりはない。
3　黒　褐　色　　ローム粒子を中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性

は弱く，締まりはない。
4　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子を多量，炭化粒子・焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

覆土　7層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子を少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を少量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量，焼土中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片189点，須恵器片198点，鉄製品1点（鉄鉱），石1点（支脚として利用されたと思われる雲母

片岩）が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，竃内から出土したものは約17

％，北半分から出土したものが約65％，南半分から出土したものが約11％で，その他のものが約7％である。

特に竃付近の東壁寄りに約38％が集中している。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約36％，覆

土下層が約57％で，その他のものが約7％である。覆土が浅いこともあり，多くが細片で，ほとんど実測する
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第20図　第1号住居跡実測図
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ことができなかった。第21図1の土師器杯，2の須恵器高台付杯，5の須恵器嚢が竃内と竃付近の覆土上層か

ら，3の雲母片岩が焚口部から奥45cmの竃中央部から，4の鉄鉄が焚口部西側の壁際から，6の須恵器嚢が東

壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。また，竃内から出土した1の土師器杯，2の須恵器高台付杯，

5の須恵器嚢などの土器片は竃奥に集中していることから，竃の補強材として利用されたと考えられるが，こ

れらと接合した土器片が竃外の覆土上層から出土していることなどから，住居廃絶後に混入した可能性もある。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第1号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 1図 杯 A 14．0 底部か ら口緑部 の破 片。平底。体部 口緑 部内外面 ・体部 内外 面 ロクロナ 雲母　 砂粒 6 5％　 P l

1 土 師 器 B　　 4．7 か ら口緑部 にかけ，内攣気味に立ち デや。 体部 内面へ ラ磨 き。底部 回転 にぷい橙色 二次焼成

C　 6．8 上がる。ロ縁端部 はわずかに外反す

る。

ヘラ切 り。 普通 竃内

覆土上層 （竜付近）

2

高台付】不 A 1 5．2 高台部か ら口緑部の破片。 平底。体 口綾 部内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 長石　 砂粒 50％　 P 2

須 恵 器 B （4．5） 部 か ら日録 部 にかけ，直線 的に立ち デ。底 部回転 へ ラ切 り後， ナデ。高 にぷい橙色 竃内

E （0．7） 上が る。 中位 と下位 に不明瞭 な稜 を

持つ。

台部貼 り付 け， ロタロナ デ。 普通 覆土上層

（竃付 近）

図版番 号 種　　　　 別

計　　 測　　 値

石　　 質 出 土 地 点 備　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

3 石 14．5 13．0 1 1，5 3 04 0 雲 母片岩 竃火床部 Q l 支脚 転用

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

4 鉄　　　 鍍 8．8 0．6 0．4 5．80 竃 焚口部西側の壁際 M l
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第21図　第1号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　種部　分 器形・手法の特徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

第21図嚢頚　部内外面積ナデ，外面に2本櫛歯による横走波状文が施されてTPl

5 須恵器 いる。 竃内，覆土上層（竃付近）

にぷい橙色

6

嚢休　部内外面ロタロナデ。外面平行タタキ，内面同心円状のアテTP2

須恵器 具痕有り。 覆土上層（東壁）

内面　黄灰色，外面　にぷい赤褐色

第2号住居跡（第22図）

位置　調査I区北西部，C4C9区。

重複関係　本跡は第1号溝，第1号土坑と重複している。第1号溝が本跡の中央部覆土上層を，第1号土坑が
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本跡の南壁寄りの覆土上層を掘　込んでいることから汐　もザれよりも本跡が古い。

規模と平面形　長軸3。50m，短軸3．25mの方形である。

主軸方向　N－12㌧W

璧　壁高は榔～撒cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁周辺の一部を除き，巡っている。上幅且4～36cm，下幅4～mcm，深さ4～8cmで，断面形はU字状

である。

床　全面が平坦である。全面に貼床が施されており，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

囁　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落し，西袖の一部が撹乱を受けており，

火床部，煙道乳東袖部，西袖部の前半部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで1掴C恥最大幅98cm，

壁外への掘り込み73cmである。火床部は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受け赤変しているが，あ

まり硬化していない。焚日部から壷cmの竃奥に土製支脚を埋め込んでいる。煙道部は外傾して，緩やかな階段

状に立ち上がる。

色
色
色
色

褐
褐
褐

説解
褐
暗
暗
暗

層土

1

2

3

4

魔

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　にぷい褐色

8　褐　　　色

ローム粒子を中量，ローム中ブロック。ローム小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を少量，ローム小ブロック。焼土粒子4粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子・粘土粒子を少鼠　焼士粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム大ブロック・ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒子を多鼠焼土中ブロックを少量含み，粘性は
弱く，締まりはない。

灰褐色粘土粒子を多鼠　ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

炭化物e焼土粒子を多量，ローム粒子の炭化粒子・焼土小ブロックを中鼠焼土中ブロック弓矢を少量含み，粘性は
弱く，締まりはない。

粘土ブロック層で，粘性を帯び，硬く締まっている。上面が赤化しているため，支肺の一部の可能性がある。

ローム粒子を多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロックを少量含み、粘性は
弱く，締まりはない。

ぽッ距　Plは南東コーナー部寄りに位置し，長径55cm，短径舶cmの不整楕円形で，深さmcmである。性格は

不明である。

覆蓋　Ⅲ層からなり，自然堆積と思われる。また，12層は貼床の層である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11褐　　　色

ユ2　褐　　　色

ローム粒子を少量，ローム小ブロック・白色粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム小ブロックさローム粒子を少量，焼士粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム小プロ、ソク・ローム粒子・黒褐色土を申鼠ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を中量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム小ブロック・ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子。黒褐色土小ブロックを中量，ローム小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム小ブロック・ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を少鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子・暗褐色土を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片69点，須恵器片27息　土製品1点（支脚），石器上長（砥石），鉄製品2点（金丸金槌）が

出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，竃内から出土したものは約15％，北半

分から出土したものが約62％，南半分から出土したものが約23％である。特に竃付近に集中している。また，

竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約82％，覆土中層が約m％，覆土下層と床面直上が約7％である。

ほとんどが床面から亜cm以上の覆土上層からの出土で，細片である。竃内から出土した土製支脚は，大変脆く

て崩れやすいため，計測不能である。第23図1の須恵器埠が東壁寄りの覆土中層から下層にかけて，2の須恵

器埠が北東コーナー部寄りの覆土下層と竃内から，3の土師器小形賓の完形が北東コーナー部寄りの床直上か

ら逆位で，4の土師器小形嚢が南壁寄りの床面直上から，5の砥石が酋壁寄りの覆土上層から，6の金床と7

の金槌が西壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

－37－



°　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　＿＿＿＿；　　　」

－38－

第22図　第2号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　1m

L二二＿　；一一一二二∃



「二‾＝‥l一：

10cm

‾‾竃

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　！

第23図　第2号住居跡出土遺物実測図

⊂矢⊃

0　7
0

』＝＝土＝∃cm

所見　金床と金槌が出土しているが，その他の鉄製品は出土していない。また，鍛冶炉は確認されておらず，

床面や覆土から多量の焼土や炭化材も出土していないことから，鍛冶関連の施設としての本跡の性格についは

不明である0しかし，当遺跡から多くの鉄製品（刀子，釘，銑鉄，鎌など）や鉄津，椀状津が出土しているこ

とからも，本跡と鍛冶の関連性は高いと考えられる。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代中期（8

世紀中葉）と考えられる。
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第2号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 3図 杯 A　 1 4．1 体 部か ら目線部一部欠損。 口縁部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 95％　 P 3

1 須 恵 器 B　　 4．1 平底 。体部か ら目線部 にか け，直線 テさ。 灰 白色 覆土 中層～下層

C　 8．8 的に立ち上がる。 底 部回転 へ ラ切 り後，へ ラ削 り。 普通 （東壁 寄 り）

2

林 A ［13．0］ 底 部か ら目線 部の破 片。平底。 目線 部内外 面 ・休部内外面 ロクロナ 長石 ・砂粒 30％　 P 4

須 恵 器 B　　 3．8 休部 か ら目線 部にかけ，直線的 に立 テ㌔ 褐灰色 竃内覆土下層

C ［9．4］ ち上 がる。 日録端 部はわずか に外反

す る。

底部 回転 へ ラ削 り。 普通 （北東 コーナー）

3

小 形 嚢 A　 18．7 体部 か ら目線部一部 欠損。 目線部 内外面横 ナデ。体部内外面ナ 長石　 石英　 雲母 9 5％　 P 5

土 師 器 B　 19．5 平底。体部か ら日録 部にかけ，内攣 デ，一部へ ラナデ。体 部外 面上位か 砂 粒 床 面直上

C　 7」 気味 に立 ち上が る。 目線端 部は外反 ら下位 へ ラ磨 き。底 部内外面 ナデ， にぷい橙 色 （北東 コーナー）

す る。 外 面木葉痕有 り。 普通 逆位

4

小 形 聾 A は4．0］ 頚部か ら日縁部の破片。 日縁部内外面横 ナデ。 雲母　 スコ リア 5％　 P 6

士 師 器 B （3．8） 目線部は外反 し，中位 に明瞭な稜 を 褐色 床面直上

持 つ。目線端部はつ まみ上 げ られて

いる。

普通 （両壁 寄 り）

図版番号 種　 別
計　　 測　　 値 巨 質

出　土 地 点 備　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 重量 （g ）

5 砥　 石 （3．2） 4．5 1．7 （28） 凝灰岩 覆土上層 （西壁寄 り） Q 2　両面穿孔（孔径1cmと0．6C症 末貫通

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm ） 重量（g ）

6
】

鉄　　　　 床 （6．4） 4．4 3．3 （337） 覆土下層 （西壁寄 り） M 2
l

7 金　　　　 鎚 （H ．8） 2．5 2．6 （232） 覆土下層 （西壁寄 り） M 3

第3号住居跡（第24図）

位置　調査I区北西部，C4e9区。

重複関係　本跡は第4号住居跡，第1号溝と重複している。第4号住居跡が本跡の東壁から南壁の覆土を，第

1号溝が本跡の酉壁の覆土上層を掘り込んでいることから，いずれよりも本跡が古い。

規模と平面形　長軸4．14m，短軸3．60mの長方形である。

主軸方向　N－160－W

壁　壁高は56～60cmで，垂直に立ち上がる。一部は外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅24～34clll，下幅5～14cm，深さ4～8cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に踏み固められた部分は確認されていない。

電　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで123cm，最大幅Ⅲ8C恥　壁外への掘り込み44cmである。火床

部は，床面を22clnほど掘りくぼめた後，上に黒褐色土で貼床を施して，深さ5cmほどの火床面が作られている。

その上面は火熱を受け，両袖部にかけて一部が赤愛し，硬化している。袖部は，床面を3～6cmほど掘りくぼ

めた後，灰褐色粘土を壁際に貼り付けており，高さ28～35cmで，内側が火熱を受け赤変硬化している。煙道部

は外傾して立ち上がる。土層は23層に分けられた。そのうち，1～17層は天井部や袖部の崩落士など，18層は

火床部の貼床層，19－23層は袖部の土層である。
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第24図　第3号住居跡実測図
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第訴因　第　号健腰跡出藍遺物実測図

色
色
色

褐

説解
暗
褐
褐

層土

1

2

3

竃

焼土中ブロックを中量，ローム小ブロック・炭化粒子0焼士粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子e炭化粒子・焼土中ブロック。焼土粒子を少量含み，硬く締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を中量，焼土中ブロック。焼土小ブロック・灰褐色粘土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘
性は弱く，硬く締まっている。

4　暗　褐　色　　焼土大ブロック・焼土中ブロックを多量，焼士小ブロックe焼士粒子を中量，ローム粒子・炭化物・灰褐色粘土粒子

を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

5　暗　褐　色　　焼土粒子を多量，焼土太ブロックを中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・灰褐色粘土粒
子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

6　暗　褐　色　　灰褐色粘土粒子を多量，焼土小ブロック・焼土粒子を中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロックを少量含み，粘
性を帯び，硬く締まっている。

7　暗赤褐色　　焼土太ブロックを多量，焼土中ブロック・焼士小ブロック・焼土粒子を中量，ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量，
炭化粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

8　暗赤褐色　　焼土人ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子を多量，ローム粒f一・炭化物・炭化粒子・灰褐色粘土
粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。天井部または袖部の崩落土と思われる。

9　にぷい赤褐色　　焼土粒子e灰を中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土太ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロックを少量含
み，粘性は弱く，締まりはない。

10　黒　褐　色　　炭化物を多量，ローム粒子・焼土小ブロック・灰を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。燃焼部の層と思われる。

11暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
12　灰　褐　色　　ローム粒子・灰褐色粘土粒子・砂を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

13　にぷい赤褐色　　焼土粒子を中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

14　灰　褐　色　　砂を中量，ローム粒子・焼土粒子を少量，焼士小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
15　にぷい赤褐色　　焼土中ブロック・焼士粒子を中鼠　ローム粒千・灰褐色粘土粒千・砂を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

16　灰　褐　色　　ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量，焼土小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
17　暗　褐　色　　ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

18　黒　褐　色　　ローム粒子を中量含み，粘性を帯び，締まりはない。
19　極暗褐色　　ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

20　褐　　　色　　黒褐色土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
21赤　灰　色　　灰褐色粘土を多量，焼土粒子を少量，ローム粒子を微量含み，強い粘性を帯び，締まっている。

22　赤　灰　色　　灰褐色粘土を多量，ローム粒子を微量含み，強い粘性を帯び，硬く締まっている。
23　赤　褐　色　　焼土粒子を多量，灰褐色粘土を中量，灰を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ぽット　2か所（P巨P2）。P巨P2ともに南東コーナー部寄りに位置し，Plは長径35cm，短径24cmの不整

楕円形，P2は長径21cm，短径15cmの不整楕円形で，深さはいずれも20cmである。性格は不明である。

尊皇　9層からなり，ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子を中量，ローム小ブロック・黒色土小ブロックを少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
灰褐色粘土を多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

灰褐色粘土・ローム粒子を少量，ローム中ブロック・ローム小ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子を中量，黒色土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小ブロック・ローム粒子0黒色土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を中量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

9　褐　　　色　　ローム小ブロックを中量，ローム粒子を少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まっている。

遺物　土師器片66点，須恵器片31点が出土している。遺物は，住居跡全体の覆土中から出土しているが，ほと

んど細片である。北西部から出土したものが約52％で一番多く，続いて南東部から出土したものが約19％，南

西部から出土したものが約14％，北東部から出土したものが約7％で，その他が約8％である。竃からの出土

はなかった。また，遺物の出土層位は，覆土上層が約76％と多く，覆土中層が約8％，覆土下層が約16％であ

る。第25図1の須恵器高台付棒が覆土上層から，2の須恵器鉢が南壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代中期（8世紀中葉）と考えられる。
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第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第25図 高台付埠 B （2．5） 高台部から底部の破片。平底。高台 底部回転へラ削り後，ヘラナデ。高 長石　 石英　 砂粒 20％　 P 7

1 須 恵 器 D ［13．2］

E　 l．2

部は長 く，「ハ」の字状に開く。 台部貼 り付け，ロクロナデ。 褐灰色

普通

覆土上層

2

鉢 B （5．6） 底部から体部の破片。平底。体部は 体部外面平行タタキ，下位一方向の 雲母　 砂粒 10％　 P 8

須 恵 器 C ［16．4］ 直線的に立ち上がる。 ヘラ削 り。底部ナデ。 灰白色

普通

覆土下層

（南壁寄 り）

第磯考健腰掛（第26図）

位置　調査I区北西部，C4eO区。

重複関係　本跡は第3号住居跡と重複している。本跡が第3号住居跡の南東コーナー部寄りの覆土を掘り込ん

でいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．75m，短軸3．20mの長方形である。

主軸方向　N－5e－W

壁　壁高は52～55clllで，垂直に立ち上がる。

璧溝　北西コーナー部周辺の一部を除き，巡っている。上幅4～20cm，下幅1～8cm，深さ2～且3cmで，断面

形は日宇状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に踏み固められた部分は確認されていない。

囁　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落し，東側の袖部は撹乱を受けており，

火床乳煙道乳西側の袖部と東側の袖部の半分が残存している。規模は資焚日部から煙道部まで112C恥最大

幅152cm，壁外への掘り込み63cmである。火床部は，床面を8cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて，中央部

を除いた袖部との際から竃奥にかけて赤変しているが，硬化していない。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上

がる。

竃土層解説

1　にぷい褐色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　にぷい褐色

5　暗赤褐色

6　黒　褐　色

7　にぷい褐色

8　暗赤褐色

9　暗　褐　色

10　黒　褐　色

灰褐色粘土を多量，灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっ
ている。天井部の崩落土と思われる。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中鼠　炭化粒子e焼土粒子e灰褐色粘土粒子を少鼠焼土小ブロックを微量
含み，粘性は弱く，締まっている。天井部の崩落土と思われる。

ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土太ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯
び，締まっている。天井部の崩落土と思われる。

灰褐色粘土を多量，ローム粒子・炭化物を少量，焼土中ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まっている。天井部の
崩落土と思われる。

焼土太ブロック・焼土中ブロックe焼土小ブロック・焼土粒子を多鼠灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・炭化物
を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，焼土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
灰褐色粘土粒子を多量，焼土粒子を中量，ローム粒子0炭化物e焼土大ブロックき焼土中ブロック・焼土小ブロック
を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

焼土太ブロックe焼土中ブロックも焼土中ブロックe焼土粒子を多量，炭化物を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっ
ている。

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

灰褐色粘土粒子を少量，ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ぽッ拒　4か所（Pl～P4）。PlとP2は径20～22cmの円形で，深さは～15cmである。Plは北東コーナー部に，

P2は北西コーナー部に位置し，いずれも主柱穴と考えられる。P3は長径22cm，短径17cmの楕円私　P4は長

径27cm，短径24cmの不整楕円形で，いずれも深さ30cmである。ともに南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピ

ットと考えられる。

覆丑14層からなり，ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。
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第26図　第4号住居跡実測図

土層解説

1　黒

2　褐

3　黒

4　黒

5　褐

6　暗

7　褐

8　暗

褐　色

色

褐　色

色

色

褐　色

色

褐　色

0　　　　　　　　　　　2m
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ローム粒子を中量，ローム小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりがない。

ローム小ブロック・ローム粒子を中量，焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム小ブロック・灰褐色粘土粒子を少量，ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量，炭化粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
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9　暗　褐　色

10　極暗褐色

11灰　褐　色

12　黒　　　色

13　暗　褐　色

14　黒　　　色

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を中量，灰褐色粘土粒子を少量，ローム中ブロック・ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっ
ている。

砂混じりの灰褐色粘土を多量，ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒
子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム中ブロックを少量，炭化物を微量含み，粘性を帯び，締まって
いる。

遺物　土師器片81点，須恵器片57点，石製品1点（紡錘車）が出土している。遺物はほとんど細片で，竃と住

居跡全体の覆土中から出土している。竃内から出土したものは約10％，北半分から出土したものが約21％，南

半分から出土したものが多く，約62％で，その他が約7％である。特に，南西コーナー部寄りに約36％が集中

している。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約46％，覆土中層が約18％，覆土下層と床面直上が

約32％で，その他が約4％である。第27図1の須恵器高台付杯が南壁寄りの床面直上から，2の須恵器盤が覆

土下層から，3の須恵器蓋が東壁寄りの覆土中層から，4の紡錘車が竃東側の覆土上層からそれぞれ出土して

いる。

所見　第3号住居跡と床面の高さが同じであることから，廃絶した住居跡の床の一部を利用して構築された可

能性がある。時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後菓）と考えられる。

＼＼＼七二二」 ，。。m〔コ二D4二子‘：0　1C＿

0　　　　　　　　5cm

J i　＿＿」

第27図　第4号住居跡出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 7園 高台付杯 B （3．5） 高 台部 か ら体 部 の破 片。 高台 部 は 休部 内外 面ロタ ロナデ，外面下位 回 砂粒 30％　 P 9

1 須 恵 器 D　 9．9 「ハ」 の字状 に開 く。 平底。 体部 は 転へ ラ削 り。底部 回転へ ラ削 り後， 黄灰色 床面直上

E　 l．2 内攣気味 に立 ち上がる。 ナデ。高台部貼 り付け，ロクロナデ。 普通 （南壁 寄 り）

2

盤 B （3．0） 高台部か ら体部 の破 片。高台部 は短 体部内外面 ロクロナデ。底部回転へ 石英　 雲母　 砂粒 20％　 P lO

須 恵 器 D ［14．4］ く，直線的 に開 く。 平底。体部 は内 ラ削 り後， ナデ。 高台部貼 り付 け， 灰色 覆土下層

E　　 O．6 攣 気味 に立 ち上が る。 ロ クロナ デ。 普通 （南壁寄 り）
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図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値 巨 質

出　士 地 点 備　　　 考
長さ（C血）幅（cm）厚さ（cm）孔径 （cm）重量（g）

4 紡　 錘　 車 （6事 6．4 2．6 0．8 （85） 凝 灰 岩 覆土上層（竃東脇） Q 3

第5号健腰掛（第28◎29図）

位置　調査　区北西部　B射区。

重複関係　本跡は第20号掘立社建物臥第2号軋第20170号土塊と重複している。本跡が，第2号土坑と第

膵号土坑の覆土を掘り込んでいることから，本跡が新しい。また，第20号掘立柱建物跡が本跡の東南コーナー

部寄りの覆土上層を，第2号溝が北部の覆土上層を掘り込んでいることから，いずれよりも本跡が古い。

規模と平面形　長軸姐m　短如．鵬mの方形である。竃の両側2か所に棚部が付設されている。東側の棚は，

長さ蟻鮎m　幅2～姐cmの長方形で　床面からの高さは30cmである。西側の棚は，長さ143C恥幅5～糾cmの不

定形でヲ床面からの高さは莞cmである。棚部を除いた規模は　長酪鵬m　短軸。亜mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は亜～鍾cmで　外傾して立ち上がる。

璧溝　全属している。上幅24～38C恥　下幅5～15cm　深さ　～狛mで　断面形はU字状である。

床　全面が平坦である。中央部を残しタ竃手前と那凱　出入日付近を掘　下げた徽黒褐色士と褐色士により

貼床が施されている。特に芦　中央部が踏み固められ，締まっている。またタ竃西側から西壁際にかけての床面

に焼土塊が認められる。

囁　北壁中央に砂混じりの褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しておりタ火床乳煙道部と両側の袖部

が残存している。規模は，焚打部から煙道部まで且舶cm，最大幅l亜cm，壁外への掘り込み15cmである。火床部

は，床面を蟻cm掘り　ぼめた後，黒褐色土を貼り，深さ9cmほどの火床面が作られている。その上面は火熱を

受け，赤変しているが，あまり硬化していない。焚打部から98cm奥の火床部に第30図8の土師器鉢が逆位で埋

め込まれている。あまり火熱を受けていないが，竃奥の中央に備えられていることから，支脚として利用され

たと考えられる。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

電土層解説

1極暗赤褐色　ローム粒子を中鼠焼士粒千・褐色粘土粒子を少鼠　ローム小ブロック・炭化粒f一・焼土4、ブロックを微量含み，粘
性は弱く，締まっている。

2　暗赤褐色　　ローム粒子・焼上粒子・褐色粘土粒子を少鼠　炭化粒了受微量含み，粘性は弱く，締まっている。

3　暗赤褐色　焼土小ブロックを中乳炭化物の焼土粒子を少亀褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
4　極暗赤褐色　焼土粒子や灰を中量，焼土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

5　暗赤褐色　焼土粒子・灰を中量，炭化粒子を少数焼土小ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径24～41cm，短径19～29cmの楕円形で，深さ且0～16cmである。各

コーナー部寄如こ位置し，いずれも主柱穴と考えられる。P5は径且6cmの円形で，深さ21cmである。南壁寄りに

位置し，出入日施設に伴うピットと考えられる。

穫羞　9層からなり，ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。10層以下は貼床の層

である。
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第調困　窮　者健腰跡掘相方実測属

土層解説

1・黒　褐　色
2　極暗褐色

3　極暗褐色

4　極暗褐色

暗
黒
褐

5
　
6
　
7

褐　色

褐

8灰褐色
9褐色
10黒褐色
は褐色
12褐色
13褐色

ローム小ブロック・ローム粒－J’－・焼1二粒千を微量含み，粘性は弱く．締まりはない、、

ローム粒子・焼土粒子を少鼠　ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
焼土粒子を中量，ローム粒子・焼士小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中鼠　ローム小ブロックゆ焼土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少鼠焼土小ブロックe焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
焼士粒子を少量，ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

褐色粘土粒子を中量，ローム粒子0焼土小ブロックを少数焼士粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム小ブロックを中鼠　褐色粘土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を少量，炭化粒子・焼土小ブロック8焼士粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
ローム小ブロックを中量，ローム粒子・黒褐色土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっているJ
黒褐色土小ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子を少量，ハードロームブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片528鼠須恵器片355息鉄製品1点（刀子），礫2点が出土している。遺物は，竃と住居跡全

体の覆土中から出土しているが，竃内から出土したものは約22％言ヒ東部から出土したものが約23％，南東部

から出土したものが約21％，南西部から出土したものが約且4％，北西部から出土したものが約1鼠％，その他が

約9％である。特に、東壁寄りに約44％が集中している。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約

22％，覆土中層が約m％，覆土下層と床面直上が約54％で一番多く，その他が約13％である。特に顕著なこと

は，実測可能であった遺物の多くが竃内から出土しており，そのすべてが住居跡の覆土中から出土した土器片

と接合していることである。竃内から出土した遺物の接合関係をみてみると，第30図1の土師器杯が東壁寄り

の覆土下層から，3の土師器杯が東壁寄りの覆土下層，西壁寄りの覆土上層から，9の須恵器鉢が竃東側の覆

土下層と竃西側の覆土中層から，第3鼠図12の土師器嚢が竃手前と南壁寄りの覆土中層から，13の土師器嚢が竃

西脇と西壁寄りの覆土中層から，14の土師器嚢が中央部の覆土中層から，15の須恵器嚢が西壁寄りの覆土下層

から，第32図16の須恵器甑が南壁寄りの覆土中層，西壁寄りと東壁寄りの覆土下層から，第31図17の須恵器甑

が西壁寄りの覆土下層，東壁寄りの覆土中層から出土している破片とそれぞれ接合している。また，竃内から

出土した多くの土器片は，火熱を受けておらず，住居の覆土中から出土した破片と多くが接合することから，

竃の補強材として利用されたものではなく，住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。
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第30図　第5号住居跡出土遺物実測図（1）
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第31図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）
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第5号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色誘巨 焼成 備　　 考

第3 0図 杯 A　 14．9 体部 ・目線 部の一部欠損。平底。体 口縁部 内外 面 ・休部内外面 ロクロナ 砂粒 80％　 P 12

1 土 師 器 B　　 5．2 部か ら＝縁 部にかけ，内攣 気味 に立 デ 。体 部 外面 下位 手持 ちへ ラ削 り， 内面　 黒褐色 内面黒色処理

C　　 7．5 ち上が る。 目線 端部は外反す る。 内 面か ら底 部 内面 に かけ てへ ラ磨 外面　 にぷ い褐色 竃内 （竃西袖）

き。底部外 面回転 へラ削 り後，一方

向のへ ラ削 り。

普通 覆土下層

（東壁寄 り）

2

杯 A ［13．4］ 底部か ら目線部 の破 片。平底。体部 日録部内外面 ・体部 内外 面ロクロナ 砂粒 5 0％　 P 13

土 師 器 B　　 4．7 か らロ綾部 にか け，内攣気味に立ち デ。体 部外 商 下位 手持 ちへ ラ削 り， にぷい黄褐色 内面 黒色処理

C ［6．0］ 上がる。目線端部 はわずかに外反す 内面 か ら底 部 内面 にか けて へ ラ磨 普通 覆土 下層

る。 き。底部外面 回転へ ラ削 り後 ，一方

向のへ ラ削 り。

（南壁寄 り）

3

杯 A ［1 5．5］ 底 部か ら口緑部の破片。平底 。体 部 口縁 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ スコ リア　 砂粒 40％　 P 14

土 師 器 B　　 5．6 か ら口縁 部にかけ， 内攣気 味に立ち デ。体 部外 面下 位手 持 ちへ ラ削 り， 内面　 黒褐色 内面黒色処理

C　　 7．5 上が り，中位に不明瞭 な稜 を持つ。 内面 か ら底 部 内面 にか けてへ ラ磨 外面　 にぷ い褐色 竃内

、日録端部 は外 反す る。 き。底 部外 面回転へ ラ削 り後，一方

向のへ ラ削 り。

普通 覆土下層（東壁寄り）

覆土上層（西壁寄り）

4

杯 A ［14．4］ 底部 か ら目線 部の破片。平底 。 ＝縁部 内外面 ・休 部内外面 ロクロナ 雲母　 ス コリア 35％　 P 16

士 師 器 B　 4．0 体部か ら目線 部にかけ，内攣気味 に デ。体 部 外面 下位 手持 ち へ ラ削 り， 砂粒 内面黒色処理

C ［8．0］ 立 ち上が り，中位 に不明瞭 な稜 を持 内面 か ら底 部 内面 にか け てへ ラ磨 内面　 黒色 覆土下層

つ。 目線端部 はわずかに外反す る。 き。底部外 面回転 へラ削 り後，ナデ。 外 面　 にぷい褐色

普通

（南西 コーナー）

5

杯 A ［1 4．4］ 底 部か ら目線部 の破 片。平底 。体部 目線 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲母 5 0％　 P 15

須 恵 器 B　 ！1．6 か ら＝縁部 にか け， 内攣気味に立ち デ。体 部外 面下 位手 持 ちへ ラ削 り。 砂 粒 覆土 中層

C　 5．3 上 がる。目線端部 はわず かに外 反す

る。

底 部外 面回転へ ラ削 り後 ，一 方向の

ヘ ラ削 り。

灰黄色

普通

（酋壁 寄 り）

6

杯 A　 13．9 体部 ・目線 部の一部欠損。平底 。体 口緑 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲 母 80％　 P 17

須 恵 器 B　　 3．8 部 か ら口綾 部にかけ， 内攣気 味に立 デ。体 部外面 下位 回転 へ ラ削 り。底 砂粒 覆土上層（西壁寄り）

C　　 7．4 ち上が る。 目線端部 はわずか に外反 部外面 回転 へ ラ削 り後，一方向の へ 灰色 覆土中層（東壁寄り）

す る。 ラ削 り。 普通 覆土下層 （南東コー

ナー北西コーナー）

7

高台付埠 A　 14．2 高台部か ら目線 部の破片。高台部 は 口縁部 内外面 ・体 部内外面 ロクロナ 砂粒 5 0％　 P 18

土 師 器 B （5．3） 短 く，直線 的に開 く。平底。体部か デ。体部 内面 か ら底部 内面 にかけ て 内面　 黒褐色 内面黒色処理

E （0．5） ら目線部 にか け，内攣気味に立 ち上 へ ラ磨 き。底部外面回転へ ラ切 り後 ， 外面　 橙色 覆土下層

が り，下位 に明瞭な稜 を持つ。目線

端部はわずか に外反 する。

ナデ。高台 部貼 り付 け，ロクロナデ。 普通 （南壁寄 り）

8

9

10

1 1

鉢 A ［2 1．4］ 底 部か ら口緑 部の一 部欠損。 平底。 口緑 部内外面横 ナデ。体 部外 面横 ナ 砂粒 6 0％　 P 19

土 師 器

鉢

B　 1 5．9 体 部か ら目線部 にかけ，直線的に立 デ，一部上位へ ラ磨 き， 下位 へラ削 にぷい褐 色 内面黒色処理

C　 12．9

A ［35．4］

ち上 がる。目線 部は垂直に外反 して， り。 内面か ら底部内面 にかけてへ ラ 普通

雲母　 砂粒

竃 内 （中央部）

70％　 P 20

端部 はつまみ上げ られ ている。 磨 き。底 部外面ナデ。

体部 ・目線 部の一部欠損。平底。体 ロ縁部 内外面 ロクロナデ。体部外面

須 恵 器

小 形 嚢

B　 25．1 部 か ら日録 部にかけ，内攣気味 に立 平行 タ タキ，下位へ ラ削 り。 にぷい黄橙色 竃内

C　 16．8

A　 12．2

ち上が る。日録部 は垂 直に外 反 して，

中位 に明瞭 な稜 を持つ。端部 はつ ま

み上 げ られた後，上 に折 り返される。

体部か ら目線部 の破 片。体部か ら口

内面 アテ具痕有 り。底部 内外 面ナデ。

口緑部 内外面横 ナデ。体 部内外面ナ

デ。

目線 部内外面横ナ デ。体部 内外面 ナ

デ。

普通

石英　 雲 母　 砂 粒

覆土中層

（寵西側）

覆土下層

（竃東側）

2 0％　 P 2 1

土 師 器

嚢

B （6．0）

A ［19．4］

緑部にか け，内攣気味 に立 ち上 がる。 ス コリア 覆土中層

目線部 は外反 し，中位 に明瞭な稜 を 明赤褐色 （西壁寄 り）

持つ。端 部はつ まみ上げ られ ている。

体 部か ら目線部の破片。体部 か ら口

普通

長石　 石英　 雲母

覆 土下層

（南壁寄 り）

床面 直上

（南壁寄 り）

20％　 P 2 2

土 師 器 B （6．5） 緑部 にかけ，内攣気 味に立ち上がる。 スコリア 覆土下層

口緑部 は外 反 し，端部 はつ まみ上 げ にぷ い橙色 （東壁 寄 り）

られ，口唇 部直上 に棒状工具 による

四線 を巡 らす。

普通 覆土 中層

（竃手前 ・竃西側）
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第32図　第5号住居跡出土遺物実測図（3）
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第31図要A　20．8体部から口縁部の破片。体部から口口緑部内外面横ナデ。体部内外面ナ雲母　スコリア60％　P23
12土師器B　33．4縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。デ。 砂粒 二次焼成

C［9．8］口緑部は外反し，端部はつまみ上げ 黒褐色 竃内

られ，口唇部に棒状工具による凹線

を巡らす。

普通 覆土中層

（竃手前・南壁寄り）

13

嚢A　20．5体部から口緑部の破片。体部からロ口緑部内外面横ナデ。体部内外面ナ長石　石英　雲母30％　P24
土師器B（14．1）縁部にかけ，内野気味に立ち上がる。デ。 砂粒 竃内

口緑部は外反し，端部はつまみ上げ にぷい橙色 覆土中層

られ，口唇部に棒状工具による凹線

を巡らす。

普通 （竃西脇・酉壁寄り）

14

嚢B（25．6）底部から休部の破片。平底。体部は体部内外面ナデ。内面へラナデ。外石英　雲母　砂粒25％　P25
土師器C［9．6］内攣気味に立ち上がる。 面中位へラ磨き，下位へラ削り。スコリア

橙色

普通

竃内

覆土中層

（中央部）

15

嚢B．（20．7）底部から体部の破片。平底。体部は休部外面格子タタキ，下位一方向の砂粒 30％　P26
須恵器C　13．7内野気味に立ち上がる。 ヘラ削り。内面アテ具痕有り。底部にぷい黄橙色二次焼成

ナデ。 普通 竃内

覆土下層

（西壁寄り）

第32図甑B（27．7）底部から体部の破片。休部は内野気体部外面平行タタキ，下位一方向の石英　雲母　砂粒40％　P27

16須恵器C［17．4］味に立ち上がる。 へラ削り。内面へラナデ，輸積痕有

り。

にぷい橙色

普通

竃内

覆土中層（南壁寄り）

覆土下層

（西壁寄り・東壁寄り）

第31図甑B（18，4）底部から体部の破片。体部は内攣気体部外面平行タタキ，下位一方向の雲母　砂粒 30％　P28
17須恵器C［14．4］味に立ち上がる。 へラ削り。内面へラ削り。 にぷい橙色

普通

覆土下層

（西壁寄り）

覆土中層

（東壁寄り）
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図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 「 … 地 点

備　　　 考
長さkm）　 縮 扇　 厚さkmラ　重量軸）

第32図18 刀　　　　 子 浮・生 も l去 「「 蒜 丁 元 高 覆土下層（酋壁寄り） M 4

図版番号 器　 種 部　 分 器 形 ・手 法 の 特 徴 備考 （台帳番号，出土位置，色調など）

19

襲 休　 部 内外面ロクロナデ∵外面平行タタキ，内面同心円状のアテ T P4

須 恵 器 具痕有 り∴ 覆土下層（東壁寄 り）

内面　 黄灰色，外面　 赤褐色 ・自然粕

第　号健腰跡　第器図）

位置　調査I区北西部，C5e2区。

規模と平面形　長軸3．92m，短軸3．88mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は48～50cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部付近を除き，巡っている。上幅17～34C恥　下幅4～12cm，深さ3～7cmで，断面形はU

字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

確　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床瓢　煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで135C恥　最大幅1減cm　壁外への掘り込み48cmである。火床

部は，床面を5cmはど掘りくぼめており，火熱を受け赤変硬化している。煙道部は外傾して立ち上がる。多く

の土器片が竃内や袖部内から出土しているが，火熱を受けていることから，これらは竃の補強材と利用されて

いたものと思われる。竃中央に逆位に置かれた第34図7の土師器小形嚢は，若干の火熱を受けているので，そ

の下に逆位で置かれた1の須恵器埠とともに，支卿として利用されたものと考えられる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

4　灰　褐　色

5　にぷい褐色

6　赤　褐　色

ローム粒子を多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子を中量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土中ブ
ロック・灰褐色粘土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を多量，ローム中ブロック9ローム小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子・黒色土中ブロック
を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を多鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子を中量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子・
灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。天井部の崩落土の可能性がある。

ローム粒子・焼土粒子を中量，ローム小ブロック・炭化粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まってい
る。天井部の崩落土の可能性がある。

焼土粒子を多量，焼土小ブロックを中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・灰
褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。天井部または袖部の崩落土と思われる。

焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土小ブロックを多亀灰褐色粘土中プロツ
ク・灰褐色粘土小ブロックを中量，炭化粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。天井部または袖部の崩落土と
思われる。

7　暗赤灰色　焼土小ブロック・焼土粒子を多量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロックを中量，ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量
含み，粘性を帯び，締まりはない。

8　黒　褐　色　　ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

だッ拒　6か所（Pl～P6）。PlとP3は長径27～41cm，短径24～37cmの楕円形，P2とP4は径31～37cmの円

形で，深さ10～31cmである。各コーナー部寄りに位置し，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径36cm，短径

32cmの楕円形で，深さ28cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。P6ほ南西コー

ナー部のP3付近に位置し，長径30cm，短径22cmの不整楕円形で，深さ13cmである。性格は不明である。

覆土　8層からなり，自然堆積と思われる。

色
色
色

褐
褐
褐

説
黒
暗
暗

解層

1

　

2

　

3

土

ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を中量，ローム大ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム中ブロック・ローム小ブロックを中量，ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。
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第33図　第6号住居跡実測図
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∠1暗　褐　色　　ローム小プロ、ソク・ローム粒子を少量含ふ，粘性は弱く．締まl）はない一、

5　暗　褐　色　　ローム粒子を少量含み，粘性は弱く、締まっているこ、

6　黒　褐　色　　ローム粒子の焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

7　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量含み．粘性は弱く．締まっている、、

8　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く．柿まi・）はないご

遺物　土師器片128息　須恵器片1飢点　鉄製品　点　刀子お不明鉄製品目　礫　点が出土している。遺物

は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，平均的に分布しており，竃内から出土したものは約16％，

北東部から出土したものが約16％，南東部から出土したものが約9％，南西部から出土したものが約11％，北

西部から出土した　のが約摘％　その他が約33％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約

3％　覆土中層が約謂％　覆土下層と床面直上が約30％で，平均的である。第34図1の須恵器埠と7の土師器

小形嚢は，ともに竃内中央から逆位で，1の上に7が重ねて置かれたような状態で，2の須恵器埠が北東コー

ナー部寄りの覆土下層から，3と5の須恵器高台付杯が竃内から，4の須恵器高台付杯が東壁寄りの覆土下層

から，6の須恵器鉢が竃酋袖の上から，第35図10の須恵器嚢が東壁寄りの覆土上層と北東コーナー部。東壁寄

りe竃手前の覆土下層から，11秒12魯13の刀子が竃手前の覆土中層と床面直上から，14の不明鉄製品が竃東脇

の床面直上からそれぞれ出土している。また，竃内の6層の上から出土した3の須恵器高台相棒は，火熱を受

けていないことから，竃の補強材として利用されたものではなく，住居廃絶後に廃棄されたと考えられる。

所凰　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後葉）と考えられる。

第6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図 杯 A　 l l．8 休 部 ・口縁 部の一部 欠損．平底。体 ＝縁 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 砂粒 90％　 P 3 2

1 須 恵 器 B　　 4．8 部 か ら日縁 部にか け，直線 的に立ち デ。外面下位一方向の手持 ちへ ラ削 灰色 竃内 （中央部）

C　 6．6 上 がる。 り。底部回転へ ラ削 り後 ，ヘ ラ削 り。 普通 7の小形嚢 の下に

逆位 で

2

杯 A　 1 4．2 体 部 ・目線 部の一部欠損。平底。体 ＝縁 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲母 70％　 P 3 3

須 恵 器 B　　 4．7 部 か ら日録 部にかけ，内攣気 味に立 デ。外 面下位回転へ ラ削 り。底部 回 砂粒 覆土下層

C　 8．4 ち上がる。日録端部 はわず かに外 反

す る。

転 へラ削 り後，ヘ ラ削 り。 灰黄色

普通

（北 東 コーナー）

3

高台付 杯 A ［1 7．8］ 体 部 ・口緑 部の一部欠損。高 台部は 口縁 部内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲母 70％　 P 3 4

須 恵 器 B　　 7．0 「ハ」 の字状 に開 く。平底 。体部 か デ。底 部回転へ ラ削 り後，ナ デ。高 砂粒 竃内

D　 lO．6

E　 l．0

ら日録 部にかけ，内攣気味 に立 ち上

が り，下位 に不明瞭 な稜 を持つ。 日

録端 部はわずかに外反す る。

台 部貼 り付 け， ロクロナデ。 にぷ い橙色

普通

4

高台付 杯 A ［1 7．7］ 高 台部か ら目線部の破片。高 台部 は ロ緑 部内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 長石　 雲母　 砂粒 60％　 P 3 5

須 恵 器 B　 7．3 長 く，「ハ」 の字状 に開 く。平底。体 デ。底 部回転へ ラ削 り後，ナ デ。高 灰黄色 覆土下層

D　 l l．6

E　 l．3

部 か ら目線 部にかけ，内攣気 味に立

ち上が り，下位 に明瞭 な稜 を持 つ。

日録端 部はわずか に外反す る。

台部貼 り付 け，ロ グロナデ。 普通 （東壁 寄 り）

5

高台付 杯 B （2．6） 高 台部か ら底部の破片。平底。 高台 底部 回転 へ ラ削 り後，ヘ ラ削 り。高 長石　 石英　 砂粒 30％　 P 36

須 恵 器 D　 l l．8

E　 l．1

部 は 「ハ」 の字状 に開 く。 台部貼 り付 け，ロ クロナデ。 褐灰色

普通

竃内

6

鉢 A ［19．0］ 体部 か日録 部の破 片。体部か ら口緑 ロ縁 部内外 面 ・体 部内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 20％　 P 37

須 恵 券 B （1 1．0） 部 にか け，内攣気 味 に立ち上 がる。 デ。 灰色 竃内 （西袖の上）

日録端 部は内傾す る。 普通 仏具鉄鉢の模倣

7

小 形 嚢 A 16．0 体 部か ら口綾部 の一部 欠損。平 底。 目線 部内外 面横ナデ。体部内外面 ナ 長石　 石英　 雲母 70％　 P 38

土 師 器 B　 17．2 体部 か ら日録 部にかけ，内攣気味 に デ，外面 下位一方向のへ ラ削 り。底 砂粒 竃内 （中央部）

C　 8．6 立 ち上がる。目線 部 はわずか に外反 部木葉痕有 り。 にぷい褐色 1の埠の上 に逆位

し，端 部はつ まみ上げ られ， 口唇部

に棒状工 具に よる凹線 を巡 らす。

普通 ′ で
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第34図　第6号住居跡出土遺物実測図（1）
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第35図　第6号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm

ト・－1－一一

第 34 図 尭 B （2 8．4） 体 部 の破 片。 体 部 は 内 野 気 味 に立 ち 体 部 内 外 面 ナ デ 。 外 面 中 位 か ら下 位 石 英　 雲 母　 砂 粒 30 ％　 P 39

8 土 師 器 上 が る。 ヘ ラ磨 き。 内面 へ ラナ デ 。 ス コ リ ア

に ぷ い 褐 色

普 通

二 次 焼 成

竜 内

覆土 上 層 （中 央 部）

覆土 中 層 （中 央 部）

覆土下層 （竃手前）

9

要 B （13 ．2 ） 底 部 か ら体 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 は 体 部 内 外 面 ナ デ 。 外 面 中位 か ら下 位 長石　 石 英　 砂 粒 20 ％　 P 4 0

土 師 器 C　 8 ．9 内 野 気 味 に 立 ち 上 が る。 ヘ ラ磨 き。 底 部 外 面 木 葉 痕 ， 内 面 へ に ぷ い赤 褐 色 覆 土 下層

ラ ナ デ。 普 通 （南 壁 寄 り）
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図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 i 出 土 地 点

備　　　 考
長さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

11 刀　　　　 子 （11．0） 1．1 0．4 （7．00） 覆土中層 （竃手前） M 5

12 刀　　　　 子 （2．4） 0．8 0．2 （0．96） 覆土中層 （竃手前） M 6

13 刀　　　　 子 （7．0） 1．0 0．3 （4．40） 床 面直上 （竃手前） M 7

14 不 明 鉄 製 品 （12．6） 0・7 ！ 0・4
（5．60） 床面 直上 （竃東脇） M 8

第ア考住居跡（第36回）

位置　調査I区北西部，C5f2区。

規模と平面形　本跡の南西部が調査区域外であることから長軸（4．90）m，短軸（2．m）mの長方形と推定される。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は47－53cnlで，垂直に立ち上がる。

壁湧　北風北軋　南東の各コーナー部周辺の一部に確認されている。上幅15～30C恥　下幅2～8cm，深さ2

～6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，壁港周辺と南部を除いて，踏み固められている。

囁　北壁中央やや東寄りに砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床弧煙道部

と両側の袖部が残存しているが，袖部の張り出しは小さい。規模は，焚日部から煙道部まで136cm，最大幅101

cm，壁外への掘り込み84cmである。火床部は，床面を6cmほど掘りくぼめており，中央部は火熱を受け赤変し

ているが，あまり硬化していない。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。東袖の中から第37図2の須恵器

塔が出土していることから，土器片を竃の補強材として利用していると思われる。

竃土層解説

1　黒暗褐色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　極暗褐色
6　にぷい褐色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色
9　にぷい褐色

10　暗赤褐色

11暗赤褐色
12　暗赤褐色

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・灰
褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯
び，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム中ブロック・炭化物・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を少量
含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

灰褐色粘土粒子を多量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土小ブロックe焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く
締まっている。

焼土粒子を多量，焼土小ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，ローム小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。
灰褐色粘土粒子を多量，焼土小ブロックを中量，ローム粒子・炭化物を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
灰褐色粘土粒子を多量，炭化粒子・焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

焼土太ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子を多量，灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子を少量含
み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を中量，焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子を多量，ローム小ブロック・灰褐色粘土粒子を中鼠　ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土粒子・
灰を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

尊皇14層からなり，ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色
焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を少量，ローム小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
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第36図　第7号住居跡実測図
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こう　黒　褐　色

・l　黒　褐　色

5　灰　褐　色

（う　暗　褐　色

7　灰　褐　色

8　褐　　　色

極
灰
暗
黒
黒
黒

9

　

用

　

‖

　

1

2

　

1

3

　

日

褐暗

褐
褐
褐
　
褐

色
色
色
色
色
色

ローム粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を中鼠　ローム小ブロックを少数　ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム凝子を焼土小ブロックさ焼士粒子e灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小ブロック・粒子を中亀　黒褐色土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量．灰褐色精工小プロ、ソクを少鼠　ローム小プロ、ソク・焼上粒子を微量含み，粘性は弱く，締ま
っている。

ローム小プロ、ソク・粒J’一を中量．ローム中ブロックを少鼠　焼土粒子・黒褐色巨」、プロ、ソクを微量含み，粘性は弱く，
締まりはない。

ローム粒子・焼土粒子を少数焼土中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

灰褐色粘土粒子を少量，焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土小ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少鼠灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子・黒褐色士小ブロックを中量，焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子を中量含み，粘性を帯び，締まっている。

遺物　土師器射36息須恵器片209嵐炭化種子1点（山モモ）が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の

覆土中から出土しているが，中央部から東壁にかけて多量に集中している。竃内から出土したものは約23％，

東半分から出土したものが約欝％　西半分から出土したものが約m％，その他が約9％である。また，竃を除

いた遺物の出土層位は，覆土上層が約50％，覆土中層が約29％，覆土下層と床面直上が約21％で，覆土上層か

らの出土が一番多い。このように遺物の出土範囲が一部に集中していること　接合した土器片同士はまとまっ

て組士していない芸とタ士層の堆積状況がÅ為堆積と思われることから，遺物は住居廃絶後に投棄されたもの

と考えられる。また，東壁寄りの覆土下層から出土した炭化種子はタ　自然科学分析の結乳「古代モモ」と呼

ばれる小型のもので，食用後に投棄されたと考えられる。モモは腐りやすいため，遺跡周辺で栽培されていた

可能性がありタ　当時の植生の一端がうかがえる。第37図1の須恵器杯が中央部から酋壁寄りの覆土中層または

下層にかけて，2の須恵器塚が竃内からタ　3の須恵器埠が竃手前の覆土中層からF層にかけて，ならびに東壁

と北壁寄りの覆土上層から中層かけて，4の須恵器塔が中央部の床面直上から，6の須恵器埠が竃手前の覆土

中層と南西コーナー部寄りの覆土下層から，7の須恵器盤が北東コーナー部寄りの覆土中層と中央部の覆土下

層から，10の須恵器鉢が中央部から東壁寄りの覆土上層から下層にかけて，第38図12と第39図13の土師器嚢が

北東コーナー部の覆土中層から床面直上にかけて，14の土師器嚢が中央部の覆土下層から床面直上にかけてそ

れぞれ出土している。

荷風　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後菓）と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第37回 林 A 1 3．6 目線 部の一部欠損。平底。体 部か ら ＝縁 部内外 面 ・休部内外面 ロクロナ 長石　 砂粒 90％　 P 4 2

1 須 恵 器 B　 4．4 日縁 部にかけ，直線 的に立ち上が る。 デ。底 部回転 へ ラ削 り後， ナデ。 褐灰色 覆土 中層～下層

C　 8．4 日録端 部はわずかに外反す る。 普通 （西壁寄 り，

中央部）

杯 Å　 13．4 体部 0 日縁部 の一部欠損。平底。体 口縁部内外面 ・体部 内外 面 ロクロナ 雲母　 砂 粒 80％　 P 43

2 須 恵 器 B　　 3．7

C　 8．0

部か ら目線部 にかけ，直線的 に立 ち

上がる。口縁端部 は外 反する。

デ。底部 回転へ ラ削 り後，ヘ ラ削 り。 にぷい黄橙色

普通

竃 内

3

杯 A　 14．5 体 部 ・目線部の一部欠損 。平底 。体 口縁 部内外面 ・休部 内外面 ロクロナ 砂粒 70％　 P 4 4

須 恵 器 B　　 4．4 部 か ら目線部にかけ，下位 に明瞭な デ。外 面下位 回転へ ラ削 り。底 部回 黄灰色 覆土上層 ～中層

C　 7．4 稜 を持 ち，初め直線的 に， 中位 か ら 転へ ラ削 り後 ，へ ラ削 り。 普通 （東壁 寄 り，

内攣気 味に立ち上がる。 目線端部 は 北壁寄 り）

わずか に外反す る。 覆土中層～下層

（竃手前）

杯 Å　 13．6 体 部 ・目線部の一部欠損 。平底。体 目線部内外面 ・体部 内外 面ロク ロナ 長石　 石英　 雲母 70％　 P 4 5

4
須 恵 器

i
l

B　 3．7 部か ら目線部 にか け， 直線的に立 ち デ。底 部一方 向の手持 へ ラ削 り後， 砂粒 床 面直上

C　 8．1 上 がる。 ナデ。 灰 白色

普通

（中央部）
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第38図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）

第3 7園 杯 A ［1 3．8］ 底 部 か ら口 綾 部 の 破 片 。 平 底 。 体 部 口縁 部 内外 面 ・体 部 内 外 面 ロ ク ロナ 雲 母　 砂 粒 50％　 P 4 6

5 須 恵 器 B　 4．0 か らロ綾 部 に か け ， 直 線 的 に立 ち上 デ 。 外 面 下 位 回 転 へ ラ 削 り。 底 部 回 灰 色 覆 土 上 層

C　 8．0 が る。口緑 端 部 は わず か に外 反 す る。 転 へ ラ切 り後 ， ヘ ラ削 り。 普 通 （中央 部東壁 寄 り）

覆 土 中 層

（南 東 コ ー ナ ー ）

6

坤こ A ［1 3．5］ 底 部 か ら 口緑 部 の破 片 。 平 底 。 休 部 ロ 緑 部 内 外 面 ・体 部 内外 面 ロ ク ロ ナ 長 石　 石 英　 雲 母 4 0％　 P 47

須 恵 器 B　 3．9 か ら口 緑 部 に か け ， 直 線 的 に 立 ち 上 デ 。 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， ナ デ 。 ス コ リア　 砂 粒 覆 土 中 層

C　 7．6 が る。口緑 端 部 は わ ず か に外 反 す る。 暗 灰 黄 色

普 通

（竃 手 前 ）

覆 土 下 層

（南 西 コー ナ ー ）
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第37図 盤 A ［19．8］ 高台部か ら目線部の破片。 高台部は 目線部 内外面 ・体 部内外面 ロクロナ 砂粒 40％　 P 4 8

7 須 恵 器 B　　 3．9 短 く， 「ハ」 の 字状 に 開 く。平底 。 デ。底部 回転 へラ切 り後，ナデ。 褐灰色 覆土上層～ 中層

D　 14．8

E　 l．5

体 部か ら目線部にか け， 内攣気 味に

立ち上が り，中位 に稜 を持つ。 目線

端 部は外反する。

高台部貼 り付 け，ロク ロナデ。 普通 （北東 コーナー）

覆土下層

（中央部）

8

盤 A ［19．8］ 高台部か ら日録 部の破片。高台部 は 口縁部 内外面 ・体 部内外 面 ロクロナ 砂粒 40％　 P 49

須 恵 器 B　　 5．4 長 く 「ハ」の字状に開 く。平底。体 デ。底部 回転へ ラ切 り後，ナデ。高 黄灰色 覆土上層

D ［12．5］

E　 l．4

部 か ら口縁 部にかけ，直線的 に立 ち

上 が り，中位 に明瞭な稜 を持つ。 目

線端 部はわずかに外反す る。

台部貼 り付 け， ロクロナデ。 普通 （北西コーナー）

覆土中層

仲央部，北東コーナー）

覆土下層摘西コーナー）

9

蓋 B （2．2） つ まみか ら目線 部の破 片。扁平 なボ つ まみ ・天井部 内外面 ・目線 部内外 石英　 雲母　 砂 粒 60％　 P 50

須 恵 器 F　　 3．2 タン状 のつ まみが付 く。天井部 は平 南 口クロナデ。頂部外面 回転へ ラ削 灰 白色 覆 土上 層

G　 l．1 坦 で， 中位 に稜 を持ち，緩やか に開

く。

り。 普通 （東壁寄 り）

覆土 中層

（東南 コー ナー）

10

鉢 A ［18．5］ 底部か ら口縁部 の破 片。平底。体部 目線 部内外面 ロクロナ デ。体 部外 面 石英　 雲母　 砂 粒 40％　 P 5 1 A ・B

須 恵 器 B ［23．0］ か ら日録部 にか け，直線的に立 ち上 平行 タタキ，下位へ ラ削 り。 内面ア 黄灰色 覆土上層（東壁寄り）

C ［17．6］ が る。 口緑部 は強 く外 反 し，端部は

つ まみ上 げられている。

テ具痕 ，輪積痕有 り。底部 ナデ。 普通 覆土 中層

（中央部）

覆土下層

（中央部）

第38図 鉢 A ［37．2］ 体部か ら口緑部 の破片。体 部か ら口 目線部 内外 面ロ クロナデ。体部外面 雲母　 砂粒 5％　 P 52

1 1 須 恵 器 B （16．1） 緑部 にか け，内攣気味に立 ち上が る。 平行 タ タキ後，ナデ。内面 ナデ。 灰色 覆土 中層

目線部 は強 く外反 し，下 に折 り返さ

れる。

普通 （中央部，

南西 コーナー）

12

襲 A　 24．7 底部か ら体部の一部欠損。平底 。体 目線部 内外面横 ナデ。体部 内外面 ナ 石英　 雲母　 砂粒 65％　 P 54

土 師 器 B　 33．6 部か ら口緑部にか け， 内攣気 味に立 デ，一部 へラナデ。外面中位か ら下 にぷ い褐色 覆土中層～下層

C　 9．0 ち上がる。ロ緑部 はわずかに外反 し，

中位 に明瞭な稜 を持つ。端部 はつま

み上げ られ，口唇部 に棒状工具 によ

る凹線を巡 らす。

位へ ラ削 り。 普通 （中央部，

つと東 コーナー）

第39図 嚢 A　 23．5 底 部か ら体部の一部欠損。平底。体 日録部 内外面横 ナデ。体 部内外面 ナ 長石　 雲母　 砂粒 95％　 P 53

13 土 師 器 B　 30．3 部か ら目線部にかけ，内攣気味 に立 デ，一部へ ラナデ。外 面中位か ら下 ス コリア 二次焼成

C ［8．3］ ち上 がる。目線部 はわず かに外反 し， 位へ ラ削 り。 にぷい褐色 覆土中層

中位 に明瞭な稜 を持つ。端部 はつ ま

み上 げ られ，口唇部に棒状工具 によ

る四線 を巡 らす。

普通 床 面直上

（中央部，北東 コ

ーナー）

14

嚢 A　 23．4 体部 か ら口縁 部の破 片。体部か ら口 目線部内外面横 ナデ。体 部内外面ナ 石英　 雲母　 砂粒 60％　 P 55

土 師 器 B （30．3） 緑部 にかけ，内攣気味 に立 ち上がる。 デ，一部へ ラナデ。外面 中位か ら下 にぷい褐色 覆土下層

口緑部 はわず かに外 反 し，中位 に明

瞭 な稜 を持つ。端 部はつ まみ上げ ら

れて いる。

位へ ラ削 り。 普通 床 面直上

（中央部）

第8号住居跡（第40図）

位置　調査I区北西部，B5j4区。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．40mの方形である。竃の両側2か所に棚部が付設されている。東側の棚は，

長さ101cm，幅43～66cmの不整長方形で，床面からの高さは26cmである。西側の棚は，長さ131cm，幅44～54cm

の不整長方形で，床面からの高さは26cmである。東側の棚の床面直上から第41図8の土師器高台付杯をはじめ，

土師器嚢や須恵器嚢などの土器片が出土していることから，土器などの生活用具を置く棚として，機能してい

たと考えられる。棚部を除いた規模は，長軸3．56m，短軸3．00mの長方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は32～43cmで，外傾して立ち上がる。
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壁溝　全周している。上幅18～30C恥　下幅3タ～13cm　深さ　～柑cmで，断面形はU字状である。

床　全面平坦である。全面に貼床が施されており，締まっている。特に中央部が踏み固められている。

磯　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床乳煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで126cm，最大幅は3cm，壁外への掘り込み26cmである。火床

部は，床面を8cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて若干赤変しているが，あまり硬化していない。焚日部

から70cm奥の火床部中央やや西寄りに土製支脚を埋め込んでいる。この支脚は大変もろくて崩れやすく，実測

不可能であった。また，第41図1の土師器棒と15の土師器高台付血は支脚の上に重なって，逆位で出土し，ス

スの付着がみられるため，同時に支脚として利用されたと思われる。煙道部は緩やかに，のち垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

ローム粒子・炭化粒子e焼士小ブロックの焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

焼土粒子を多量，ローム粒子を中量，炭化物e炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，
硬く締まっている。

ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を多鼠焼土中ブロック・焼土中プロ、ソク・灰褐色粘土小ブロックを中鼠
ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。天井部の崩落土と思われる。

焼土粒子を多量，ローム粒子・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，ローム小プロ、ソク・炭化物・炭化粒子・焼
土太ブロックの焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。天井部の崩落土と思われる。

焼土粒子を多量，ローム粒子・焼土小ブロックを中量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子8焼土中ブロックを少
量含み，粘性を帯び，締まっている

ぽッ睦　Plは径25cmの円形で，深さ23cmである。南壁寄りに位置し，出入日施設に伴うピットと考えられる。

尊堂　7層からなり，ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子を少鼠　焼土粒子を微量含ふ，粘性は弱く、締まりはない。
ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・灰褐色粘土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒J’・・暗褐色上を少量含み，粘性は弱く．締まっている。

ローム小ブロックeローム粒子・焼士粒子を少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子・褐色土を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片5鋸点，須恵器机65息灰粕陶器1点，緑粕陶器1点，土製品2点（紡錘軋支脚），鉄製品

2点（刀子，釘）が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，竃と南壁寄りに集

中している。竃内から出土したものは約25％，北半分から出土したものが約24％，南半分から出土したものが

約42％，その他が約9％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約30％，覆土中層が約42％，

覆土下層と床面直上が約27％で，掘り方部分から出土したものが約1％である。第41図1の土師器杯（完形）

と6の土師器施Ⅲの須恵器高台付杯，13と15の土師器高台付皿，第42図18と19の土師器嚢が竃内から，第41

図5の須恵器埠が竃内と竃東側の覆土下層から，8の土師器高台付杯が東側の棚部から，10の土師器高台付杯

が竃東側の覆土下層から，16の土師器嚢が北西コーナー部寄りの覆土下層から一括で，第42図20の緑粕陶器椀

が南壁寄りの覆土上層から，21の灰粕陶器長頸瓶が中央部の覆土上層と南壁寄り，および西壁寄りの覆土中層

から，22の紡錘車が中央部の覆土下層から，23の釘が南西コーナー部寄りの覆土下層から，24の刀子が中央部

の覆土上層からそれぞれ出土している。竃内から出土した土器片の多くは，火熱を受けておらず，二次焼成は

みられないことから，住居廃絶後に廃棄されたものと思われる。また，出土した20の椀は猿投窯産黒笹90号窯

式，21の長頸瓶は二川窯産のもので，9世紀中葉に搬入されたものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

－66－－
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第41図　第8号住居跡出土遺物実測図（1）
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第8号住居跡出土遺物観察表

図版番自可 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ！　 手 法 の 特 徴 恒台土 ・色調 ・焼成 i 備　 考

第4 1図

1

杯 A 13．5 平底。体部か ら目線 部にかけ，内攣 白線部内外 面 ・体部 内外 面ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 100％　 P 59

i土 師 器 B　 4．9 気味 に立 ち上が る。 デ。外面下位手持 ちへ ラ削 り。底 吾β 橙色 内面黒色処理

C　 5．8 手持ちへ ラ削 り。 普通 竃 内 （支脚転用）

2

杯 A 16．9 目線 部の一部欠損。平底。体 部か ら 目線 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲母 80％　 P 60

土 師 器 B　 5．0 日録 部にかけ，下位 に明瞭 な稜 を持 デ。外 面下位手持ちへ ラ削 り。底吾β ス コリア　 砂粒 内面黒色処理

C　 7．9 ち，内攣気味に立ち上が る。 回転 へラ削 り後，ナデ。 内面　 黒色

外 面　 にぷい橙色

普通

覆土下層

（南壁寄 り）

3

杯 A 14．0 体部 ・日録部 の一 部欠損 。平底。体 口縁部内外面 ・休 部内外 面ロクロナ 砂粒 70％　 P 6 2

土 師 器 B　 4．1 部か ら目線部 にか け，内攣気 味に立 デ。外面下位 回転 へラ削 り。 内面カヽ 内面　 黒色 内面黒色処理

C　 6．8 ち上が る。日経端 部は強 く外反す る。 ら底部にか けへ ラ磨 き。底部 回転へ 外面　 にぷい黄橙色 覆土中層 洒 壁寄り

ラ削 り後，ナデ。 普通 覆土下層 （南西部，西

壁寄り滴 西コーナー）

4

杯 A ［13．6］ 底 部か ら目線 部の破 片。平底。体部 H 縁 部内外 面 ・休部内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 4 0％　 P 63

土 師 器 B　 3．9 から日経部 にかけ，内攣気味 に立 ち デ。外面 下位 手持ちへラ削 り。底部 灰 黄褐色 内外 面黒色処理

C　 5．2 上が る。 手持 ちへ ラ削 り後 ，ナデ。 普通 覆土 下層

（北西 コーナー）

5

杯 A 13．5 体部 と目線部の一部欠損。 平底。体 目線 部内外面 ・休部 内外面 ロクロナ ス コ リア　 砂粒 80％　 P 6 1

須 恵 器 B　 4．2 部か ら日録部 にか け，下位 に不 明瞭 デ。外面下位 回転へ ラ削 り。底 部回 にぷ い黄橙色 竃内

C　 5．6 な稜 を持ち，内攣気 味に立ち上が る。

目線 端部は外反する。

転 へ ラ削 り後，ナデ。 普通 覆土下層

（竃東側）

椀 B （16．0） 底 部か ら体 部の破 片。平底。体部か 体部 内外 面ロク ロナデ。内面へ ラ磨 雲母　 砂粒 4 0％　 P 64

6 土 師 器 C　 7．4 ら日経 部にかけ，内攣気味に立 ち上 き。底部 回転 へラ削 り後，ナデ。 橙 色 内面黒色処 理

が る。 普通 竃 内

7

高台付杯 A　 15．5 目線 部の一部 欠損。 高台部 は短 く， 目線部内外面 ・体部 内外 面ロクロナ 長石　 石 英　 雲母 90％　 P 6 6

土 師 器 B　 5．3 「ハ」 の字状 に開 く。平底 。体 部か デ。体部内面か ら底部 内面 にかけて スコリア　 砂 粒 内面黒色処理

D　 8．0

E　 O．6

ら目線部 にかけ，下位 に明瞭な稜 を

持ち，内轡気味に立 ち上が る。

へラ磨 き。底 部外 面回転 へラ削 り後， 内面　 黒色 覆土下層

ナデ。高台部貼 り付 け，ロクロナデ。 外面　 にぷ い橙色

普通

（南 東コーナー）

8

9

高 台付 杯 A 14．8 高台部 か ら目線 部の破片。高台部 は 口緑部 内外 面 ・体 部内外面 ロクロナ 砂粒 5 0％　 P 6 7

土 師 器

高台付杯

B　 5．5 長 く， 「ハ」 の字 状 に開 く。 平底 。 デ。体部 内面 か ら底 部内面にかけて 内面　 黒色 内面黒色処 理

D　 7．2 体部か ら口綾部 にかけ，内攣気味 に へ ラ磨 き。底部外面回転へ ラ削 り後， 外 面　 にぷい褐色 東脇棚 部

40％　 P 68

E　 l．3 立ち上が る。 目線端 部は外 反する。 ナデ。高台 部貼 り付 け，ロクロナデ。 普通

A ［14．0］ 高台部か ら目線部 の破片。 高台部は H 縁 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 砂粒

土 師 器 B　 5．5 長 く，「ハ」の字状 に開 く。平底 。体 デ。体部外面下位 回転へ ラ削 り，内 内面　 黒褐色 内面黒色処理

D　 8．0 部か ら日録部にかけ，中位 に明瞭な 面 か ら底 部内面 にか けてへ ラ磨 き。 外面　 にぷ い橙色 覆土中層

E　 l．2 稜 を持 ち，内攣気 味 に立 ち上 がる。

目線端 部はわずかに外反す る。

底部外面 回転へ ラ削 り後，ナデ。高

台部貼 り付 け，ロ クロナデ。

普通 O と酉 コーナー）

10

高台付杯 B （5．2） 高台部 か ら日録 部の破 片。高台部 は 体部 内外面 ロクロナデ。体 部外面下 雲母　 砂粒 5 0％　 P 69

土 師 器 D　 lO．2 長 く， 「ハ」の字状 に開 く。平底。体 位回転へ ラ削 り，内面 か ら底 部内面 灰褐 色 内面 黒色処理

E　 l．4 部か ら目線部 にか け，下位 に明瞭な にかけてへ ラ磨 き。底 部外面 回転へ 普通 覆土下層

稜 を持 ち，内攣 気味 に立 ち上 が る。

目線 端部はわずか に外反す る。

ラ削 り後 ， ナデ。高台 部貼 り付 け，

ロクロナデ。

（竃東側）

1 1

1 2

13

高 台付 杯 A ［14．0］ 体 部か ら口綾 部の破片。体部 か ら日 日録 部内外 面巨 体部内外面 ロクロナ 雲母　 ス コ リア 20％　 P 65

須 恵 器

高台付皿

B （4．6）

A　 12．5

緑部 にかけ，下位に不明瞭 な稜 を持

ち， 内攣気 味に立ち上がる。 目線端

部 は外反す る。

体部 e 目線部 の一部 欠損 。高台部 は

デ。外面 下位 回転へ ラ削 り。

口縁部内外面 ・体 部内外 面ロク ロナ

砂粒

にぷい黄橙色

普通

砂粒

竃内

7 0％　 P 7 0

土 師 器

高台付皿

B　 3．2 長 く， 「ハ 」 の字状 に開 く。平 底。 デ。体部外面下位 回転へ ラ削 り，内 内面　 黒褐色 内面黒色処理

D ［7．2］ 体 部か ら日録部 にか け， 中位 と下位 面か ら底 部 内面にか けてへ ラ磨 き。 外面　 にぷい橙 色 覆土下層

E　 l．2

A　 14．0

に明瞭な稜 を持 ち，内攣気味 に立ち

上 がる。目線 端部はわずか に外反 す

る。

高台部 か ら日録 部の破 片。高台部 は

底 部外 面回転へ ラ削 り後， ナデ。 高

台部貼 り付 け， ロクロナデ。

目線部 内外面 ・体 部内外 面 ロクロナ

普通

長石　 雲 母　 砂 粒

（東壁寄 り）

60％　 P 7 1

土 師 器 B　　 3．0 長 く， 「ハ」 の字 状 に開 く。 平底 。 デ。体部外面下位 回転 へ ラ削 り，内 スコ リア 内面黒色処理

D　　 7．7 イ本部か ら口綾部 にかけ，中位 と下位 面か ら底部 内面 にかけてへ ラ磨 き。 橙色 竃 内

E　 l．0 に明瞭な稜 を持 ち， 内攣気 味に立ち

上 がる。日録端部 は外反す る。

底 部外面回転へ ラ削 り後 ，ナデ。高

台部貼 り付け， ロクロナデ。

普通

－68－



第42図　第8号住居跡出土遺物実測図（2）
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第41図高台付皿A13．6高台部から口緑部の破片。 日録部内外面・体部内外面ロクロナ砂粒 60％　P72

14土師器B　3．4高台部は長く，「ハ」の字状に開く。デ。体部外面下位回転へラ削り，内内面　黒色 内面黒色処理

D　7．7平底。体部から口緑部にかけ，中位面から底部内面にかけてへラ磨き。外面　にぷい褐色覆土下層

E　l．2と下位に明瞭な稜を持ち，内攣気味底部外面回転へラ削り後，ナデ。高普通 （中央部南寄り）

に立ち上がる。口緑端部は外反する。台部貼り付け，ロタロナデ。

－69－



第41図 高台付皿 A　 13．2 高台部か らは日綾部 の破 片。高台部 口縁 部内外面 ・休 部内外面 ロクロナ 砂粒 50％　 P 7 3

15 土 師 器 B　 2．8 は長 く，「ハ」の字状 に開 く。 平底。 デ。体部外面下位へ ラナデ，内面 へ にぷい褐色 内面黒色処理

D　 7．4 体 部か ら目線部 にか け，中位 に明瞭 ラ磨 き。 底部外 面回転 へ ラ削 り後， 普通 竃内

E　 l．2 な稜 を持ち，内攣気 味に立 ち上が る。

日録 端部はわずか に外反す る。

ナデ高台部貼 り付 け， ロクロナデ。 支脚転用

16

襲 A ［20．6］ 体部 か ら目線 部の破 片。体部か ら日 目線部 内外 面横 ナデ。体部内外面ナ 石 英　 雲母　 砂粒 20％　 P 7 4

土 師 器 B （11．5） 緑部 にかけ，内攣気味 に立 ち上がる。 デ，一一一一一増βへ ラナデ。 明赤褐色 覆土 下層

ロ縁部 は強 く外反 し，中位に稜 を持

ってい る。端 部 はつ まみ上 げ られ ，

強 く外反す る。

普通 （北西 コーナー）

17

婆 A ［21．7］ 体 部か ら目線部の破片。体 部か ら口 目線 部内外面横 ナデ。体部 内外 面ナ 長石　 石英　 雲母 10％　 P 75

土 師 器 B （8．7） 緑 部にかけ，内攣気 味に立ち上が る。 デ。 砂粒 覆土中層

日録 部は外反 し，端部 はつ まみ上 げ にぷい褐色 （竃手前）

られている。口唇部 に棒状工具 によ

る凹線 を巡 らす。

普通 覆土下層

（東壁寄 り）

第42図 嚢 A ［22．0］ 体部 から日録 部の破 片。体部か ら臼 白線部内外面横 ナデ。体 部内外面ナ 石 英　 雲母　 砂粒 10％　 P 7 6

18 土 師 器 B （7．8） 緑部 にか け，内攣気味 に立 ち上が る。

目線部 は外反 し，中位 に稜 を持って

いる。端 部はつ まみ上げ られて いる。

デ。内面一部へ ラナデ。 スコリア

橙色

普通

竃 内

19

嚢 A ［21．0］ 体 部か ら目線部の破片。体 部か ら日 口緑 部内外面横ナデ。体部 内外面 ナ 石英　 雲母　 砂 粒 5％　 P 7 7

土 師 器 B （11．4） 縁 部にかけ，内攣気 味に立ち上が る。

＝縁 部は外反 し，端部 はつ まみ上 げ

られている。 口唇部に棒状工具 によ

る凹線 を巡 らす。

デ。 ス コリア

にぷい褐 色

普通

竃内

20

椀 A ［11．0」 体部か ら日録部 の破 片。体部か ら口 日録部内外面 ・休 部内外 面 ロク ロナ 砂粒 5％　 P 62 3

線寒由陶器 B （2．4） 綾部 にか け，内攣気味 に立 ち上が る。 デ。目線部内面指頭痕。体 部内面へ オリーブ灰色 覆土上層 傭壁寄り）

目線部 は外反す る。 ラ磨 き。 良好 9世 紀中葉以降

（猿投窯産黒笹90号

窯式）

21

長 頸 瓶 B ［15．4］ 高台部か ら体部の破片。高台部 は短 体部 内外 面ロ クロナデ。底部 回転糸 砂粒 30％　 P 79

灰寒由陶器 D　 8．3 く，「ハ」の字状に開 く。平底。体部 切後 ，ナデ。高台部貼 り付 け， ロク 灰 色 覆土上層 （中央部）

E　 O．9 から口緑 部にかけ，内攣気味 に立 ち

上が る。上位 で最大径 を有す る。

ロナデ。 良好 覆土中層 （南壁寄り，

西壁寄 り）9世紀中

葉以降 に 川窯産）

図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g ）

22 紡　 錘　 車 （4．7） （5．2） 1．4 0．5 （32） 覆土下層（中央部） D P l

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

23 釘 （3．9） 0．5 0．3 （1．70） 覆土下層（南西コーナー部） M 9

24 刀　　　　 子 （9．3） 1．3 0，4 （7．35） 覆土上層（中央部） M lO

図版番号 器　 種 部　 分 器 形 ・手 法 の 特 徴 備考 （台帳番号，出土位置，色調など）

25

鉢 体　 部 体部は内攣気味に立ち上が り，日録部は強 く外反 し，端部 T P 5

須 恵 器 ～ はつまみ上げ られている。日録部内外面横ナデ，体部外面 竃内

日録部 格子タタキ。 にぷい橙色

26

襲 体　 鳶β 内外南口クロナデ。外面平行タタキ，内面同心円状のアテ T P6
須 恵 器 具痕有 り。 覆土下層 （南西コーナー，南壁寄 り）

内面　 黄灰色，外面　 灰褐色 ・全面自然粕

27

嚢

須 恵 器

体　 部 内外面ロクロナデ，外面平行夕タキ。 T P 7

覆土上層

内面　 黄灰色，外面　 にぷい赤褐色

－70－



第43図　第9号住居跡実測図
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位置　調査I区北西部，C5b3区。

規模と平面形　長軸3．66m，短軸3．33mの長方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は21～62cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅13～36cm，下幅3～20cm，深さ2～6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

竜　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで43cm，最大幅91cmで，壁に粘土を貼り付けて袖部を作って

いる。火床部は，床面を10cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，赤変硬化していない。両袖部の内

側が一部赤変している。煙道部は外傾して，ほぼ垂直に立ち上がる。竜内から出土した第44図5の須恵器高盤

は，一部に二次焼成を受けているので，支脚として利用されたものと思われる。
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覆土層解説

1灰　褐　色　　灰褐色粘土粒子を少量，焼士小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
2　暗赤褐色　　廃土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

3　にぷい褐色　　焼土粒子を少量，ローム粒子。焼土中ブロックの灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ぽッ匝　P　は長径霊cm　短径28cmの楕円形で　深さ蟻cmである。南壁寄りに位置し，出入日施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土10層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　極暗褐色

（i　褐　　　色

7　褐　　　色

8　極暗褐色

9　暗　褐　色

10　極暗褐色

ローム粒子・焼上中プロ、ソク・焼十粒j’－を中毒∴　炭化物・炭化粒J’一・焼士中プロ、ソクを少量含み．粘性は弱く、硬く

締まっている。

ローム粒千・焼上中ブロック・焼土粒子を中量．ローム小プロ・ソク・炭化物・炭化粒子・焼土人ブロック・焼土中ブ

ロックを少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子・炭化粒子・焼ll二大ブロック・焼土中プロ、ソク・焼土粒子‥灰褐色粘土粒子を中鼠　ローム小ブロック・

炭化物・焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を多量，焼土小ブロックを中量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子を少量含み，粘性は弱

く，硬く締まっている。

ローム粒‾j’・・焼土粒子を多量．焼土中プロ、ソク・焼土中ブロックを中量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子を少

量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

焼上中ブロック・焼上粒了・を多鼠　ローム粒子・焼巨†「ブロックを中量，ローム小ブロック・炭化物・灰褐色粘土粒

子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・ローム粒子を多量、炭化粒千・焼巨粒子を微量含み，粘性を帯び，締まって

いる。

ローム小ブロック・焼土小ブロックを焼土粒子を中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子を少量含み，粘性を帯び，締

まっている。

ローム粒子を多量，炭化粒子・焼土小ブロック・焼士粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム大ブロックを中宣こ葺二，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒千・炭化物・炭化粒子・焼士小プロ、ソ

ク・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

遺物　土師器片68点，須恵器片32点，灰粕陶器1点，石器1点（砥石），礫1点が出土している。住居跡の北

部5分の1以外の覆土は撹乱されていたため，出土遺物が少なく，遺物の出土状況を把握することが困難であ

った。遺物は，竃と住居跡の南西部以外の覆土中から出土し，遺物は竃内と北東部に集中している。竃内から

出土したものは約30％，北東部から出土したものが約24％，南東部から出土したものが約5％，北西部から出

土したものが約7％，その他が約34％である。また，竃を除いた遺物の出土層は，覆土上層が約15％，覆土中

層が約m％，覆土下層と床面直上が約24％で一番多く，その他が約50％である。第44図1の土師器塚，4の須

恵器杯，6と7の土師器聾は北東コーナー部寄りの覆土下層から床面直上にかけてまとまって出土している。

特に，4は7の中から出土した。2の須恵器杯が竃手前の覆土下層から，3の須恵器杯が東袖脇の覆土中層か

ら，5の須恵器高盤が竃内と東壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土している。また，竃内から出土した土器の

ほとんどが3層から出土しているが，竃の補強材として利用されたものか，住居廃絶後に廃棄されたものかは

不明である。また，出土した灰粕陶器は長頸瓶の破片で，産地は不明である。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後葉）と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第44図 杯 A　 14．0 底部 欠損。体 部か ら目線 部にか け， 日縁部内外面 ・休 部内外面 ロクロナ 石英　 雲 母　 砂 粒 80％　 P 80

1 土　 師 器 B （6．2） 内攣気味 に立 ち上 がる。 デ。外面一部赤彩 。 ス コリア

にぷい橙色

普通

覆土下層

（北東 コーナー）

2

圭不 A ［1 3．6］ 底 部か ら目線部の破片。 平底 。体部 口縁 部内外面 ・体 部内外 面 ロクロナ 石 英　 雲母　 砂粒 40％　 P 81

須 恵 器 B　　 4．0 か ら日録部にかけ，直線 的に立ち上 デ。外面下位手持 ちへ ラ削 り。底部 スコ リア 覆土下層

C　　 7．7 が る。 回転 へラ削 り後，ヘ ラ削 り。 灰黄褐色

普通

（竃手前）

3

杯 A ［13．0］ 底部 か ら目線 部の破片。平底。体 部 目線 部内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 40％　 P 8 2

須 恵 器 B　　 4．8 か ら目線 部にかけ，直線的 に立 ち上 デ。外 面下位手持 ちへ ラ削 り。底 部 にぷ い黄褐色 覆土 中層

C　　 7．0 が る。目線端部 はわず かに外 反す る。 回転へ ラ削 り後，へ ラ削 り。 普通 （竃東袖脇）
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第44図　第9号住居跡出土遺物実測図

轡
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第44園 杯 B （2．6）底部から休部の破片。平底。休部か 体部内外面ロクロナデ。外面下位手 長石　石英　砂粒 20％　P83

4 須恵器 C　 7．0 ら日録部にかけ，直線的に立ち上が 持ちへラ削り。底部回転へラ切り後，灰色 覆土下層

る。 ヘラ削り。 普通 （北東コーナー）
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第44図 高　　 盤 B （11．5） 裾部か ら体部の破片。脚 部は ラッパ 休 部内外面か ら裾部 ・底 部内外 面 ロ 砂粒 60％　 P 8 4

5 須 恵 器 D　 ll．4 状 に開 く。裾部 は平坦 に広 が り，端 クロナデ。 灰黄褐色 竃 内

E　 lO．6 部は屈 曲 して垂下す る。平底 。体 部

は内攣気 味に立ち上が る。

普通 覆土下層

（東壁 寄 り）

脚部から鵜 の一部二次焼成

6

襲 A　 19．8 底部 の一部 欠損 。平底。体部か ら日 目線部 内外 面横 ナデ。体部内外面 ナ 石英　 雲母　 砂粒 95％　 P 85

土 師 器 B　 31．2 縁部 にかけ，内攣気 味に立ち上がる。 デ。外面 中位 か ら下位へ ラ磨 き，一 ス コリア 床 面直上

C　 7．8 目線部 は強 く外 反 し，中位 に明瞭 な

稜 を持 ち，端部 はつ まみ上げ られて

い る。

部へ ラナデ。底 部内外 面ナデ。 橙色

普通

（北東 コーナー）

7

襲 B （13．0） 底部か ら体部の破片。 平底 。体部か 体 部内外面 ナデ。外面 中位 か ら下位 雲母　 ス コリア 40％　 P 8 6

土 師 器 C　 7．8 ら目線部にかけ， 内鸞気 味に立ち上 へラ磨 き，内面一部へ ラナデ。底部 砂粒 床面 直上

がる。 外 面木葉痕有 り。 明赤褐色

普通

（北 東 コーナー）

図版番号 器　 種 部　 分 器 形　 e　手 法 の 特 徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

8

襲 体　 部 内外面ロクロナデ。外面平行タタキ，内面同心円状のアテ T P 9

須 恵 器 具痕有り。 覆土上層

内面　 黄灰色，外面　 灰褐色

9

薫 天井部 内外南口クロナデ。つまみ接着部に渦巻状の線刻，裏面に T P ll

須 恵 器 ヘラ記号有 り。 覆土中

灰白色

第醐考住居跡（第45図）

位置　調査I区北西部，C5C3区。

規模と平面形　長軸3．07m，短軸2．91mの方形である。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は41～51cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁際の一部に確認されている。上幅15cm，下幅8～12C恥　深さ4cmで，断面形はU字状である。

床　全面がほぼ平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

電　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで87cm，最大幅134cmタ壁に粘土を貼り付けて袖部を作ってい

る。火床部は，床面を12cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，竃奥が赤変しているほかは，赤変硬

化していない。煙道部は外傾して，垂直に立ち上がる。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

6　にぷい赤褐色

7　赤　褐　色

8　にぷい赤褐色

砂を中量，ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・砂を少量，ローム小ブロック・焼土粒子を微量含み，締まっている。
ローム粒子を少量，焼土粒子・砂・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・砂・灰褐色粘土粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
砂を多量，灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・焼土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子を中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土小ブロック・砂を少量，焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を微量含み，
粘性は弱く，締まりはない。

焼土粒子e粘土被熱変色ブロックを中量，炭化粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。火熱を受けた天井部の
一部が崩落した層と思われる。

焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

ぽッ匝　Plは北西コーナー部付近の西壁に位置し，長径19cm，短径14cmの不整楕円形で，深さ22cmである。性

格は不明である。

尊堂　6層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
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第45図　第11号住居跡実測図
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2　暗　褐　色　ローム粒子を中量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・白色砂粒を少量含み，粘性は
弱く，硬く締まっている。

3　暗　褐　色　ローム粒子・炭化物を中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色
粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を中量，炭化物・炭化粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締ま
っている。

5　褐　　色　ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼
土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

6　暗　褐　色　ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片105点，須恵器片157点，鉄製品1点（刀子）が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土

中から出土しているが，特に北東部に集中している。竃内から出土したものは約11％，北東部から出土したも

のが約37％，南東部から出土したものが約12％，南西部から出土したものが約12％，北西部から出土したもの
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が約18％，その他が約10％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約43％と一番多く，覆土

中層が約24％，覆土下層と床面直上が約23％，その他が約10％である。第46図1の須恵器杯が竃手前の覆土下

層から，2の須恵器杯が西壁寄りの覆土下層から，5の土師器鉢が中央部の覆土下層から，7の土師器嚢が竃

内と竃西側の覆土下層から，8の刀子が竃手前の覆土中層からそれぞれ出土している。7の土師器嚢など竃奥

から出土した土器片のほとんどが，二次焼成を受けていないが，竃材の粘土の上位より多く出土していること

から，竃の補強材として利用された可能性が高いと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀前葉）と考えられる。

く二二プ二⊂＝⊃工＝⊃二

窃

第46図　第11号住居跡出土遺物実測図
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第m号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　　 考

第46図 杯 A　 12．8 体部と目線部の一部欠損。平底。体 日録部内外面 ・体部内外面ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 80％　 P 87

1 須 恵 器 B　　 4．0 部から目線部にかけ，直線的に立ち デ。外商下位手持ちへラ削 り。底部 暗灰黄色 外面スス付着

C　　 6．8 上がる。 一方向の手持ちへラ削 り。 普通 覆土下層

（竃手前）

2

杯 A n 2．9］ 体部と白線部の一部欠損。平底。体 目線部内外面 ・体部内外面ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 70％　 P 88

須 恵 器 B　　 4．1 部から目線部にかけ，内攣気味に立 デ。外面下位手持ちへラ削 り。底部 灰黄色 覆土下層

C　 8．0 ち上がる。 回転へラ削 り後，ヘラ削り。 普通 （酋壁寄 り）

3

圭不 A ［13．8］ 底部から目線部の破片。平底。 目線部内外面 ・休部内外面ロクロナ 長石　 砂粒 25％　 P 89

須 恵 器 B　　 3．7 体部から目線部にかけ，直線的に立 デ。外面下位手持ちへラ削り。 褐灰色 覆土上層

C ［7．6］ ち上がる。目線端部はわずかに外反

する。

普通 （東壁寄 り）

4

董 A ［13．6］ 天井部から日縁部の破片。天井部は 天井部内外面 ・目線部内外面ロクロ 石英　 雲母　 砂粒 30％　 P 92

須 恵 器 B （2．1） 平坦で，健やかに開 く。端部は屈曲 ナデ。頂部回転へラ削 り。 灰色 覆土中層

して垂下する。 普通 （南西コーナー）

5

鉢 A　 24．2 底部から目線部の一部破損。平底。 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 長石　 石英　 砂粒 70％　 P 93

士 師 器 B　 14．9 体部から目線部にかけ，中位に稜を デ。外面下位へラ削り。 にぷい橙色 覆土下層

C ［8．2］ 持ち，内攣気味に立ち上がる。目線

部は強 く外反 し，端部はつまみ上げ

られている。

普通 （中央部）

6

小 形 嚢 B （4．6） 底部から体部の破片。平底。体部は 体部内外面ナデ。外面下位へラ削り。 スコリア　 砂粒 20％　 P 95

土 師 器 C　　 6．0 内攣気味立ち上がる。 にぷい赤褐色

普通

覆土下層

（竃手前）

7 i 聾 A ［22．2］ 体部から目線部の破片。体部から日 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 長石　 石英　 雲母 30％　 P 94

士 師 器 B （25。0） 縁部にかけ学内攣気味に立ち上がる。 デ。 にぷい橙色 竃内

目線部は強く外反し，中位に明瞭な

稜を持ちタ　端部はつまみ上げられて

いる。

普通 覆土下層

（竃西側）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 上 土 地 点

備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

8 刀　　　　 子 ［12．6］ （1．5） 0．3 （7．65） 覆土中層（竃手前） M ll

図版番号 券　 種 部　 分 音 形 ・手 法 の 特 徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

9

襲 体　 部 体部は内攣気味に立ち上がる。外面交互に交差する平行夕 T P 13

須 恵 器 タキ。内面ナデ 　ゝアテ具痕有り。 覆土上層（北西コーナー）

灰白色

第臓考住居跡（第47図）

位置　調査I区西部，C5e4区。

規模と平面形　長軸3．36m．短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は40～45clllで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅19～34C恥　下幅3～13C恥　深さ4～10cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦である。全面に貼床が施されており，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚日部から煙道部までH2C恥　最大幅126C恥　壁外への掘り込み40cmである。火床

部は，床面を20cmほど掘りくぼめた後，上に極暗赤褐色士を貼り，火床面を作っている。その上面は火熱を受
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第47図　第13号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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けて，若干の赤変がみられるが，硬化していない。竃奥から煙道部にかけては，火熱を受けて赤変硬化してい

る。袖部は，床面を10～17cmほど掘りくぼめた後，灰褐色粘土を壁際に貼り付けており，高さ33～43cmで，内

面の上部から中央部にかけては，火熟を受けて赤変している。煙道部は外傾して立ち上がる。土層は12層に分

けられた。そのうち，1～4層は天井部や袖部の崩落土など，5層は火床部の貼床層，6～11層は袖部の土層，

12層は竃手前の貼床層である。

竜土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子を多量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性
は弱く，硬く締まっている。

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

4　極暗赤褐色

ローム粒子を少量，焼土小ブロック・焼土粒子・白色粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を中量，焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂を少量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
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5　極暗赤褐色

6　明赤褐色

7　にぷい橙色

8　にぷい橙色

9　褐　　　色
10　黒　褐　色

11赤　褐　色

12　褐　　　色

焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を中鼠　炭化粒子・焼土中ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まりは
ない。

粘土被熱変色ブロックを多量，焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている

焼土粒子・灰褐色粘土小ブロック・灰褐色粘土粒子を少鼠　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロ、ノクを微量
含み，粘性は弱く，締まっている。

灰褐色粘土小ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を少量，焼土小ブロック。灰褐色粘土小ブロック・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム小ブロックを少量，灰褐色粘土小ブロック・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土小ブロック・灰褐色粘土粒子を少量，ローム粒子・焼土小ブロックを微量

含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを微量含み，粘性が強く，締まっている。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。PlとP3は径15～17cmの円形，P4は長径28cm，短径18cmの不整楕円形で，深さ

7～9cmである。P2は径21cmの円形で，深さ20cmである。いずれも各コーナー部付近に位置し，主柱穴と考え

られる。P5は長径24C恥短径且8cmの楕円形で，深さ6cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピット

と考えられる。

覆土　9層からなり，自然堆積と思われる。10層は貼床の層である。

土層解説

1　灰

2　暗

3　暗

4　黒J l tl

灰
暗
暗
暗
灰
褐

5
　
6
　
7
　
8
　
9
　
1
0

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小ブロックのローム粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
ローム小ブロック・ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム小ブロック・ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム小ブロックeローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子・砂を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子を中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を少量，ローム小ブロック・灰褐色土を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている

遺物　土師器片56点，須恵器片76点，灰粕陶器主査，石製品1点（紡錘車），鉄製品2点（刀子）が出土して

いる。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，北西部が少ない。竃内から出土したものは細片

が多く，約6％である。北東部から出土したものが約23％，南東部から出土したものが約32％，南西部から出

土したものが約29％，北西部から出土したものが約8％，その他が約2％である。またタ　竃を除いた遺物の出

土層位は，覆土上層から覆土中層が約58％，覆土下層と床面直上が約42％で，ほぼ平均的である。第48図2の

須恵器盤と3の須恵器蓋が南壁寄りの覆土下層から出土している。4の須恵器鉢が竃内焚日部から手前にかけ

て，5の須恵器捏鉢が中央部東寄りの床面直上から，6の土師器手淫土器が南東コーナー部付近の覆土上層か

ら，7の紡錘車が北西コーナー部付近の覆土下層から，8と9の刀子が西壁寄りの覆土下層からそれぞれ出土

している。覆土上層から出土している灰寒由陶器平瓶は，猿投棄産黒笹14号窯式と考えられる。第63号住居跡か

ら出土した個体と接合することから，後世の撹乱による混入の可能性がある。

所凰　時期はタ　遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後菓）と考えられる。

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 8図 杯 B （2．9） 底部か ら体 部の破片。平底。体部か 体部 内外面 ロ クロナデ。底部 回転へ 長石　 砂粒 50％　 P 9 6

1 須 恵 器 C　　 8．2 ら目線部 にかけ，直線的に立 ち上が ラ削 り後 ，へ ラ削 り。 灰黄色 覆土上層

る。 普通 （東壁 寄 り）

2

盤 A　 2 1．0 ロ縁部 の一部 欠損。 高台部 は長 く， 日録部内外面 ・体 部内外 面 ロクロナ 長石　 石英　 雲母 90％　 P 97

須 恵 器 B　　 5．1 「ハ 」字状 に 開 く。平底 。体部 か ら デ。底部回転 へラ削 り後，ナデ。高 砂粒 覆土下層

D　 13．0

E　 l．3

目線 部にかけ， 中位 に明瞭な稜 を持

ち，直線的に立 ち上 がる。目線 部は

外反 する。

台部貼 り付 け，ロクロナデ。 にぷい黄色

普通

（南壁寄 り）
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第48図 蓋 A　 15．8 つ まみか ら目線部 の破 片。扁平なボ つ まみ ・天 井部 内外而 ・目線部内外 石 英　 雲母　 砂粒 60％　 P 9 8

3 須 恵 器 B　 2．8 タ ン状 のつ まみ を持つ。 天井部は平 面 ロクロナ デ。頂部 回転 へラ削 り。 灰 黄色 覆土下層

F　 2．5

G　 O．9

坦 でプ　内攣 気味 に開 く。 端部は屈曲

して垂 下する。

普通 （南壁寄 り）

4

鉢 A ［姐 6］ 底部 か ら口縁 部の破片。体 部か らロ 口縁 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 石英　 雲 母　 砂粒 40％　 P 9 9

須 恵 器 B　 21．3 緑部 にかけ，内攣気 味に立 ち上が る。 デ。体 部外面上位平行 タタキ，下位 スコ リア 竃 内

C ［15．4］ 日縁部 は強 く外 反 し，端部 は折 り返

され る。

ヘラ削 り。内面 アテ具痕有 り。 にぷい橙色

普通

（焚口部）

5

捏　　 鉢 B （7．1） 体部 の一部 欠損 。円盤状 の厚い平底。 休 部内外 面 ・底 部内面 ロ クロナデ予 砂粒 70％　 P lO O

須 恵 器 C　　 9．3 体部 は直線 的に立ち上が る。 底部 回転 へ ラ切 り後，ヘ ラ削 り。 内面　 灰黄褐色

外面　 褐灰色

普通

床面直上

（中央部東寄 り）

6

手捏土器 A　 5．0 平底。 体部 は直立 して立 ち上 が り， 日録部 内外 面横 ナデ。体部内外面へ ス コリア　 砂粒 95％　 P lO l

土 師 器 B　　 2．2

C　 4．2

目線部 に至 る。 ラナデ。体 部 ・底 部指頭痕有 り。 にぷい褐色

普通

覆土上層

（南東 コーナー）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

巨 質

出 土 地 点 備　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚 さ（cm）孔径（cm）重量（g）

7 紡　 錘　 車 4．6 （4．6） 2．2 0．7 （48） 滑　　 石 覆土下層沈西コーナー） Q 5

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 i 出 土 地 点

備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

8 ． 刀　　　　 子 賂5） 1．6 0．3 （8．65） 覆土下層（酋壁寄り） M 12

9 刀　　　　 子 ［7．5］ 0．9 0．3 （3．06） 覆土下層（西壁寄り） M 13

第掴考健腰掛（第49回）

位置　調査I区北部，C5e5区。

規模と平面形　長軸3．63m，短軸3．40mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は35－～68cl11で，外傾して立ち上がる。

壁湧　北壁周辺を除き，巡っている。上幅14～28C恥下幅3～14C恥深さ3～14cmで，断面形はU字状である。

床　全面がほぼ平坦であるが，西壁から東壁に向かって若干の傾斜（下り勾配）がみられる。床面は全蘭が締

まっており，特に，南西コーナー部と酋壁周辺を除いて，踏み固められている。また，北東コーナー部の手前

に，長径8且C恥短径5且cmの不整楕円形で，深さ28cmの掘り込みがみられる。P2と対比しても，柱穴ではないと

思われるので，住居内土坑として扱うことにする。土層の含有物から，竃から排出される灰などを廃棄した可

能性が考えられる。

住居内土坑土層解説

1　暗赤褐色　　灰褐色粘土粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
2　灰　赤　色　　灰褐色粘土粒子を中量，焼土粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

3　極暗赤褐色　　焼土粒子・灰を少量，焼土小ブロック・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

聴　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで106cm，最大幅156C恥　壁外への掘り込み48cmである。火床

部は，床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部は外

傾して，階段状に立ち上がる。竃内から出土した土器は細片であったが，天井部や袖部の崩落土と思われる5

層や7層の中から多く出土していることから，土器片を竃の補強材として利用していると考えられる。
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第49図　第14号住居跡実測図

寵土層解説

1　暗赤褐色
2　暗赤褐色

3　暗　褐　色

4　時赤褐色
5　暗赤褐色

6　明　褐　色

7　暗赤褐色

8　暗赤褐色
9　褐　　　色

2m

1m

当

旦23．8m　＿　　　旦

‾‾「ここ「　　「雫等ラ7‾‾
3

L　　　；　　＿」

L＿＿＿　　；　　　！

白色粒子を少量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子・白色粒子を少量，ローム粒子・焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子を多量，ローム粒子・焼土小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を少量
含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を少量，白色粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を多量，ローム粒子・炭化粒子を少量含み，粘性は弱
く，硬く締まっている。焼土は天井部または袖部の内壁の崩落と思われる。

ローム粒子・灰褐色粘土ブロック・灰褐色粘土粒子を多量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。天井部または袖部
の崩落土と思われる。

焼土中ブロック・焼土小ブロックを中量，焼土粒子を少量，炭化物を微量含み，粘性は弱く，締まっている。焼土は
天井部の内壁の崩落と思われる。

灰褐色粘土粒子を中量，炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子を多量，焼土粒子・灰褐色粘土ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，焼土中ブロック・焼土小ブロックを少
量含み，粘性を帯び，締まっている。

－82－



ピット　2か所（Pl。P2）。Plは長径19cm，短径17cmの楕円形で，深さ10cmである。南壁寄りに位置し，出

入口施設に伴うピットと考えられる。P2は北西コーナー部に位置し，径42～45cmの円形で，深さ13cmである。

性格は不明である。

P2土層解説

1にぷい赤褐色　ローム粒子・炭化粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

覆土12層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1　里Jllヽ

2　暗

3　暗

4　暗

5　褐

6　暗

7　暗

8　暗

9　暗

10　暗

11暗

12　灰

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
　
褐
褐
褐
褐
褐
褐
褐

ローム粒子・灰褐色土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を少量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子を少量，

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック・ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を少量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

炭化粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子を少量，炭化粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子・焼土粒子・砂を少量，焼土中ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まっている

ローム粒子・焼土粒子を少量，ローム中ブロック・ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている
ローム粒子を少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・灰褐色土を微量含み，粘性は弱く，締まっている
ローム小ブロック・ローム粒子を少量，焼土粒子・褐色土を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片225点，須恵器片268点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，

東半分から出土したものが約52％と多数を占める。竃内から出土したものは約10％，北東部から出土したもの

が約23％，南東部から出土したものが約29％，南西部から出土したものが約15％，北西部から出土したものが

約13％，その他が約10％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約42％，覆土中層が約44％，

覆土下層と床面直上が約14％で，覆土上層から覆土中層にかけて出土したものが約86％を占める。住居内土坑

からは土師器片4点が出土した。第50図1の須恵器杯が中央部の覆土下層から，3の須恵器盤が南東コーナー

部の覆土下層から，4の須恵器蓋が完形で東壁寄りの覆土下層から，7の須恵器高盤が南壁寄りの覆土下層か

らそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代中期（8世紀中葉）と考えられる。

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第50図 杯 A ［14．0］ 底部 か ら口緑部の破片。平底。体 部 日録部 内外面 ・体部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲 母 20％　 P lO 2

1 須 恵 器 B　 4．6 か ら口緑 部にかけ，直線的 に立 ち上 デ。底部 回転へ ラ削 り。 砂粒 覆土下層

C ［9．6］ が る。目線端部 はわずかに外 反する。 灰色

普通

（中央部）

2

盤 B （2．5） 高台部か ら体部 の破 片。高台部 は長 体部内外面 ロクロナデ。底部回転へ 長石　 砂粒 20％　 P lO 6

須 恵 器 D ［11．6］ く， 「ハ 」の字状 に 開 く。平底 。体 ラ切 り後， ナデ。 高台部貼 り付 け， 灰色 覆土中層

E　 l．2 部は直線的 に立 ち上 がる。 ロクロナデ。 普通 （中央部西寄 り）

3

盤 B （2．4） 高台 部 か ら体 部 の破 片。 高 台部 は 体 部内外面 ロクロナデ。外 面下位回 長石　 石 英　 雲母 30％　 P lO7

須 恵 器 D ［12．6］ 「ハ」 の字状 に 開 く。平底 。体部 は 転 へ ラ削 り。底 部 回転 へ ラ切 り後， 砂粒 覆土 下層

E　 l．1 直線 的に立ち上が り，下位 に明瞭な

稜 を持 つ。

ナデ。高台部貼 り付 け，ロクロナデ。 灰色

普通

（南東 コーナー）

4

蓋 A 15．8 扁平 なボタ ン状 のつ まみ を持つ。天 つ まみ ・天井部内外面 ・口緑部 内外 長石　 石英　 砂粒 100％　 P lO 8

須 恵 器 B　　 4．4 井部 は平坦 で，内攣気味 に立 ち上が 面 ロクロナデ。頂部回転へ ラ削 り。 灰色 覆土下層

F　　 3．6

G　 l．1

る。端部 は屈 曲 して垂下す る。 普通 （東壁 寄 り）

5

蓋 A ［13．0］ 天井部 と口緑部 の破 片。天井部は内 天井部内外面 ・目線 部内外面 ロクロ 石英　 雲母　 砂粒 40％　 P lO 9

須 恵 器 B （2．5） 攣気 味に立 ち上が る。端 部は屈曲 し ナデ。頂部 回転 へラ削 り。 灰 色 覆土下層

て垂 下する。 普通 （南東 コーナー）
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‾　　　　　‾　‾‥　　三‾

第50図 蓋 A［14．4］天井部と口緑部の破片。天井部は平天井部内外面・日録部内外面ロクロ雲母　砂粒 30％　PllO

6 須恵器B（2．3）坦で，内攣気味に立ち上がる。端部ナデ。頂部回転へラ削り後，ヘラナ灰黄褐色 覆土下層

は屈曲して垂下する。 デ。 普通 （竃手前）

7

高　　盤B（11．3）裾部から底部の破片。脚部はラッパ底部内外面・脚部内外面・裾部内外石英　雲母　砂粒60％　Plll

須恵器D　13．6 状に開き，3孔のすかしを有する。南口クロナデ。 灰色 覆土下層

E　9．0 裾部は平坦に広がり，端部は上方に

つまみ上げられている。

普通 （南壁寄り）

8

嚢 A［21．7］体部から口緑部の破片。体部から口口緑部内外面横ナデ。体部内外面ナ長石　砂粒 10％　P112

土師器B（7．7）縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。デ，内面一部へラナデ。 明赤褐色 覆土上層

ロ緑部は外反し，中位に明瞭な稜を

持ち，端部はつまみ上げられている。

普通 （北西コーナー）

9

嚢 A［23．1］体部から日録部の破片。体部から口口縁部内外面横ナデ。体部内外面ナ長石　石英　雲母5％　Pl13

土師器B（5．8）緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。デ。 砂粒 覆土中層

口縁部は強く外反し，中位に明瞭な

稜を持ち，端部はつまみ上げられて

いる。

明赤褐色

普通

（南西コーナー）

10

嚢 A［22．0］体部から日録部の破片。体部から口目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ長石　石英　雲母10％　Pl14

土師器B（6．2）緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。デ，内面一部へラナデ。 砂粒 覆土下層

日録部は外反し，中位に明瞭な稜を

持ち，端部はつまみ上げられている。

明褐色

普通

（東壁寄り）
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第51図　第15号住居跡実測図

第15号住居跡（第51図）

位置　調査I区北部，C5f6区。

重複関係　本跡は第5号土坑と重複している。第5号土坑が，本跡の中央部から南壁寄りにかけての覆土を掘

り込んでいることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．58m，幅2．46mの方形である。

主軸方向　N－170－E

壁　壁高は38－40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅14～30cm，下幅2～7cm，深さ2～4cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

寵　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部の一部は崩落しており，火床部，煙道部と煙

道部上部の天井部，両側の袖部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで127cm，最大幅104cm，壁外へ

の掘り込み58cmである。火床部は，床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，赤変硬化してい

ない。焚口部から35cm奥の火床部に第52図5の土製支脚を埋め込んでいる。焚口部と支脚の位置が，袖部の位

置に比べて，竃の手前近くに認められる。竃手前の床面には粘土痕は確認されておらず，袖部が張り出してい

たか不明である。このことから，袖の残存状態が悪いことも考えられるが，竃の両袖部の先端近くに掛け口が

設けられていた可能性も考えられる。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

寵土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗赤褐色

ローム粒子を多量，・ローム小ブロックを中量，ローム中ブロック・炭化粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

灰褐色粘土粒子を多量，ローム粒子・炭化粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロックを少量含み，粘
性を帯び，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロック・炭化粒子を少量，焼土中ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まっている。
焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を多量，炭化粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性
は弱く，締まっている。
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6　極暗褐色
7　極暗褐色

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中亀炭化粒子・焼土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を中量，ローム小ブロックe炭化物を少量含み，粘性を帯
び，締まっている。

尊堂　5層からなり，各層ともロームブロックを多く含んでいること，特に，2層でまだら状に堆積している

ことから，人為堆積と思われる。

土層解説

1極暗黒色　ローム粒子を多量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を中量，ローム中ブ
ロック・炭化物・焼土太ブロック・焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

2　黒　褐　色　ローム粒子を多鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・黒色土中ブロック・黒色

土中ブロックを中鼠炭化物・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・黒色土太ブロックを少量含み，粘性を
帯び，締まっている。

3　黒　褐　色　黒色土大ブロックを多量，ローム粒子・黒色土中ブロック・黒色土中ブロックを中鼠　ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化粒子e焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

4　黒　　色　黒色土大ブロック・黒色土中ブロック・黒色土小ブロックを多量，ローム大ブロック・ローム粒子・炭化物。焼土中
ブロックを少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

5　極暗褐色　ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土粒子・黒色土中ブロックを少量含
み，粘性を帯び，締まっている。

遺物　土師器片137息須恵器片67息土製品1点（支卿）が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中

から出土している。竃内から出土したものが一番多く，約37％であるが，ほとんどが細片で実測できなかった。

その他は平均的で言ヒ東部から出土したものが約且2％，南東部から出土したものが約14％，南西部から出土し

たものが約摘％　北西部から出土したものが約且8％，その他が約5％である。また，竃を除いた遺物の出土層

位は，覆土上層が約34％，覆土中層が約28％，覆土下層と床面直上が約38％で一番多かった。第52図1と3の

土師器嚢が竃内の焚口部から，2と4の土師器嚢が竃手前の覆土下層から，5の土製支脚が竃内からそれぞれ

出土しているt。

所凰　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀後菓）と考えられる。

第且5号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第52図 嚢 A　 20．6 底部欠損。体部から目線部にかけ， 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 長石　 石英　 雲母 90％　 P l16

1 土 師 器 B （29．8） 内攣気味に立ち上がる。日録部は外 デ，一部へラナデ。外面中位から下 スコリア　 砂粒 竃内

反 し，中位に明瞭な稜を持つ。端部

はつまみ上げられている。

位へラ磨 き。 にぷい橙色

普通

（焚日部）

2

聾 A　 21．6 底部欠損。体部か ら目線部にかけ， 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 雲母　 砂粒 70％　 P l17

土 師 器 B （30．9） 内攣気味に立ち上がる。目線部は外 デ，一部へラナデ。外面中位から下 にぷい橙色 覆土下層

反し，端部はつまみ上げられている。

口唇部に棒状工具による凹線を巡ら

す。

位へラ磨き。 普通 （竃手前）

3

聾 A　 20．5 体部の一部欠損。体部から目線部に 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 長石　 石英　 雲母 70％　 P l18

土 師 器 B　 31．3 かけ，内攣気味に立ち上がる。目線 デ，一部へラナデ。外面下位へラ削 砂粒 竃内

C　 lO．0 部は外反 し，中位に明瞭な稜を持つ。

端部はつまみ上げられている。

り。底部ナデ。 明赤褐色

普通

（焚口部）

4

聾 A ［22．6］ 体部から日録部の破片。体部から口 日録部内外面横ナデ。体部内外面ナ 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 119

土 師 器 B （7．1） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ，内面一部へラナデ。 橙色 覆土下層

日録部は強く外反し，中位に明瞭な

稜を持つ。端部はつまみ上げられて

いる。

普通 （竃手前）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 i 出 土 地 点

備　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

5 支　　　　 脚 （12．1） 8．7 6：9 （513） 竃内 D P 2
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第帽考住居跡（第53図）

位置　調査I区北部，C5a8区。

重複関係　本跡は第17号住居跡と重複している。本跡が，第17号住居跡の竃東半分から北東コーナー部寄りの

覆土を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．35m，短軸4．05mの長方形である。竃の両側2か所に棚部が付設されている。東棚は，

長さ118cm，幅43～51cmの長方形で，床面からの高さは19cmである。西棚は，長さ176cm，幅48～62cmの長方形

で，床面からの高さは31cmである。棚部を除いた規模は，長軸4．05m，短軸3．75mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は34～40cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅18～45cm，下幅5～17cm，深さ6～10cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

囁　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで119cm，最大幅104cm，壁外への掘り込み24cmである。火床

部は，床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて西側の袖部内側が赤変硬化している。焚口部から81cm

奥の火床部に第56図18の雲母片岩を埋め込んでいる。18が加熱を受けて赤変していることから，支脚として利

用していたと考えられる。また，17の雲母片岩も加熱を受け，赤変していることから，同様に支脚として利用

された可能性がある。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。第54図8や9の土師器高台付埠など，西袖の

内部に貼り付けられていた遺物は，竃の補強材として利用されたものと考えられる。

竃土層解説
1　暗赤褐色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

7　暗赤褐色

ローム粒子を少量，ローム小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子を多量，ローム粒子を中量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，
硬く締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を多量，焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロックを少量含み，粘
性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を多量，炭化粒子・焼土中ブロックを中量，炭化物・焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，
締まっている。

焼土粒子を多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロックを沖量，炭化物・炭化粒子・灰褐色粘土粒子を少量
含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

焼土中ブロック・焼土粒子を多量，焼土中ブロックを中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土大ブロック・灰褐色粘土粒
子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ピット　Plは長径22cm，短径19cmの楕円形で，深さ15cmである。南壁寄りに位置し，その周囲は馬蹄形状に

3cmほど盛り上がり，踏み固められていることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積と思われる。

色
色
色
色
色
色

褐
褐
褐
摘
　
褐

日

説
暗
暗
黒
極
褐
灰

解層

1

2

　

3

4

　

5

6

土

白色粒子を少量，焼土中ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土粒子・白色粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム小ブロック・炭化物・焼土中ブロック微量を含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子を中量，ローム小ブロック・焼土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

灰褐色粘土粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量，ローム粒子を微量含み，粘性を帯び，締まり
はない。

遺物　土師器片502点，須恵器片92点，灰粕陶器3点，石2点（支脚として利用されたと思われる雲母片岩）が

出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，南半分と竃から出土したものが多い。

竃内から出土したものは約22％，北東部から出土したものが約13％，南東部から出土したものが約21％，南西

部から出土したものが約19％，北西部から出土したものが約14％，その他が約11％である。また，竃を除いた

遺物の出土層位は，覆土中層以下のものが多く，覆土上層が約15％，覆土中層が約40％，覆土下層と床面直上
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が約35％，その他が約10％である。竃内から出土したものは　第封図4と5の須恵器捧（支卿周辺），7の須

恵器杯（中央と支脚の上，竃手前の覆土下層），2の土師器埠と14の須恵器鉢（西袖の際），6の須恵器捧

（支卿周辺と南西コーナー部寄りの床面直上），8と9の土師器高台付棒，10の土師器高台付皿（西袖内部）が

あげられる。その他としては，1の土師器埠（墨書「本井」）が北東コーナー部の覆土下層から，第55図16の

灰粕陶器長頸瓶が中央部の覆土中層から，17の雲母片岩が南東コーナー部寄りの床面直上からタ　第56図18の雲

母片岩が竃奥西寄りからそれぞれ出土している。竃奥や火床面から出土した，多くの土器については，二次焼

成を受けていないこと，6や7の須恵器杯のように竃内と竃外から出土した破片が接合している例があること

から，住居廃絶後に廃棄されたものと考えられる。また，16の灰粕陶器長頚瓶の産地は不明である。

新風　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第且6号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm）

l
器　 形　 の　 特　 徴

I
手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 】 備　 考

第 5 4図 杯 A　 1 3．7 目線 部の一部欠損。平底。体 部か ら 目線 部内外 面 e 体部 内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 95％　 P 12 0

1 土 師 器 B　　 4．2 目線 部にかけ，中位 に明瞭 な稜 を持 デ。体部外 面下位回転へ ラ削 り，内 ス コリア 内面黒色処理

C　　 7．1 ち， 内攣気 味に立 ち上が る。 目線端 面 か ら底 部内面 にか けてへ ラ磨 き。 内面　 黒色 体部外面墨書「本井」

部 はわず かに外 反す る。 底部外面 回転 へ ラ削 り後， ナデ。 外面　 にぷい橙色

普通

覆土下層

（北東 コー ナー）

2

杯 A 白4．4］ 底部か ら目線 部の破 片。平底。体部 ＝縁部内外面 ・休 部内外面 ロクロナ 雲母　 ス コリア 5 0％　 P 124

土 師 器 B　　 3．8 か ら目線部 にかけ，中位に明瞭 な稜 デ。体部外面下位 回転 へ ラ削 り，内 砂 粒 竃 内

C　 6．6 を持 ち，内攣気味 に立ち上が る。口 面か ら底 部 内面 にか けてへ ラ磨 き。 にぷい橙色 （西袖の際）

緑 端部はわずか に外 反する。 底 部外 面手持 ちへ ラ削 り後 ，ナデ。 普通

3

杯 Å ［1 3．4］ 底 部か ら目線部の破 片。平底 。体部 口縁 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 30％　 P 1 26

須 恵 器 B　　 4．1 か ら目線部にかけ， 中位 に明瞭な稜 デ。体部外 面下 位手持 ちへ ラ削 り。 にぷ い橙色 竃内

C　 6．0 を持 ち，内攣気味 に立 ち上 がる。目

線端部 はわずかに外反す る。

底部外 面回転 へ ラ削 り後， ナデ。 普通 （酋袖脇棚 部）

4

杯 A 13．1 底部 と目線 部の一部欠損。平底。体 H 縁部 内外面 ・休部内外面 ロクロナ 雲母　 ス コリア 9 0％　 P 12 1

須 恵 器 B　　 4．0 部か ら日録部 にかけ，下位 と中位 に デ。体部外面 下位回転へ ラ削 り。底 砂粒 竃内

C　　 5．3 明瞭 な稜 を持 ち，内攣気味 に立 ち上

が る。日録端 部はわず かに外 反する。

部外面 回転へ ラ削 り後，ナデ。 橙色

普通

（支脚周辺）

5

杯 A　 14．2 底部 と日録部 の一部 欠損。平底。体 日経 部内外面 ・体 部内外 面 ロクロナ 石 英　 雲母　 砂粒 8 0％ P 122

須 恵 器 B　　 4．0 部か ら口縁部 にかけ，中位に不明瞭 デ。体部外面下位 回転 へラ削 り。底 スコ リア 竃 内 （支脚周 辺）

C　 7．0 な稜 を持ち，内攣気味 に立 ち上が る。

目線端 部はわずか に外反 する。

部外 面回転へ ラ削 り後 ，ナデ。 橙色

普通

6

杯 A ［14．6］ 体部 と目線部の破片。平底 。体 部か 目線部 内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 長石　 石英　 雲母 30％　 P 12 5

須 恵 器 B （4．0） ら目線 部にかけ，中位 に不 明瞭な稜 デ。体部外 面下位手持 ちへ ラ削 り。 砂粒 外面スス付着

を持 ち，内攣気 味に立 ち上が る。 口 にぷい黄橙色 竃内 （支脚周辺）

縁端部 はわず かに外反す る。 普通 床面直上

（南西 コーナー）

7

杯 A　 13．5 底部か ら目線部 の破 片。平底。体部 日縁部内外面 ・休 部内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 6 0％　 P 12 3

須 恵 器 B　　 4．7 か ら口緑部 にか け，中位に不明瞭 な デ。体部外面下位 回転 へ ラ削 り。底 ス コリア 竃 内

C　　 5．8 稜 を持 ち， 内攣気味 に立 ち上が る。 部外 面回転へ ラ削 り後 ，ナデ。 にぷい黄橙色 （中央と支脚の上）

日録 端部 はわずか に外反 する。 普通 覆土下層 （竃手前）

8

9

高台付 杯 A ［14．4］ 体 部 と目線部の一部欠損。 高台部は 口縁 部内外面 ・休部 内外 面ロク ロナ スコ リア　 砂粒 60％　 P 127

土 師 器

高台付杯

B　 5．8 「ハ」 の字状 に 開 く。平底 。体部 か デ。体 部外 面下位 回転へ ラ削 り，内 内面　 褐灰色 内面黒色処理

D　　 7．6 ら口緑 部にかけ，下位 と中位 に明瞭 面 か ら底 部内面 にか けてへ ラ磨 き。 外面　 橙色 竃内

E　 l．0

A ［13．4］

なを持 ち，内攣気 味 に立ち上 がる。 底部外面 回転 へ ラ削 り後， ナデ。 高 普通

雲母　 ス コリア

（西袖 内）

60％　 P 12 8

目線端部 はわずかに外反す る。 台部貼 り付 け，ロ クロナデ。

高台部か ら目線 部の破片。高台部 は 目線部内外面 ・体 部内外面 ロクロナ

土 師 器 B　　 5．1 「ハ 」の 字状 に開 く。 平底。体 部か デ。体部外面下位 回転へ ラ削 り， 内 砂粒 内面黒色処理

D　　 7．2 ら日録部 にか け，内攣気味に立 ち上 面か ら底 部 内面 にかけ てへ ラ磨 き。 内面　 黒色 竃内

E　 l．1 がる。 底 部外面回転へ ラ削 り後，ナデ。高

台部貼 り付け， ロクロナデ。

外 面　 にぷい橙色

普通

（西袖内）
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第54 図 高台付皿 A　 13．4 体部 と口緑部 の一部欠損。高台部 は 口緑部内外面 ・体部 内外面 ロタロナ 砂 粒 70％　 P 12 9

10 土 師 器 B　　 3．2 長 く， 「ハ」 の字 状 に開 く。 平底。 デ。体部外面下位 回転へ ラ削 り，内 内面　 黒褐色 内面黒色処 理

D　　 7．4 体部か らロ緑部 にかけ，内攣気味に 面か ら底 部内面 にか けてへ ラ磨 き。 外 面　 にぷい橙色 竃内

E　 l．3 立ち上が る。 口縁端 部はわずかに外 底部外 面回転へ ラ削 り後， ナデ。 高 普通 （西袖内）

反する。 台部貼 り付け， ロタロナ デ。

11

高台付皿 A ［13．8］ 高台部か ら口緑部の破片。 高台部は 口緑 部内外面 ・体部内外面 ロクロナ 砂粒 50％　 P 1 30

須 恵 器 B　 2．6 「ハ 」の字状 に 開 く。平底 。体部 か デ。体 部外面下位回転へ ラ削 り。底 にぷい褐色 覆土上層

D　 7．2 ら口緑 部にかけ，内攣気味 に立 ち上 部外面 回転へラ削 り後，ナデ。高台 普通 （中央部）

E　 l．6 が る。口緑端部 はわず かに外反す る。 部貼 り付 け，ロクロナデ。 覆土下層

（西壁 寄 り）

亀
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第55図　第16号住居跡出土遺物実測図（2）
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第5滴　筑媚号住居跡離土遣物実測図（3）

第54図 鉢 A ［31．2］ 体部から目線部の破片。体部から口 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 雲母　 砂粒 10％　 P 131

12 土 師 器 B （12．0） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ，内面一部へラナデ。 内面　 黒色 内面黒色処理

口緑部は外反し，端部はつまみ上げ 外面　 橙色 覆土下層

られ，口唇部に棒状工具による凹線

を巡 らす。

普通 （南壁寄 り）

13

鉢 A ［28．0］ 体部から目線部の破片。体部から口 目線部内外面ロクロナデ。体部外面 長石　 雲母　 砂粒 10％　 P 132

須 恵 器 B （11．0） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 平行叩 き。内面ナデ，アテ具痕有り。 にぷい黄橙色 覆土中層

口緑部は外反 し，端部は垂直につま

み上げられ，口唇部に棒状工具によ

る凹線を巡らす。

普通 （竃手前）

14

鉢 B （17．9） 底部から体部の破片。平底。体部か 体部外面平行叩き，下位へ ラ削 り。 石英　 砂粒 30％　 P 133

須 恵 器 C　 22．0 ら目線部にかけ，内攣気味に立ち上 内面ナデ。底部内外面ナデ。 にぷい黄色 竃内

がる。 普通 （西袖の際）

第55図 小 形 嚢 A ［14．2］ 体部から口緑部の破片。体部から口 口緑部内外面横ナデ。体部内外面ナ 砂粒 10％　 P 134

15 土　師 器 B （7．2） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ，内面一部へラナデ。 明赤褐色 覆土下層

目線部は外反し，端部はつまみ上げ

られ，口唇部に棒状工具による凹線

を巡らす。

普通 （竃東脇）

16

長 頸 瓶 B （8．0） 高台部から体部の破片。高台部は短 体部内外面ロクロナデ。底部外面回 石英　 砂粒 20％　 P 136

灰寒由陶器 D ［9．4］ く，「ハ」の字状に開く。平底。体 転へラ削 り後，ナデ。高台部貼 り付 黄灰色 覆土中層

E　　 O．9 部から目線部にかけ，内攣気味に立

ち上がる。

け，ロクロナデ。 普通 （中央部）

産地不明
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図版番号 種　 別
計　　 測　　 値

石　　 質 出　土 地 点 備　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第55図17 石 14．4 7．6 5．7 9 83 雲母片岩 床面直上 （南東コーナー） Q 6　 支脚転用か

第56図18 石 23．5 16．8 8．4 4 2 90 雲母片岩 竃内 Q 7　 支脚転用

図版番号 器　 種 部　 分 器 形 ・手 法 の 特 徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

第55図 鉢 体　 部 目線部は強く外反 し，口唇部に棒状工具による凹線を巡ら T P14

19 須 恵 器 ノ　、　．′

目線部

す。目線部 ・体部内外面ロクロナデ。体部外面平行タタキ。 覆土上層

浅黄橙色

20

賓

須 恵 器 体　 部

内外面ロクロナデ。外面平行タタキ，内面アテ具痕有り。 T P 15

竃内

黒褐色

第膵考住居跡（第57図）

位置　調査I区北部，C5a7区。

重複関係　本跡は第16019号住居跡と重複している。第16号住居跡が本跡の竃から北東壁寄りの覆土を，第19

号住居跡が本跡の竃から南壁寄りの覆土を掘り込んでいることから，いずれよりも本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．72m，短軸3．56mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は64～70cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　南東コーナー部と南西コーナー部の一部を除き，巡っている。上幅12～36cm，下幅3～11cm，深さ2～

5cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，主柱穴の周辺を除いて，踏み固められている。

電　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで96cm，最大幅Ⅲ5cm，壁外への掘り込み49cmである。火床部

は，床面を2cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，両袖部の際を除いて，赤変硬化していない。煙

道部は外傾して，緩やかに立ち上がったのち，垂直に立ち上がる。

電土層解説

1　暗　褐

2　褐

3　黒

暗褐
6　暗赤褐
7　暗赤褐
8　暗赤褐

色
色
色
色
色
色
色
色

9　極暗赤褐色
10　暗赤褐色

11極暗赤褐色
12　極暗赤褐色

13　黒　褐　色
14　黒　褐　色

炭化粒子・焼土中ブロック・パミスを微量含み，粘性を帯び，締まっている。

焼土小ブロック・パミスを少量，炭化粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

焼土粒子・灰を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。
灰褐色粘土粒子・灰を少量，焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

焼土中ブロックを中量含み，粘性を帯び，締まりはない。
焼土中ブロックを少量，焼土大ブロックを微量含み，強い粘性を帯び，締まっている。

焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を中量，焼土中ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。火熱
を受けた天井部の一部が崩落した層と思われる。

焼土粒子を少量，焼土中ブロック・パミスを微量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を多量，炭化物を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。火熱を受
けた天井部の一部が崩落した層と思われる。

焼土粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロックを微量含み，強い粘性を帯び，締まりはない。
焼土小ブロック・焼土粒子を少量，炭化粒子・焼土中ブロックを微量含み，強い粘性を帯び，締まりはない。

炭化粒子を少量，ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
灰褐色粘土粒子を中量，ローム小ブロックを少量，焼土粒子を微量含み，強い粘性を帯び，締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。PlとP3は長径25cm，短径21～23cmの楕円形，P2とP4は径14～22cmの円形で，

深さ25～32cmである。各コーナー部寄りに位置し，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径38cm，短径33cm

の楕円形で，深さ10cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土13層からなり，自然堆積と思われる。
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土眉解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色
3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。
ローム粒子を多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・焼土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締ま

っている。
ローム粒子・炭化物・灰褐色粘土粒子を少量，炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く

締まっている。

5　暗　褐　色　灰褐色粘土粒子を多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロックを少量，焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，
硬く締まっている。

6　極暗褐色　　灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を少量，炭化粒
子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

7　暗

8　黒

9　極

10　暗

11暗

12　暗

13　極

褐　色

褐　色

暗褐色
褐　色

褐

褐

暗褐

色

色

色

ローム粒子を中量，炭化物を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子・焼土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化物を少量，焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム中ブロック・ローム粒子を中量，炭化粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。
ローム粒子を中量，炭化物・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

遺物　土師器片95点，須恵器片37点，鉄津1点，礫1点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中か

ら出土しているが，細片が多く，中央部を中心に集中している。竃内から出土したものは約7％，北東部から

出土したものが約10％，残りの範囲から出土したものが約83％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，

覆土上層が約51％と多く，覆土中層が約24％，覆土下層と床面直上が約25％である。第58図1の須恵器杯が北

東コーナー部と東壁寄りの覆土下層，2と3の須恵器杯，5の土師器小形嚢と6の土師器小形嚢が中央部の覆

土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後葉）と考えられる。

第58図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

‘′て

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　1－卜　　　…l

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第58図 士不 A　13．6 体部と口緑部の一部欠損。平底。体 口縁部内外面・休部内外面ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 70％　 P 137

1 須 恵 器 B　　4．2 部から口緑部にかけ，内攣気味に立 デ。底部手持ちへラ削り。 灰白色 覆土下層

C　 7，8 ち上がる。口緑端部はわずかに外反

する。

普通 （北東コーナー，

東壁寄り）

2

杯 A ［14．8］底部から口緑部の破片。平底。休部 口緑部内外面・休部内外面ロタロナ 長石　 砂粒 50％　 P 138

須 恵器 B　 4．1 から口緑部にかけ，直線的に立ち上 デ。底部回転へラ切り後，ナデ。 にぷい黄橙色 覆土下層

C　 9，2 がる。ロ縁端部はわずかに外反する。 普通 （中央部）
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第58図 杯 A ［14．2］ 底 部か ら目線部の破片 。平底。体部 ＝縁部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 50％　 P 139

3 須 恵 器 B　 4．6 か ら目線 部にかけ，直線 的に立ち上 デ。底部回転へ ラ削 り後 ，ナデ。 灰 黄色 覆土下層

C　 8．0 がる。日録端部 はわずかに外反す る。 普通 （中央部）

4

高　　 盤 B （2．2） 脚部 か ら体 部の破片。平底。体 部は 体 部内外 面 ロクロナデ。底部 回転 へ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P l4 0

須 恵 器 直線 的に立 ち上が る。 ラ削 り。 灰 オリーブ色

普通

覆土上層

5

小 形 聾 A ［20．2］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 か ら日 口縁部 内外面横 ナデ。休部内外面 ナ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P 14 1

土 師 器 B （5．3） 縁部 にかけ，内攣気味 に立 ち上がる。 デ，内面一部へ ラナデ。 にぷい黄橙色 覆土下層

目線部 は外反 し，中位 に明瞭 な稜 を

持ち，端 部はつ まみ上げ られている。

普通 （中央部）

6

小 形 嚢 A ［14．2］ 体 部か ら目線部の破片 。体 部か ら日 目線部内外面横 ナデ。体 部内外面ナ ス コリア　 砂粒 10％　 P 142

土 師 器 B （5．0） 縁 部にかけ，内攣気 味に立 ち上が る。 デ。 にぷい橙 色 覆土下層

日録 部は外 反 し，中位 に明瞭な稜 を

持つ。

普通 （中央部）

第欄考健腰掛（第59図）

位置　調査I区北部，C5b7区。

重複関係　本跡は第温7号住居跡と重複している。本跡が，第17号住居跡の南壁寄りの覆土を掘り込んでいるこ

とから，本跡が新しい。

規模と平面形　本跡の西半分が撹乱を受けているがラ　長軸［姐7］m，短軸［4。鋸］mの方形と推定される。竃の

両側2か所に棚部が付設されている。東棚は，長さ封はcm　幅舶cmの長方形でタ　床面からの高さは35cmである。

西棚は，長さ且58C恥幅47cmの長方形で，床面からの高さは36cmである。棚下の竃脇壁面に砂混じりの黄灰色粘

土を貼り付けている。棚部を除いた規模は，長車由4。01m，短車由3．58mの長方形である。

棚部土層解説

1灰　褐　色　　黄灰色粘土粒子を少量，ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

2　明褐灰色　　黄灰色粘土粒子・砂を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は54－63cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部から南東コーナー部を経て，出入日ピット付近まで半周している。上幅21～30cm，下幅

2－9cm，深さ4cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，全体が締まっている。

魔　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚日部から煙道部まで138cm，最大幅126cm，壁外への掘り込み55cmである。火床

部は，床面をほとんど掘りくぼめておらず，火熱を受けているが，焚日部から竃奥にかけての両袖部内側を除

いて，赤変硬化していない。焚日部から60cm奥の火床部墜石製支脚を立てた状態で埋め込んでいる。この石製

支脚は火熟を受け，もろくなっており，実測は不能で，石質は不明である。また，石製支脚の上に灰褐色粘土

を載せ，その上に第60図4の土師器小形嚢が遵位で置かれている。二次焼成を受け，ススが付着していること

から，石製支脚と一体で利用されていたと思われる。支卿の位置は，火床部中央よりも東袖に極端に寄ってい

おり，反対側の西袖には掛け目部のような穴が開いている。この支脚の位置と袖部の形態から，掛け目部は左

右2か所に設けられていた可能性がある。煙道部は外傾して，最初は緩やかに，のち垂直に立ち上がる。竃か

ら出土した土器片は，ほとんどが細片で，支脚周辺に集中している。二次焼成を受けておらずタ　天井部の崩落

土と考えられる2層から3層にかけて出土していることから，竃の補強材として利用されたものと思われる。
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また，焚口部から竃手前の床面にかけて多量の灰が確認された。土層はⅢ層に分けられ，そのうちの1～7層

は天井部や袖部の崩落土など，8～11層は袖部の土層である。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　灰　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　灰　褐　色

6　灰　褐　色

7　赤　褐　色

8　にぷい褐色

9　灰　褐　色

10　褐　　　色

11にぷい赤褐色

灰褐色粘土小ブロック・粒子を少量，ローム小ブロック・ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。天井
部の崩落土と考えられる。

ローム粒子・灰褐色粘土粒子・砂を少量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっ
ている。天井部の崩落土と考えられる。

ローム粒子を少量，焼土小ブロックe焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。天井部の崩落土である。
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子・砂を少量，ローム小ブロック8炭化粒子を微量含み，粘

性は弱く，締まりはない。天井部の崩落土と考えられる。
焼土中ブロック・焼士粒子・砂を【l巨星，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒

子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

灰を少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
焼土粒子を中量，焼士粒子・灰を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

黄灰色粘土ブロックさ黄灰色粘土粒子を中量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
黄灰色粘土粒子を中量，ローム小ブロック。ローム粒子の黄灰色粘土ブロックを少量，焼土粒子を微量含み，粘性は

弱く，締まっている。
焼土粒子。黄灰色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土ブロックを多量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。火熟を受け，赤変硬化している。

ぽッ睦　P　は長径膵cm　短径摘cmの楕円形で，深さ22cmである。南壁寄りに位置し，出入臼施設に伴うピット

と考えられる。

尊皇14層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　7　8 極暗褐色

黒
暗

褐　色

褐　色

9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

11灰　褐　色
12　にぷい黄橙色

13　暗　褐　色

14　暗　褐　色

焼土中プロ、ソクを中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・焼上粒子を少量含み，
粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロックを中鼠　ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物・炭化粒

子・焼土大ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
ローム粒子を多鼠　ローム小ブロック・炭化粒子を中量，ローム中ブロック・炭化物・焼土中ブロック・焼士粒子を

少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク・ローム粒子を多量，ローム大ブロックを中鼠　炭化物・炭化粒子・焼土中ブ

ロック・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土粒子
を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子・炭化物・焼土中ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子・灰褐色粘土粒子を中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・
焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土粒子を多量，ローム小ブロック・ローム粒子を中量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，炭化物e炭化粒子・焼土太ブロック・焼土中ブロッ

ク・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
灰褐色粘土ブロックを多量，ローム粒子を中量，灰を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土粒子を多量，ローム小ブロック・ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土
粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土粒子を多量，ローム小ブロック・ローム粒子を中量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土粒子を少量含み，
粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

遺物　土師器片249点，須恵器片94点，土製品1点（紡錘車），石製品1点（支脚），炭化米5点が出土して

いる。遺物は本跡の西半分が撹乱を受けているので，東半分と竃内から出土している。竃内から出土したもの

は約6％，東半分から出土したものは約58％で，撹乱部分から約36％である。また，竃を除いた遺物の出土レ

ベルは，覆土上層からのものが43％で一番多く∴覆土中層と覆土下層からのものが約19％，撹乱部分から約38

％である。第60図1の土師器埠（墨書「大山？」）が南壁寄りの覆土中から，3の須恵器高台付皿が東壁寄り

の覆土上層から，4の土師器小形嚢が竃内の石製支脚の上と東袖の上から，5の土師器嚢が竃手前の覆土上層

から，6の土師器嚢が竃内の支脚周辺から，7の紡錘車が東壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。4

は石製支脚（写真のみ掲載　PL31）の上に重ねられて支脚として利用されている。また，竃の灰の中から出

土した炭化米は調理時に混入したと考えられる。

所凰　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀復業）と考えられる。
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第60図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

5cm

トー　ト‥－1

図版番号 器　 種 計測値（om） 器　形　 の　特　徴 手　法　 の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第60囲 杯 A ［14．8］底部から口綾部の破片。平底。体部 口綾部内外面・体部内外面ロクロナ 雲母　スコリア 10％　 P143

1 土師器 B　 4．8 から口緑部にかけ，内野気味に立ち デ。体部外面下位回転へラ削り，内 砂粒 内面黒色処理

C ［6，8］上がる。口緑端部はわずかに外反す 面から底部内面にかけてへラ磨き。内面　黒色 休部外面墨書「大山」

る。 底部外面回転へラ削り後，ナデ。 外面　橙色

普通

覆土中

（南壁寄り）

2

高台付皿 A　13．0 高台部と体部の一部欠損。平底。体 口緑部内外面・体部内外面ロクロナ 雲母　 スコリア 80％　 P145

土師器 B　 2．2 部から口緑部にかけ，内野気味に立 デ。体部外面下位回転へラ削り。底 砂粒 内面黒色処理

D　 5．4 ち上がる。ロ緑端部はわずかに外反 部回転へラ削り後，ナデ。高台部貼 橙色 覆土上層～下層（東壁寄り

E　 O．3 する。 り付け，ロクロナデ。 普通 SI63から出土した土

器片と接合

3

高台付皿 A ［13．4］高台部から口緑部の破片。高台付部 日録部内外面・体部内外面ロクロナ 雲母　砂粒 30％　 P144

須恵器 B　 3．4 は「ハ」の字状に開く。平底。休部 デ。体部外面下位回転へラ削り。底 灰白色 覆土上層

D　 6．5 から口緑部にかけ，内攣気味に立ち 部回転へラ削り後，ナデ。高台部貼 普通 （東壁寄り）

E　 l．0 上がる。口緑端部はわずかに外反す

る。

り付け，ロクロナデ。
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第60図 小 彬 盤 B ．（13．0） 底部か ら体蔀 の破 片。 体部内外面 ナデ。 内面輪積 痕有 り。 長石　 石英　 砂粒 30％　 P 147

4 土 師 器 C　　 7．8 平底。体 部は内攣気味 に立 ち上 がる。 橙色

普通

外 面二次焼成

竃内 皮脚上・東袖上）

支脚転用

5

婆 A ［22．0］ 体 部か ら日録部の破片。 目線 部内外面横 ナデ。体部 内外面 ナ 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 14 6

土 師 器 B （9．9） 体 部か ら日録部 にか けて，内攣気 味 デ，内面一部へ ラナデ。 にぷ い橙色 覆土上層

に立ち上がる。

目線 部は外 反 し，中位 に明瞭 な稜 を

持 つ。

端部 はつ まみ上げ られ，口唇部 に棒

状工具 による凹線 を巡 らす。

普通 （竃手前）

6

婆 B （12．5） 底部か ら体部 の破 片。平底。体部 は 休部外面 ナデ，下位 へラ削 り。内面 石 英　 雲母　 砂粒 10％　 P 148

土 師 器 C ［14．6］ 内攣気味 に立 ち上 がる。 ナデ，一部へ ラナデ，輪積痕 有 り。 にぷい黄橙 色

普通

竃 内

（支脚周辺）

図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値 巨 土 地 点

備　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g ）

7 紡　 錘　 車 5．5 （3．0） 1．6 （1．1） （24） 覆土上層（東壁寄り） D P 3

図版番号 器　 種 部　 分 器 形 ・手 法 の 特 徴 備考（台帳番号，出土位置，色調など）

8

鉢 体　 部 日録部は強く外反し，口唇部に棒状工具による四線を巡ら T P16

須 恵 器 ～ す。目線部内外面横ナデ。体部外面平行 タダキ，内面横ナ 覆土上層

＝縁部 デ。 浅黄橙色

9

鉢

須 恵 器

体　 部

～

日縁部

体部内外面横ナデ，外面平行タダキ。 T P 17

覆土上層

灰白色

第別席億腰掛（第6且図）

位置　調査I区北部，C6bl区。

重複関係　本跡は第22号住居跡と重複している。第22号住居跡が，本跡の西壁寄りの覆土中層を掘り込んでい

ることから，本跡が古い。

規模と平面形　長軸2．98m，短軸2．82mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は57～60cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃部分を除く北壁と西壁周辺を半周している。上幅15～34cm，下幅3～12cm，深さ6cmで，断面形はU

字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

魔　北壁中央やや東寄りに傾いて，砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部

と煙道部が残存している。袖部は，床面に粘土の痕跡が確認できないこと，焚口部が北壁の下端と同一線上に

あることから，掘り込まれた壁の角を利用し，若干の粘土を貼り付けている程度で，前方に張り出しては作ら

れていないと考えられる。規模は，焚口部から煙道部まで85cm，最大幅80cm，壁外への掘り込み55cmである。

火床部は，床面を4cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，赤変硬化していない。それに続く竃奥の

煙道部にかかる所と袖部の際が赤変硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1暗　褐　色　　灰褐色粘土粒子を中量，ローム小ブロック・ローム粒子を少量，炭化粒子・焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，硬く
締まっている。

2　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。
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第61図　第20号住居跡実測図

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量，炭化粒子を
微量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

4　極暗褐色　　ローム粒子・焼土粒子を微量含み，強い粘性を帯び，締まっている。

覆土10層からなり，自然堆積と思われる。

土屑解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

8　極暗褐色
9　褐　　　色

10　褐

ローム小ブロック・ローム粒子・黒褐色土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を少量，ローム小ブロック・黒褐色土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子・黒褐色土小ブロックを少量，ローム中ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，
締まっている。

ローム粒子を少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量，焼土粒子・灰褐色粘土中ブロックを微量含み，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子を少量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土粒子を微量含み，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム中プロッタ・ローム小ブロック・黒褐色土小ブロックを少量含み，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロック・焼土粒子を少量，焼土小プロッタ・黒褐色土小ブロックを少量含み，粘性は
弱く，締まっている。

色　ローム粒子を中量，ローム小ブロック・黒褐色土小ブロックを少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締
まっている。

遺物　土師器片36点，須恵器片12点が出土している。遺物は少ないが，竃から24点が出土している。第62図2

の須恵器鉢が南壁寄りの覆土下層と中央部の床面直上から，3の土師器小形要が竃手前の覆土下層と竃内から，

4の土師器嚢が南壁寄りの覆土下層と床面直上，竃手前の覆土下層，および竃内から，5の須恵器短頚壷（完

形）が逆位で竃西脇の覆土下層からそれぞれ出土している。竃内から出土した土器片は，火熱を受けておらず，

3の土師器嚢のように南壁寄りから出土した破片と接合した例がみられることから，住居廃絶後に廃棄された

可能性が高いと思われる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後菓）と考えられる。

－102－



二／ア

＼

尋

図 版 番号 券　 種 計 測 値 （0 m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 6 2 図 】不 A ［1 5 ．0］ 底 部 か ら 口 縁 部 の 破 片 。 平 底 。 休 部 ロ 綾 部 内 外 面 ・体 部 内 外 面 ロ ク ロ ナ 雲 母　 砂 粒 1 0 ％　 P 1 6 9

1 須 恵 器 B　 3．6 か ら 口 縁 部 に か け ， 内 管 気 味 に 立 ち デ 。 体 部 外 面 下 位 回 転 へ ラ 削 り 。 褐 灰 色 覆 土 中

C ［ 9．2］ 上 が る 。 ロ 緑 端 部 は わ ず か に 外 反 す

る 。

底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， ナ デ 。 普 通

2

鉢 B （1 4．5 ） 底 部 か ら 体 部 の 破 片 。 平 底 。 体 部 は 外 面 上 位 平 行 タ タ キ ， 下 位 へ ラ 削 長 石　 雲 母　 砂 粒 4 0％　 P 1 7 0

須 恵 器 C　 1 6．4 内 管 気 味 に 立 ち 上 が る 。 り 。内 面 ア テ 具 痕 有 り 。 灰 白 色 覆 土 下 層

底 部 内 外 面 ナ デ 。 普 通 （南 壁 寄 り ）

床 面 直 上

（中 央 部 ）

3

小 形 襲 A ［1 4 ．0 ］ 体 部 か ら 口 緑 部 の 破 片 。 体 部 か ら 口 口 緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 外 面 ナ 長 石　 石 英　 砂 粒 6 0 ％　 P 1 7 2

土 師 器 B （1 5．6） 緑 部 に か け ，内 攣 気 味 に 立 ち 上 が る 。 デ ， 一 部 へ ラ ナ デ 。 外 面 中 位 か ら 下 橙 色 竃 内

ロ 緑 部 は 外 反 し ， 端 部 は つ ま み 上 げ

ら れ て い る 。

位 へ ラ 削 り。 普 通 覆 土 下 層

（竃 手 前 ）

4

要 A ［2 3．3 ］ 休 部 か ら 口 縁 部 の 破 片 。 口 緑 部 内 外 面 横 ナ デ 。 体 部 内 外 面 ナ 雲 母　 ス コ リ ア 6 0 ％　 P 1 7 1

土 師 器 B （2 5．8 ） 体 部 か ら 口 緑 部 に か け ， 内 野 気 味 に デ 。 外 面 一 部 へ ラ ナ デ ， 中 位 か ら 下 砂 粒 竃 内

立 ち 上 が る 。 口 縁 部 は 外 反 し ， 端 部 位 に か け へ ラ 磨 き 。 に ぷ い 褐 色 覆 土 下 層 （南 壁

は つ ま み 上 げ ら れ て い る 。 普 通 寄 り ・竃 手 前 ）

床 面 直 上

（南 壁 寄 り ）
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第別号住居跡（第63図）

位置　調査I区北部，C5e8区。

規模と平面形　長軸4．05m，短軸3．49mの長方形である。

主軸方向　N－O e

壁　壁高は49～55cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃東脇を除き，巡っている。上幅22～32cm，下幅4～摘C恥深さ3～6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。また，竃東脇に，長径76C恥短径52

cmの楕円形を呈した粘土塊が確認された。これは，火熱を受けていないことから，未使用の竃材の可能性が考

えられるが，用途は不明である、。

電　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床乳煙道部と両側の袖

部が残存している。規模はタ焚日部から煙道部まで128cmタ　最太幅155cm9壁外への掘り込み45cmである。天井

部の一部が西袖脇の床面に崩落している。火床部は，床面を9cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変し

ているが，あまり硬化していない。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

電土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　にぷい褐色

5　暗　褐　色

6　極暗褐色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　灰　褐　色

10　にぷい赤褐色

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子e焼土小ブロックe焼士粒子を少鼠炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締
まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く
締まっている。

ローム粒子・炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を中量，炭化物・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く
締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子e炭化粒子6焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

焼土小ブロック・焼土粒子を中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒子を少量含み，
粘性を帯び，締まっている。

焼土中ブロック・焼士粒子・灰褐色粘土粒子を多量，焼土太ブロック・焼土中ブロックを中量，ローム粒子・炭化
物・炭化粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。火熱を受けた天井部の一部が崩落した層と思われる。

焼土粒子を多鼠　焼土中ブロックを中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・灰褐色粘土粒
子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。火熱を受けた天井部の一部が崩落した層と思われる。

灰を多量，炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰層と思われる。

焼土太ブロック0焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を多量，ローム粒子・炭化物を少量含み，粘性は弱く，
締まっている。火熱を受けた天井部の一部が崩落した層と思われる。

ぽッ睦　Plは径鼠7～且9cmの円形で，深さ20cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えら

れる。

覆土　8層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子を多量，ローム小ブロック・焼土粒子を中量，炭化物・炭化粒子・焼土中ブロックe焼土小ブロックを少
量含み，粘性は弱く，締まっている。

2　暗　褐　色　ローム粒子を多量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締
まっている。

3　黒　　色　ローム粒子を多鼠　ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック。焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，
粘性を帯び，締まっている。

4　黒　褐　色　　ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロッ
ク・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

5　極暗褐色　ローム粒子を多量，ローム小ブロック・焼土粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロックを少量含み，
粘性を帯び，締まっている。

6　暗　褐　色　　ローム粒子を多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロックを中鼠　ローム人ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・
焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。
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第63図　第21号住居跡実測図
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7　暗　褐　色　　ローム粒J’・を多量，ローム申プロ、ソク・ローム小ブロック・尉ヒ粒J’・・灰褐色粘十大プロ、ソク・灰褐色粘いいプロ、、ノ
ク・灰褐色粘土小ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，炭化粒子・焼土中ブロックの焼土小ブロックe焼土粒子を少量
含み，粘性を帯び，硬く締まっている。

8　極暗褐色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子e灰褐色粘土粒子を中量，ローム小ブロック0炭化粒子を少量含み，粘性を
帯び，締まっている。竃材の流れ込みと考えられる。

遺物　土師器片飢点　須恵器片215点，灰粕陶器12点，礫7点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆

土中から出土しているが，南半分に約46％が集中している。竃内から出土したものは約18％，北東部から出土

したものが約10％芳　南東部から出土したものが約19％，南西部から出土したものが約27％タ　北西部から出土し

たものが約13％，その他が約且3％である。また夢竃を除いた遺物の出土層位は言覆土下層のものが若干少なく，

覆土上層が約34％，覆土中層が約35％，覆土下層と床面直上が約27％で，その他が4％である。第64図1の須

恵器杯，第65図9の須恵器小形短頸壷，第64図13。14の16の土師器嚢が竃内から，3の須恵器高台付埠が北東

コーナー部寄りの覆土中層から，7の須恵器盤が南壁寄りの覆土下層から，8の須恵器蓋が東壁寄りの覆土下

層から，温7の土師器聾が竃内と北東コーナー部寄りの覆土下層から，第65図18の灰粕陶器椀が中央部の覆土中

層から，且9の須恵器鉢が東壁寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。18の灰粕陶器椀は猿投窯産黒笹摘号

窯式であり，18以外の灰粕陶器Ⅲ点は細片で実測不能であるが，すべて二川窯産の長頚瓶の可能性が高い。竃

内から出土した1や13などの土器縮ま，火熱を受けておらず，火床部の中央から焚日部にかけての，火熱を受

けた天井部の一部が崩落した層や灰層と思われる，7～9層から出土していることから，竃周辺に置かれてい

た土器片が天井部とともに崩落したものと考えられる。

新風　時期は，遺構の形態や出土遺物からタ　平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第2且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第6 4図 杯 A ［14．3］ 底部か ら日録部 の破片。 平底。体部 ＝縁 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 20％　 P 14 9

1 須 恵 器 B　　 4．3 か ら目線部 にか け＿， 内攣気 味に立ち デ。外面下位手持 ちへ ラ削 り。底 部 スコリア 竃内

C ［8．4］ 上がる。目線端部 はわず かに外 反す

る。

回転 へ ラ削 り後，ナデ。 灰黄色

普通

2

高台付杯 A ［14．8］ 高台部か ら目線部の破片。 高台部 は ＝縁部 内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 6 5％　 P 15 0

土 師 器 B　　 4．3 長 く，「ハ」の字状 に開 く。平底。体 デ。 内面 か ら底 部内面にか けへ ラ磨 ス コリア 内面黒色処理

D　　 8．6 部か ら目線 部にかけ，内攣気味 に立 き。底部 回転 へラ削 り後，ナデ。高 内面　 黒色 覆土上層

E　 l．1 ち上が る。目線 端部はわずか に外反

す る。

台部貼 り付 け，ロクロナデ。 外面　 にぷい黄橙色

普通

（中央部南寄 り）

3

高台付埠 A　 ll．1 目線 部の一 部欠損。 高台部 は長 く， 目線部内外面 ・体部 内外 面ロク ロナ 長石　 石 英　 砂粒 9 5％　 P 15 1

須 恵 器 B　　 5．2 「ハ」 の字状 に開 く。平底 。体 部か デ。底部 回転へ ラ削 り後 ，ナデ。 スコ リア 覆土 中層

D　　 6．6

E　 l．3

ら目線部 にか け，下位 に明瞭な稜 を

持 ち，直線的 に立 ち上が る。目線 端

部はわずかに外反す る。

高台部貼 り付 け， ロクロナデ。 にぷい褐色

普通

（北東 コーナー）

4

高台付杯 B （2．9） 高台部か ら底部の破片。 底部 回転 へ ラ削 り。 石英　 雲母　 砂粒 50％　 P 15 3

須 恵 器 D　　 9．0

E　 l．3

高 台部は 「ハ」の字状に開 く。平底。 高 台部貼 り付 け， ロクロナ デ。 暗灰黄色

普通

覆土下層

（西壁寄 り）

5

高台付杯 B （3．3） 底部 か ら体 部の破 片。高台部は長 く， 休部 内外南 口クロナデ。底部 回転へ 石英　 雲母　 砂粒 30％　 P 154

須 恵 器 D ［10．0］ 「ハ」の字状 に開 く。平底。体部 は下 ラ削 り後 ，ナデ。 灰 白色 覆土中層

E　 l．5 位 に不 明瞭な稜 を持ち，内攣気味 に

立 ち上が る。

高台部貼 り付 け，ロクロナデ。 普通 （南東 コーナー）

6

盤 A ［11．4］ 体 部 と口綾部 の破片。休 部か ら目線 日録 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P 155

土 師 器 B （2．8） 部 にかけ， 中位 に明 瞭な稜 を持 ち， デ。 スコ リア 覆土下層

内攣気味 に立 ち上が る。 日録 端部は

わずかに外反す る。

にぷ い褐色

普通

（酋壁寄 り）
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第64 図 盤 A 14．5 休部 と口緑部 の一 部欠損。高台部 は ロ緑部内外面 ・休部 内外 面ロ クロナ 砂粒 90％　 P 15 2

7 須 恵 器 B　 2．8 「ハ」の 字状 に開 く。 平底。体 部か デ。体部外面下位 回転へ ラ削 り。底 灰色 覆土下層

D　　 8．2 ら口緑部 にか け， 中位 に明瞭 な稜 を 部回転へ ラ削 り後， ナデ。 高台部貼 普通 （南壁寄 り）

E　 O．9 持ち，内攣気味 に立 ち上がる。 口緑

端部はわずか に外反す る。

り付 け， ロクロナデ。

8

蓋 A ［11．7］ つ まみ と口緑部の一部 欠損 。 天井部内外面 ・口緑部内外面 ロタロ 長石　 石英　 雲母 80％　 P 157

須 恵 器 B （1．7） 天井部は平坦で，直線 的に開 く。ロ ナデ。頂部回転へ ラ削 り。 砂粒 覆土 下層

緑 部は外 反 して，端部 は屈 曲 して垂

下す る。

灰色

普通

（東壁寄 り）

第65図 小形短頸壷 A ［6．6］ 休部 か らロ縁 部の破片。 口縁部 内外 面 ・体 部内外面 ロクロナ 砂粒 20％　 P 1 67

9 須 恵 器 B （4．5） 休部 は内攣気 味に立 ち上が り，上位

で最大径 を有す る。口緑部 はわずか

に外反す る。

デ。 黄灰色

普通

竃内

第64 図 小 形 襲 B （7．5） 底部 と体部 の破 片。平底。休部 は内 休部内外面 ナデ。体部外 面下位へ ラ 長石　 石英　 砂粒 30％　 P 16 4

10 土 師 器 C　 6．7 攣気味 に立 ち上 がる。 削 り。底部 ナデ， 木葉痕 有 り。 橙色

普通

覆土下層

（南東 コーナー）

第65図 小 形 賓 B （5．6） 底部 と休部の破片。 平底。体部 は内 体部内外面 ナデ。体部外 面下位へ ラ 石英　 雲母　 砂粒 30％　 P 16 5

1 1 土 師 器 C　　 6．0 攣気味 に立 ち上が る。 削 り。底部 ナデ，木葉痕有 り。 ス コリア

褐 色

普通

覆土上層

（東壁寄 り）

12

小 形 要 B （4．0） 底部 と体部の破片。平底 。体部は内 体郡内外面ナデ。体部外面下位 へ ラ 長石　 石英　 砂 粒 10％　 P 166

土 師 器 C　 9．5 攣気 味に立 ち上が る。 削 り。底部ナデ，木葉痕有 り。 橙色

普通

覆土 中層

（北東 コーナー）

第64園 莞 A ［20．4］ 休部 か ら口緑 部の破片。体部 か ら口 口緑 部内外 面横ナデ。体部 内外面 ナ 石英　 雲母　 砂粒 20％　 P 1 58

13 土 師 器 B （16．3） 緑部 にかけ，内攣気 味に立ち上が る。

口緑部 は外 反 し，中位 に明瞭 な稜 を

持つ。端部はつ まみ上 げ られてい る。

デ，内面 一部へラナデ。 スコリア

にぷ い橙色

普通

竃内

第65図　第21号住居跡出土遺物実測図（2）
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第6∴1図 襲 A ［20．5］ 体 部か ら目線部の破 片。体 部か ら口 ロ縁 部内外面横 ナデ。体 部内外商ナ 長石　 石英　 雲母 15％　 P 159

14 土　 師 器 B （11．6）

！

縁 部にかけ，内攣気 味 に立 ち上が る。

目線 部は外 反 し， 中位 に明瞭な稜を

持つ。端部 はつ まみ上げ られて いる。

デ，内面一部へ ラナデ。 砂 粒

橙色

普通

竃内

15

襲 A ［21．2］ 頚部 か ら目線 部の破片。 ＝縁 部内外 面横ナデ∴ 長石　 石英　 砂粒 10％　 P 160

土 師 器 B （5．0） 目線部 は外 反 し，中位 に明瞭 な稜 を 橙色 床面直上

持つ。端部はつ まみ上 げ られている。 普通 はと東 コーナー）

16

襲 A ［22．2］ 頚部か ら日録 部の破片。 目線部 は外 目線部 内外 面横 ナデ。 長石　 石英　 雲母 10％　 P 16 1

土 師 器 B （5．3） 反 し， 中位 に明瞭な稜 を持つ。端部

はつ まみ上 げ られてい る。

砂粒

橙色

普通

竃内

17

嚢 B （14．6） 底 部 と体部の破片。 平底。体部 は内 体部内外面 ナデ。体 部外 面中位か ら 石 英　 雲母　 砂粒 50％　 P 16 3

土 師 器 C　 lO．0 攣気 味に立 ち上が る。 ヘ ラ磨 き，下位 へラ削 り。内面一部 ス コリア 竃内

ヘラナデ，輪積痕有 り。底 部ナデ。 にぷい橙 色

普通

覆土下層

（北東 コー ナー）

第65図 椀 A は4．0］ 体部 か ら目線部の破片。体 部か ら口 目線 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 砂粒 20％　 P 168

18 灰寒由陶器 B （2．6） 縁部 にかけ，内攣気 味に立 ち上が る。 デ。寒由刷 毛塗 り。 灰黄色 覆土 中層

目線部 はわずかに外反す る。 普通 （中央部）

猿投窯産

（黒笹14号 窯式）

図版番号 器　 種 部　 分 器 形　 0　手 法 の 特 徴 備考 （台帳番号，出土位置，色調など）

19

鉢 体部 休部は内攣気味に立ち上がる。日録部は強 く外反し，端部 T P 40

須 恵 器 ～ ほつ まみ上げられている。目線部内外面 ロクロナデ。体部 覆土中層 （東壁寄 り）

＝縁部 外面交互に交差させた平行タタキ，内面ロタロナデ。 浅黄橙色

20

嚢 日縁部 内外南口クロナデ。外面に4 本単位の櫛歯による横走波状 T P 21

須 恵 器 文と2本単位の平行洗練が施されている。 覆土下層 （東壁寄り）

灰色

第題号住居跡（第66回）

位置　調査I区北部，C6bl区。

重複関係　本跡は第20・23号住居跡と重複している。本跡が，第20・23号住居跡の覆土を掘り込んでいること

から，本跡がいずれよりも新しい。

規模と平面形　長軸3．55m，短軸3．25mの方形である。

主軸方向　N－140－E

壁　壁高は22－36clllで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー部を除き，巡っている。上幅20～35clll，下幅4～8cIll，深さ5～＿10cl11で，断面形はU字状

である。

床　全面が平坦で．特に，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで95cnl，最大幅115cm，壁外への掘り込み64cmである。火床部

は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変硬化している。焚口部から90cm奥の火床部に第67図

7の土師器小形聾を逆位に埋め込んで，支脚として利用している。、また，その上に4の土師器高台付杯を逆位

で重ねてある。4はあまり火熱を受けていないが，7と一体で支脚として利用されたと思われる。煙道部は外

傾して，緩やかに立ち上がる。袖部の内側に貼り付けられていた土器片は，二次焼成を受けていることから，

竃の補強材として利用されていたものと思われる。
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第66図　第22号住居跡実測図

寵土層解説

1　暗赤褐色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗赤褐色
5　黒　褐　色

6　時赤褐色

寸

tO

トヽ

の

寸

0　　　　　　　　　　　　　　1m

L　　　；　　　！

焼土小ブロック・粒子を中量，ローム粒子・炭化粒子を少量，焼土中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子・炭化物・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，
粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子・焼土粒子を少量，炭化粒子・焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
焼土粒子を多量，炭化物・焼土小ブロックを中量，ローム粒子・炭化粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・灰褐
色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土中ブロック・焼土小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子を少量，ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，
締まっている。
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7　暗赤褐色　　ローム粒子・炭化粒千・焼十粒了ヰ少鼠　焼土中ブロック・焼巨J、プロ、ソクを微量含み，粘性は弱く．締まっている．、、、

8　暗赤褐色　焼‾l‾二中ブロック・焼巨トブロック・焼土粒子を申鼠　ローム粒j∴炭化物・炭化粒子・焼土人プロ、ソク・尿を少量含

み，粘性は弱く，締まっている。

9　暗　褐　色　　ローム粒子を少鼠　ローム小ブロック・尉ヒ粒子・焼土粒千を微量含み．粘性は弱く，締まりはないご

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Pは長径乃cm　短径叡mの楕円形で　深さ摘cmである。南壁寄りに位置し，出

入日施設に伴うピットと考えられる。P2は中央部に位置し　径路cmの円形で，深さ50cm，P3は東壁寄りに位

置し，長径43cm，短径31cmの楕円形で　深さ用cmである。ともに性格は不明である。

尊堂　Ⅲ層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗赤褐色

7　赤　褐　色

8　極暗褐色
9　暗赤褐色

10　暗　褐　色

11極暗褐色

ローム粒子・焼土粒子を中量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロックを少量，炭化物を微
量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土小ブロックe焼土粒子を中量，炭化物を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，炭化物e焼土小ブロック。焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム粒子・灰褐色粘土大ブロックを中量，炭化物0焼土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子・炭化材・焼－1二粒子を多鼠　焼土中プロ、ソクを中鼠　ローム小プロ、ソク・炭化物・焼土中プロ・ソクを少量
含み，粘性は弱く，締まっている。

炭化材・焼土中ブロック・焼土粒子を多鼠　ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロックを中量，ローム小ブロック・炭
化物を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土人プロ、ソク・焼上中プロ・ソク・焼上中ブロック・焼出立子を多鼠　ローム小プロ、ソク・炭化物・灰褐色粘上人ブ
ロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

炭化材を多鼠　ローム粒子・炭化物を申鼠　炭化粒J’一を少量含み，粘性を帯び，締まっている、、＿

ローム粒子・尉ヒ材・焼士粒子を多量，ローム小ブロック・射ヒ物・焼土中ブロックを中量，炭化粒子・焼土中ブロ
ック・灰褐色粘土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多鼠　ローム小ブロックを中量，炭化粒f一・焼上中プロ、ソク・焼上粒子を少量含み．粘性を帯び．締ま
っている。

ローム粒子・炭化物・灰褐色粘土中ブロックを中鼠焼土中ブロック・焼土小ブロック。焼土粒子を少量含み，粘性
を帯び，締まっている。

遺物　土師器片305点，須恵器片122点，緑働陶器2息　鉄製品2点（刀子），礫1息多量の炭化材が出土し

ている。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，中心部から北東部にかけて集中している。竃

内から出土したものは約26％言ヒ東部から出土したものが約25％，南東部から出土したものが約m％，南西部

から出土したものが約12％言ヒ西部から出土したものが約15％で，炭化材の中から出土したものなどが約m％

である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約62％と一番多く，覆土中層が約26％，覆土下層と

床面直上が約12％である。これらの多くは，家屋の焼失後に投棄されたと考えられる。炭化材は住居跡の北東

部から中心部に集中し，床面近く（1～20cm浮いた状態）から多量に出土しているが，埋没時に移動している

ものがあると思われる。第67図4と5の土師器高台付棒，7の土師器小形乳10の土師器嚢が竃内から，8の

土師器嚢が竃内ならびに竃東側から北東コーナー部の覆土上層から覆土中層にかけて，第68図11の須恵器甑が

南壁寄りから北東コーナー部の覆土上層から覆土下層にかけての広い範囲で，12の線粕陶器椀が北西コーナー

部の覆土上層から，13と14の刀子が北壁寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。12の椀は猿投窯産黒笹90

号窯式のもの思われる。また，火床部から出土した8と10の土師器嚢などの土器は火熟を受けておらず，竃外

から出土した土器片と接合していることから，住居廃絶後に投棄された可能性がある。

所農　本跡は，多量の炭化材と焼土塊が出土していることから，焼失家屋と思われる。炭化材の樹種同定の結

鼠住居跡の構築材はクリ（クリ属ブナ科）が大部分を占め，その他に広葉樹6種類（クヌギ，ケヤキ，ヤマ

グワ，サクラ，キハダ，モクレン属）とイネ科タケ亜科のものを使用していることがわかった。この結果は，

これまで県内の多くの遺跡で行われた樹種同定の結果から，茨城県県南部から県西部にかけて，多く使用され

ていたとされる構築材（クヌギ，コナラ）と異なる結果となった。このことは縄文時代から多く利用されてい

たクリが，古墳時代に利用度が少なくなり，奈良e平安時代に再度多く利用されるようになる傾向と一致して

いる（付章参照）。時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀復業）と考えられる。
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第67図　第22号住居跡出土遺物実測図（1）
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第68図　第22号住居跡出土遺物実測図（2）

第22号住居跡出土遺物観察表

麻
酔
療
朕

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　＿！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第67図杯A［14．4］底部から口緑部の破片。平底。休部ロ緑部内外面・体部内外面ロタロナ雲母　砂粒 30％　P174

1土師器B　3．8から口縁部にかけ，中位と下位に明デ。外面下位回転へラ削り，内面かスコリア 内面黒色処理

C［7．2］瞭な稜を持ち，内攣気味に立ち上がら底部内面にかけへラ磨き。底部外内面　黒色 覆土上層～中層

る。ロ縁端部は外反する。 面回転へラ削り後，ナデ。 外面　にぷい橙色

普通

（南東コーナー）

2

杯A［15．0］体部から口縁部の破片。体部からロ口緑部内外面・体部内外面ロクロナ雲母　砂粒 20％　P175

土師器B（4．3）縁部にかけ，中位と下位に明瞭な稜デ。内面へラ磨き。 スコリア 内面黒色処理

を持ち，内野気味に立ち上がる。ロ 内面　黒色 覆土上層

緑端部はわずかに外反する。 外面　にぷい黄褐色

普通

（竃東脇）

3

杯A［13．8］底部から口緑部の破片。平底。休部口縁部内外面・休部内外面ロクロナ雲母　砂粒 20％　P176

土師器B　3．9から口縁部にかけ，下位に不明瞭なデ。外面下位回転へラ削り，内面か内面　黒色 内面黒色処理

C　6．9稜を持ち，内攣気味に立ち上がる。ら底部内面にかけへラ磨き。底部外外側にぷい橙色覆土中層

ロ緑端部はわずかに外反する。面回転へラ切り後，ナデ。 普通 （東壁寄り）
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第67図 高台付棒ヽ B　　 2．1 高台部か ら底部 の破 片。 底部内面へ ラ磨 き， 外面 回転へラ削 雲母　 砂粒 20％　 P 1 77

4 土 師 器 D　　 8．0 高台部 は長 く， 「ハ」の字状 に開 く。 り後 ，ナデ。高台部貼 り付 け，ロク 内面　 黒色 内面黒色処理

E　 l．1 平底 。 ロナデ。 外面　 にぷ い橙色

普通

竃内

高台付 塚 B （2．8） 高 台 部か ら体 部 の破 片。 高 台部 は 底部 内面 へラ磨 き，外面回転へ ラ削 雲母　 砂粒 20％　 P 17 8

5 土 師 器 D　　 8．4 「ハ」 の字状 に開 く。平底。 体部 は り後， ナデ。 高台部貼 り付け， ロク 橙 色 二次焼成

E　 l．1 内攣気 味に立ち上がる。 ロナデ。 普通 竃 内

鉢 A ［28．6］ 体部か ら日録 部の破 片。体部か らロ ＝縁部内外面 ・体 部内外 面 ロク ロナ 石 英　 雲母　 砂粒 10％　 P 179

須 恵 器 B （13．6） 緑部 にか け，内攣気味 に立 ち上が る。 デ。体部外面格子 タタキ，内面アテ 黄橙色 覆土 中層

6
目線部 は強 く外反 し，端 部はつ まみ

上げ られ， 中位 に明 瞭な稜 を持つ。

口唇 部に棒状工具 による四線 を巡 ら

す 。

具痕 有 り。 普通 （東壁中央部）

小 形 聾 A ［12．4］ 底部 か ら目線 部の破片。平底。体部 目線部 内外 面横 ナデ。 石英　 雲母　 砂粒 60％　 P ユ80

土 師　 器 B　 12．2 か ら目線 部にかけ，内攣気味 に立 ち 体部内外面 ナデ，一部へ ラナデ。外 ス コリア 竃内

7
C ［8．0］ 上が る。 目線 部は外 反 し，端部 はつ 面中位か ら下位 へラ削 り。内面輪積 橙 色

まみ上 げられ，中位 に明瞭な稜 を持

つ。 口唇部 に棒状工 具に よる凹線 を

巡 らす。

痕有 り。 普通

棄 A ［20．4］ 体 部か ら日録部の破片。体 部か ら日 目線 部内外 面横ナ デ。 石英　 雲母　 砂粒 40％　 P HM

8

土 師 器 B （16．2） 緑 部にかけ，内攣気 味に立 ち上が る。 体部 内外 面ナデ，一部へ ラナデ。 橙色 竃内

目線 部は強 く外反 し，端部 はつ まみ

上 げ られ，口唇部に棒状工具 による

凹線 を巡 らす。

普通 覆土上層～中層

（竃東側 から

北東 コーナー）

襲 A 18．8 体部か ら目線 部の破 片。体部か ら日 目線部内外面横 ナデ。体部内外商ナ 長有　 石英　 砂粒 30％　 P 182

土 師 器 B （19．5） 緑部 にか け，内轡気味 に立 ち上 がる。 デ。内面一部へ ラナデ。 スコ リア 覆土上層 ～中層

9 日縁部 は外反 し，端 部はつ まみ上げ にぷい橙 色

普通

北西コーナーから

北東コーナーにかけて）られ，口唇部 に棒状工具 に よる凹線

を巡 らす。

嚢 B （8．2） 底 部か ら体部の破片。 休部 内外 面ナデ。外面 下位へ ラ削 り， 石英　 雲母　 砂粒 20％　 P 18 3

10
土 師 器 C　 8．5 平底。体 部は直線的 に立 ち上が る。 内面輪積痕有 り。底部ナデ。 ス コリア

橙色

普通

竃内

第68図 甑 A ［29．0］ 底部か ら目線 部の破 片。平底。 4 孔 目線部内外面 ・休 部内外 面 ロクロナ 長石　 石英　 砂粒 40％　 P 184

H 須 恵 器 B　 28．1 を有 す る。体 部か ら目線部 にか け， デ。体部外面格子 タ タキ，下位へ ラ 灰 黄色 底 部二次焼 成

C　 15．4 内攣気味 に立 ち上 がる。 目線 部は強

く外 反 し，口唇部 に棒状工 具に よる

四線を巡 らす。

削 り。内面 アテ具痕有 り。底部 ナデ。 普 通 スス付着

覆土上層～下層

摘壁寄りから

北東コーナーにかけて）

12

椀 B （1．7） 高台 部か ら体部の破片。高台部 は角 体部 内外 面ロ クロナデ。高台部貼 り 砂粒 10％　 P 18 5

緩和 陶器 D ［6．0］ 状 で， 「ハ」 の 字状 に 開 く。 平底 。 付 け， ロクロナデ。粕刷毛塗 り。 オ リーブ灰色 覆土上層

E　 O．5 体部か ら日録 部にかけ，内攣気味 に

立 ち上が る。

良好 O と西 コー ナー ）

猿投 産

（黒笹90号窯式）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 ！ 出 土 地 点

備考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

13 刀　　　　 子 （10．4） 1．2 0．3 （10う 覆土上層 （北壁寄 り） M 15

14 刀　　　　 子 （5．0） 0．9 0．4 （6．35） 覆土上層 （北壁寄り） M 16

図版番号 券　 種 部　 分 器 形 ・手 法 の 特 徴 備考 （台帳番号，出土位置，色調など）

15

鉢

須 恵 器

体　 部 外面平行タタキ。左下に孔を有する。 T P 22

覆土上層 （南東コーナー）

橙色
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第調号健腰跡　第栖図）

位置　調査I区北部，C6cl区J

重複関係　本跡は第22号住居跡と重複している。第22号住居跡が，本跡の竃の上半部を含む北壁付近を掘り込

んでいることから，本跡が占いご

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．58nlの方形である。

主軸方向　N－200－E

壁　壁高は48～60cnlで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁周辺を除き，巡っている。上幅30～55cm，下幅5～15cI勘深さ　～6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に．中央部が踏み固められている。

嗜　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。上半分を第22号住居跡によって破壊されているため，

火床部と煙道部の下半分のみが残存している。袖部については，粘土の痕跡が認められず，掘り込まれた壁面

にも粘土が貼り付けられた様子が認められなかった。現状での規模は，焚口部から煙道部まで95cm，最大幅82

cm，壁外への掘り込み62cmである。火床部は，床面を3cmほど掘りくぼめており，火熱を受けており，火床部

と竃内側の壁際の一部が赤変硬化している。煙道部は外傾して，媛やかに立ち上がる。また，竃内から出土し

た多くの土器片は，第70図5の土師器高台付鳳，7。8elOの土師器小形聾，Ⅲの土師器聾のように竃内（9

～Ⅲ層から出土）と竃夕摘、ら出土した破片が接合している例が多いことから，竃周辺に置かれていた土器が天

井部とともに崩落したと考えられる。

電土層解説
1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗赤褐色
6　極暗赤褐色

7　暗　褐　色
8　極暗褐色
9　灰　褐　色

10　黒　褐　色
11黒　褐　色

12　暗赤褐色
13　極暗赤褐色

ローム粒√・炭化粒子・焼上粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっているご

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・炭化粒子・焼士小ブロック・焼土粒子を少量含みタ　粘性は弱く，締まっている。
灰褐色粘土粒子を中量，焼土粒子を少量，ローム粒子0炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量，炭化物を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
焼士小ブロック・灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・炭化物を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

焼土粒子を多量，炭化物・焼土中ブロックを中量，ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，締まっている。
灰褐色粘土粒子を多量，焼士粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。天井部または袖部の崩落土と思われる。

焼土粒子を中量，ローム粒子。炭化物6灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

灰褐色粘土粒子を中量，焼土小ブロックe焼土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
炭化物を多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

炭化粒子を多量，焼土粒子を少量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
炭化粒子を中量，灰を少量，焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

炭化粒子を中量，焼土粒子を少量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まりはない。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。PlとP2は径25～30cmの円形で，いずれも深さ13～20cmである。中央部の東壁

寄りと西壁寄りに位置し，主柱穴と考えられる。P3は長径36C恥短径32cmの楕円形で，深さ18cmである。南壁

寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。

ピット土層解説
Pl l　黒　褐　色

2　暗　褐　色

P2　1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

P3　1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量，炭化物e焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，硬く締まっている。柱痕の可

能性がある。

ローム大ブロック・ローム申ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を多量含み，強い粘性を帯び，硬く締ま

っている。

ローム粒子・炭化物・焼土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を多量含み，強い粘性を帯び，硬く締ま

っている。

ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土中ブロックe焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を多量含み、強い粘性を帯び，硬く締ま

っている。

覆土　4層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説
1・黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

ローム粒子e焼土粒子を中量，ローム小ブロックの炭化物・焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化物・焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子を多量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子を多量，ローム中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。
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第69図　第23号住居跡実測図
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第70図　第25号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片凱息須恵器尉鋸点　灰粕陶器　息鉄製品　点　刀子）が出土している。遺物は，竃と住

居跡全体の覆土中から出土しており，竃を除き平均的に出土している。竃内から出土したものは約25％言ヒ東

部から出土したものが約且8％，南東部から出土したものが約15％，南西部から出土したものが約15％，北西部

から出土したものが約20％，その他が約7％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が多く約

40％，覆土中層が約30％，覆土下層と床面直上が約30％である。特に竃内から出土した遺物は残存率がよく，

竃外から出土した土器片と接合している。その接合関係をみてみると，第70図5の土師器高台付皿が北西コー

ナー部の覆土中から，7の土師器小形聾が南西コーナー部の覆土中層から，8の土師器小形嚢が北東コーナー

部の覆土中層から，且0の土師器小形婆が北西コーナー部の覆土中から，Ⅲの土師器嚢が竃東側の覆土上層から

の破片と接合している。その他としては，1の土師器塔が南西コーナー部の覆土下層から，4の土師器高台付

皿が北西コーナー部の覆土下層から，6の土師器小形鉢が南東コーナー部から南壁の覆土上層から覆土下層に

かけて，13の刀子が中央部の覆土中層からそれぞれ出土している。北東コーナー部寄りの覆土上層から出土し

た灰粕陶器1点は，長頚瓶の体部で，猿投窯産黒笹14号窯式と考えられる。

所凰　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第23号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色諌巨 焼成 備　　 考

第70図 杯 A 15．1 体 部 と目線部の一部欠損。 平底 。体 ＝縁部 内外 面 ・休部内外面 ロクロナ 石英　 砂 粒 80％　 P 18 6

1 土 師 器 B　　 5．0 部か ら日録部 にか け， 中位 と下位 に デ。外面 下位 回転へ ラ削 り，内面か 橙色 内面黒色処 理

C　　 6．2 不 明瞭な稜を持 ち，内攣気 味に立 ち ら底部 内面 にかけへ ラ磨 き。底部外 普通 覆土下層

上が る。目線 端部はわずか に外反す

る。

面回転へ ラ削 り後，ヘ ラナデ。 （南西 コーナー）

2

杯 Å　 13．8 体部 と目線部 の一部欠損。平底。体 ＝縁部内外面 ・休 部内外 面 ロク ロナ 長石　 石英　 雲母 80％　 P 18 7

須 恵 器 B　　 4．2

C　 8．2

部か ら目線部 にかけ，直線的に立 ち

上が る。 ロ縁端 部はわずか に外反す

る。

デ。底部回転へ ラ切 り後 ，ナデ。 砂粒

灰黄色

普通

覆土 中

3

杯 A ［14．8］ 底部か ら目線部 の破 片。 平底。体 部 ＝縁 部内外 面 ・休部内外面 ロクロナ 砂粒 20％　 P 18 8

須 恵 器 B　　 4．2 か ら日録部にか け，中位 に明瞭な稜 デ。外面 下位手持 ちへ ラ削 り。底部 にぷい黄橙色 覆土上層

C ［6．2］ を持ち，内攣気味 に立 ち上 がる。 ヘ ラ削 り。 普通 （南壁寄 り）

4

高台付皿 A ［13．8］ 高台部か ら日経部の破片。 日録部 内外面 ・体 部内外面 ロクロナ 雲母　 ス コリア 50％　 P 189

土 師 器 B　　 2．8 高台部は直線的に開 く。平底。体部 デ。体部 内面 か ら底部内面 にかけへ 砂 粒 内面黒色処理

D　　 6．0 か ら目線 部にかけ，内攣気味 に立 ち ラ磨 き。底部 回転へ ラ切 り後，ナデ。 内面　 にぷい赤褐色 覆土下層

E　　 O．9 上が る。 高台部貼 り付 け，ロクロナデ。 外面　 橙色

普通

（北西 コーナー）

5

高台付皿 A ［13．0］ 高台部か ら目線部 の破 片。高台部は 日録 部内外面 ・体部 内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 40％　 P 19 0

土 師 器 B　　 2．8 「ハ」 の字状 に開 く。平 底。体 部か デ。高台部貼 り付 け， ロクロナデ。 ス コリア 竃内

D ［5．6］ ら目線部 にか け，下位 に明瞭な稜を 灰褐色 覆土中

E　　 O．9 持 ち，内攣気味 に立 ち上 がる。口縁

端 部はわずか に外反す る。

普通 （北西 コーナー）

6

小 形 鉢 A ［17．3］ 底 部か ら目線部 の一部 欠損。平 底。 口緑部 内外面横 ナデ。体部内外面ナ 石英　 砂 粒 70％　 P 19 1

土 師 器 B　 15．6 体部 か ら目線 部にか け，内攣気味 に デ。体部外面 下位へ ラ削 り，内面か ス コリア 内面黒色処 理

C ［10．8］ 立 ち上 がる。 目線部 はわずか に外反 ら底部内面 にかけへ ラ磨 き。 にぷい橙 色 覆土上層 ～下層

す る。 普通 南東コーナーから南壁にかけ）

7

小 形 嚢 A ［14．0］ 体部か ら日録部 の破 片。体部か らロ 目線 部内外面横 ナデ。体 部内外面ナ 石英　 雲母　 砂粒 20％　 P 192

土 師 器 B （14．3） 緑部 にか け，内攣気味 に立 ち上 がる。 デ，外面下位へ ラ削 り。 にぷ い橙色 竃内

目線部 はわずか に外 反 し，中位に明

瞭な稜 を持 ち，端部 はつまみ上げ ら

れてい る。

普通 覆土 中層

（南 西コーナー）

8

小 形 嚢 A ［14．6］ 体 部か ら日録 部の破片。体部 か ら口 日録部 内外 面横 ナデ。 石英　 砂粒 20％　 P 19 3

土 師 器 B （9．0） 縁部 にかけ，内攣気 味に立ち上が る。 体部 内外面 ナデ。 にぷい褐色 竃内

目線部 はわずかに外反 し， 中位 に明

瞭 な稜 を持 ち，端部はつ まみ上 げら

れて いる。

普通 覆土中層

（北東 コーナー）
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第70図 小 形 磐 A ［16，4］ 体部から目線部の破片。休部から口 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P 195

9 土 師 器 B （10．0） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ。内面輪積痕有り。 スコリア 覆土下層

目線部は外反 し，端部はつまみ上げ

られ，口唇部に棒状工具による四線

を巡らす。

にぷい赤褐色

普通

（竃手前）

10

小 形 嚢 A ［12．8］ 体部から日録部の破片。体部から口 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 石英　 雲母　 砂粒 20％　 P 196

土 師 器 B （5．6） 縁部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ。 にぷい橙色 竃内

日録部は外反し，中位に明瞭な稜を

持ち，端部はつまみ上げられている。

普通 覆土中

（北西コーナー）

H

襲 A ［20．6］ 体部から目線部の破片。体部か ら口 目線部内外面横ナデ。体部内外面ナ 長石　 砂粒 20％　 P 194

土 師 器 B （9．9） 緑部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ，内面一部へラナデ。 にぷい橙色 竃内

目線部は外反 し，端部はつまみ上げ

られ，口唇部に棒状工具による凹線

を巡らす。

普通 覆土上層

（竃東脇）

12

聾 B （9．5） 底部から体部の破片。平底。体部は 体部内外面ナデ。外商中位から下位 長石　 石英　 砂粒 20％　 P 197

土 師 器 C ［6．8］ 内轡気味に立ち上がる。 ヘラ削り，内面へラナデ。底部木葉 橙色 覆土中層～下層

痕有 り。 普通 （竃手前）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 l

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

13 刀　　　　 子 （11．7） 1．6 0．4 （16） 覆土中層 （中央部） M 17

執鍼葛健腰掛（第7且図）

位置　調査I区北部，B6j2区。

重複関係　本跡は第7号溝と重複している。第7号清が，本跡の東壁寄りの覆土上層を掘り込んでいることか

ら，本跡が古い。

規模と平面形　長軸3．84m，短軸3．44mの方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は24～28cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁と北西コ｝ナー周辺を除き，巡っている。上幅10～24C恥　下幅2～7C恥　深さ2～5cmで，断面形

はU字状である。

床　全面がほぼ平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

電　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで94C恥最大幅1且Oc恥壁外への掘り込み5cmである。火床部

は，床面を6cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変しているが，あまり硬化していない。煙道部は外傾

して，階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1灰　褐　色　　ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

2　灰　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子を少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子を少量，焼土中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
4　暗　褐　色　　ローム粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

5　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まりはない。
6　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ぽット　Plは径23cmの円形で，深さ30cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積と思われる。
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第71図　第24号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　2m

』＝「一一十一一一二∃

0　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

土屑解説

1黒　褐　色　ローム粒子を多量，ローム小ブロック・焼土粒子を中量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土小ブロックを少量含み，
粘性は弱く，締まっている。

2　暗　褐　色　ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子・焼土小ブロック・
焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

3　暗　褐　色　ローム粒子を多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を中量，炭化粒子・焼土中プ
ロッタを少量含み，粘性を帯び，締まっている。

遺物　土師器片28点，須恵器片30点，灰粕陶器1点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出

土している。竃内から出土したものは約1％，北東部から出土したものが約31％，南東部から出土したものが

約20％，南西部から出土したものが約29％，北西部から出土したものが約19％である。また，竃を除いた出土

層位は，覆土上層が約60％，覆土下層が約40％である。第72図1の須恵器杯が南壁寄りの覆土下層から，2の
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須恵器杯が竃手前の覆土下層から，3の須恵器鉢が中央部の覆土中層から下層にかけて，4の灰粕陶器長頚瓶

が北東コーナー部寄りの覆土上層からそれぞれ出土している。4の灰粕陶器長頸瓶は，猿投窯産の黒笹14号窯

式または黒笹90号窯式と考えられ，本跡の時期と差があることから，後世の撹乱によって混入したと思われる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後菓）と考えられる。

童志≒l　「‾二

㍉＋
Sミ

．…？“　＿　＿10

第72図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 僅 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第72図 杯 A 1 4．1 体 部 とロ緑部の一部 欠損 。平底 。体 口緑部内外面 ・体部 内外 面ロ クロナ 長石　 雲母　 砂粒 80％　 P 19 8

1 須 恵 器 B　 4．1 部か ら口緑部にか け，直線 的に立ち デ。底部回転へ ラ削 り後，ヘ ラ削 り。 灰黄色 体部外面油煙付着

C　　 9．4 上が り，中位に明瞭 な稜 を持つ。 口

緑端部 はわずかに外反す る。

普通 覆土下層

（南壁寄 り）

2

坤こ A ［14．6］ 底部か ら口縁 部の破 片。平底。休部 ロ緑部 内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 石英　 雲 母　 砂粒 40％　 P 199

須 恵 器 B　 4．2 か ら口緑 部にかけ，内攣気味 に立 ち デ。底部 回転 へラ削 り後， ナデ。 にぷ い黄橙 色 覆土 下層

C　 9．0 上が り，下位 に明瞭な稜 を持つ。口

緑 端部 はわず かに外反 する。

普通 （竃手前）

3

鉢 A ［3 6．4］ 体 部か ら口緑部の破片。体 部か ら口 口緑部内外面 ・休部 内外 面 ロタロナ 石英　 雲母　 砂粒 30％　 P 20 0

須 恵 器 B （19．7） 綾 部にかけ，内攣 気味に立ち上が る。 デ。外面上位平行 タタキ，下位へ ラ 黄灰色 覆土中層～下層

ロ緑部 は強 く外反 し，中位 に明 瞭な

稜 を持つ 。端 部はつ まみ上 げられて

い る。

削 り。内面アテ具痕有 り。 普通 （中央部）

4

長 頚 瓶 B （3．8） 体部か ら頚部 の破 片。 頚部三段貼 り付 け，内外面 ロタロナ 砂粒 5％　 P 20 1

灰和 陶器 体 部は上位で最大径 を有 する。頚部 デ。体部内外面 ロクロナデ。粕刷毛 内面　 灰黄色 覆土上層

は直立す る。 塗 り。 外面　 暗灰黄色

軸 灰 オリー ブ色

普通

（北東 コーナー）

猿投窯産

（慧笹14または勤号窯式）
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第25号住居跡（第73図）

A24．6m

11：

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」　　　」

第73図　第25号住居跡実測図

位置　調査I区北部，C6b2区。

規模と平面形　長軸2．49m，短軸2．33mの方形で

ある。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は2～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　全面が凸凹で，締まっている。特に，北西コ

ーナー部付近と中央部の一部が踏み固められてい

る。中央部から東壁寄りに撹乱を受けている。

竃　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築され

ている。天井部は崩落しており，袖部は，西側と

東側の一部が残存している。規模は，残存率が悪

いために詳しくは不明であるが，最大幅84cmと推

定される。火床部は，床面を特に掘りくぼめてお

らず，若干の火熟を受けているが，赤変硬化して

いない。

覆土　単一層であり，自然堆積か人為堆積かは不明である。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

遺物　土師器片49点，須恵器片6点，鉄製品1点（釘），石1点（雲母片岩）が出土している。遣物は竃周辺

と南壁寄りに集中している。第74図1の土師器杯が覆土中から，2の土師器杯が南東コーナー部の覆土中から，

3の釘が竃東側からの覆土中からそれぞれ出土している。南壁寄りから出土している雲母片岩は，一辺16．0cm，

厚さ7．0cmの方形の板石で，用途は不明である。

所見　時期は，遺構の形態と出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

二二・°‘－：

0　　　　　　　　　　　　　10cm

i　　　；　　　！

第74図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　5cm

！　　；　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第74図j不A［13．6］底部から口緑部の破片。平底。体部口緑部内外面・体部内外面ロクロナ雲母　砂粒 30％　P202

1 土師器B　4．0から口緑部にかけ，内攣気味に立ちデ。休部外面下位手持ちへラ削り。内面　黒褐色 内面黒色処理

C［6．4］上がり，中位と下位に明瞭な稜を持内面から底部内面にかけへラ磨き。外面　灰黄褐色覆土中

つ。口縁端部はわずかに外反する。底部へラ削り。 普通
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第74図 杯 A ［12．4］ 底部 か らロ緑部の破片。平底。休 部 口緑 部内外面 ・体部内外面 ロタロナ 雲母　 砂粒 30％　 P 20 3

2 ‾ 土 師 器 B　 3．4 か らロ緑 部にかけ，内攣気味 に立 ち デ。外 面下位回転へ ラ削 り。内面か 内面　 黒褐色 内面黒色処理

C ［5．6］ 上が り，中位 と下位に不明瞭 な稜 を ら底部 内面にかけへ ラ磨 き。底部へ 外面　 にぷ い橙色 覆土 中

持つ。 口緑端 部は外反す る。 ラ削 り。 普通 （南東 コーナー）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

3 釘 （3．9） 0．5 0．5 （3．56） 覆土 中 （竃東側） M 18

第26号住居跡（第75図）

位置　調査I区北部，C6C6区。

重複関係　本跡は第27号住居跡と重複して

いる。本跡が，第27号住居跡の竃付近の覆土

を掘り込んでいることから，本跡が新しい。

規模と平面形　住居跡の東側が調査区城外

であることから，一部しか残存していない。

東西軸（0．47）m，南北軸（2．93）mで，長方

形または方形と推定される。

主軸方向　不明。

壁　壁高は20～27cmで，垂直に立ち上がる。

床　全面が平坦で，締まっている。南部分

で，褐色土による貼床が施されている0　　＿塵

竃　覆土に粘土粒子が含まれていることか

ら，調査区城外に付設されているものと推

定される。

覆土　4層からなり，自然堆積と思われる。

5層は貼床の層である。

土眉解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子を少量，ローム小
ブロック・焼土粒子を微量含

み，粘性は弱く，締まりはない。
2　暗　褐　色　　ローム粒子・灰褐色粘土粒子

を少量含み，粘性は弱く，締
まりはない。

3　褐　　　色

4　にぷい褐色

5　褐　　　色

ローム粒子を中量含み，粘性

は弱く，締まっている。
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第75図　第26・27号住居跡実測図

灰褐色粘土粒子を中量，ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

第26号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 76図 杯 A ［13．6］ 体部 か ら口縁部の破片。休部 か らロ ロ緑 部内外面 ・休 部内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P 20 4

1 土 師 器 B （4．3） 緑部 にかけ，内野気 味に立ち上が る。 デ。体部外面下位 回転 へラ削 り。内 内面　 黒色 内面黒色処理

口緑端 部はわずか に外反す る。 面 へラ磨 き。 外 面　 にぷ い褐色

普通

覆土中
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第76図　第祁号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器片3点，須恵器片2点が出土している。この内2点は貼

床内からの出土である。第76図1の土師器杯が覆土中から出土してい

る。

所見　時期は，重複関係と出土遺物から，平安時代前期（9世紀後黄）

と考えられる。

第27号住居跡（第75図）

位置　調査I区北部，C6C6区。

重複関係　本跡は第26号住居跡と重複している。第26号住居跡が，本跡の竃付近の覆土を掘り込んでいること

から，本跡が古い。

規模と平面形　本跡の東側が調査区域外であことから，東西軸（1．87）m，南北軸（3．40）mの長方形または方形

と推定される。

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は17～37cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　半周している。上幅10～19cm，下幅3～11cm，深さ10～12cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

竜　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。第26号住居跡に掘り込まれているが，火床部，煙道

部と西側の袖部が一部残存している。規模は，焚口部から煙道部まで60cm，最大幅（42）cm，壁外への掘り込み

26cmである。火床部は，床面を3cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変しているが，あまり硬化してい

ない。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

ピット　Plは径19cmの円形で，深さ16cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　7層からなり，自然堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子を少量，焼土粒子・灰褐色粘土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
2　暗　褐　色　　ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

3　褐　　　色　　ローム粒子を中量，ローム小ブロック・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

4　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
5　にぷい褐色　　ローム粒子を中量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

6　暗赤褐色　　ローム粒子を少量，ローム小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。竃の土
層である。

7　にぷい赤褐色　焼土粒子を中量，灰褐色粘土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。竃の土層である。

遣物　土師器片35点，須恵器片13点，石1点（雲母片岩）が出土している。覆土が浅いため遺物は少数である

が，竃と南部を中心に出土している。竃内から出土したものは14点である。出土層位は，ほとんど覆土下層か

第77図　第27号住居跡出土遺物実測図
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らである。第77図1の土師器埠が酋壁寄りから，2の須恵器高台付皿（墨書「工」）が竃の西脇から，3の須

恵器鉢が北西コーナー部からそれぞれ出土している。南壁際の壁藩士から出土した雲母片岩は，縦18。Oc恥　横

且4。Oc恥　厚さ4。5～6．3cmの飯石で，用途は不明である。

所凰　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第77図 杯 A ［15．4］ 底 部か ら目線部の破片。平底。体 部 口縁 部内外面 ・体部内外面 ロクロナ 砂粒 40％　 P 205

1 土 師 器 B　 4．5 か ら目線 部にかけ，内攣気味 に立ち デ。体 部外面下位回転へ ラ削 り。 内 内面　 黒色 内面黒色処理

C　　 6．6 上 が り，下位 に明瞭な稜 を持つ。 面 か ら底 部内面 にか けてへ ラ磨 き。 外面　 橙色 覆土下層

底部手持 ちへ ラ削 り後，ナデ。 普通 （西壁 寄 り）

2

高台付皿 A　 13．3 高台部 か ら目線 部の破 片。高台部 は 目線部 内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 砂粒 60％　 P 20 6

須 恵 器 B　　 3．1 直線 的に開 く。平底。体 部か ら目線 デ。底部 回転 へラ削 り後，ナデ。高 灰黄色 口緑部から体部内面墨書「工」

D　 6．8

E　 l．0

部 にかけ， 内攣気 味に立 ち上が る。

日録端部 はわず かに外 反する。

台部貼 り付 け，ロクロナデ。 普通 覆土下層

（竃西脇）

図版番号 器　 種 部　 分 音 形 ・手 法 の 特 徴 備考 （台帳番号，出土位置，色調など）

3

鉢 体部 目線部は強く外反し，端部は上方につまみ上げられている。 T P 48

須 恵 器 ～ 口唇部に棒状工具による四線 を巡 らす。目線部内外面 の体 覆土下層 （北西コーナー）

口縁部 部外南口クロナデ。外面平行 タタキ。 浅黄橙色

第調号住居跡（第78図）

位置　調査I区北部，C6e4区。

規模と平面形　長軸3．32m，短軸2．70111の長方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は35－42cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃の西側の一部を除き，巡っている。上幅20～45cm，下幅3～17C恥　深さ7～10cmで，断面形はU字状

である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

魔　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部，煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚日部から煙道部まで84cm，最大幅12且cm，壁外への掘り込み50cmである。火床

部は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，赤変硬化していない。焚日部から36cm奥の火

床部に土製支脚を埋め込み，その上に土師器聾をかぶせて利用している。支脚と聾の焚日部に近い面のみが赤

変硬化している。支脚は砂混じりの灰褐色粘土が使われており，焼成の具合は悪く，もろくて崩れやすい。そ

のため嚢をかぶせ，補強していると考えられる。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。

竃土層解説

1　灰　褐　色

2　にぷい赤褐色

3　暗赤褐色

4　極暗赤褐色
5　にぷい赤褐色

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　にぷい赤褐色

9　暗赤褐色

10　褐　　　色
11暗赤褐色

12　にぷい赤褐色

13　暗赤褐色

14　褐　　　色

ローム粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
灰褐色粘土粒子を中量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

焼土粒子・灰褐色粘土粒子・灰を微量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

焼土中ブロックを少量，ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム粒子を少量，焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
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第78図　第28号住居跡実測図

ピット　Plは長径36cm，短径31cmの楕円形で・深さ10cmである0南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆土13層からなり，ブロック状の堆積状況がみられることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子を少量・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
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第79図 第28号住居跡出土遺物実測図

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　黒　褐　色

9　褐　　　色

10　暗　褐　色

11灰　褐　色

12　黒　褐　色

13　褐　　　色

10cm

！　　　l i

ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，ローム小ブロック・褐色土・黒褐色土を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム小プロッタ・ローム粒子を中量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはなく，崩れやすい。

ローム粒子・焼土粒子・暗褐色土を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム大プロッタを中量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ローム小プロッタ・ローム粒子を少量，ローム中ブロック・砂を微量含み，粘性を帯び，締まっている
ローム粒子を少量，ローム中ブロック・ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ーム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている

遺物　土師器片86点，須恵器片54点，土製晶1点（支脚）が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中か

ら出土しているが，特に北東部に多く，約31％を占める。竃内から出土したものは約16％，南東部から出土し

たものが約14％，南西部から出土したものが約16％，北西部から出土したものが約7％，Plから出土したも

のが約6％で，その他が約10％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約42％，覆土下層と

床面直上が約58％である。土製支脚はもろくて崩れており，実測が不可能であった。第79図1の須恵器蓋が南

東コーナー部寄りの覆土下層から，2の須恵器鉢が竃内からそれぞれ出土している。これら竃内から出土した

土器片は，火熟を受けておらず，支脚の西側に集中して出土している。このことから，住居跡廃絶後に，廃棄

されたものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀前葉）と考えられる。

第28号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第79 図 蓋 A ［10．7］ 天井部か ら口緑部の破片。 天井部は 天井部内外面 ・ロ綾部 内外面 ロタ ロ 雲母　 砂粒 10％　 P 2 08

1 須 恵 器 B （0．9） 平坦 で，緩やかに開 く。 ロ線端 部は ナデ。頂部回転へ ラ削 り。 灰 白色 覆土下層

屈 曲垂 下する。 普通 （南東 コーナー）

2

鉢 B （10．5） 底部 か ら体部の破 片。平底。休 部は 体部 内外面ロ クロナデ。外面上位平 長石　 石英　 雲母 5％　 P 20 9

須 恵 器 C ［16．0］ 内攣気 味に立ち上がる。 行 タ タキ，下位へ ラ削 り。 砂粒

橙色

普通

竜 内

第29号住居跡（第80図）

位置　調査I区中央部，C6i2区。

規模と平面形　長軸2．40m，短軸2．20mの方形である。

主軸方向　N－960－E

壁　壁高は約23cmほどで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅11～20cm，下幅2～6cm，深さ2～6cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

－127－



④

○○

3　　　　　2　　　　　　5
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確　東壁中央やや南に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部と煙道部が残

存している。袖部は，掘り込んだ壁の角に粘土を貼り付けており，床面にも粘土痕がないことから，張り出し

はなかったと思われる。規模は，焚口部から煙道部まで78C恥　最大幅9lc恥　壁外への掘り込み48cmである。火

床部は，床面を掘りくぼめておらず，中央部が赤変している。煙道部は外傾して，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子・焼土小ブ
ロック・焼土粒子・褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土大ブロックを多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を中量，炭化
物・炭化粒子・褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。火熱を受けた天井部の一部が崩落した層と思
われる。

3　黒　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子e焼土小ブロックを中量，焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯
び，締まっている。

4　暗赤褐色　ローム粒子を多量，焼土小ブロック・焼土粒子を中量，ローム中ブロックeローム小ブロック・炭化粒子・焼土中ブ
ロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

5　にぷい赤褐色　灰褐色粘土粒子を多量，焼土粒子を中量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土小ブロックを少量含み，粘性を帯び，
締まっている。天井部または袖部の崩落土と思われる。

ぽッ匝　Plは長径24cm，短径17cmの楕円形で，深さ9cmである。酋壁寄りに位置し，出入日施設に伴うピッ

トと考えられる。

覆羞10層からなり，ロームプロツが多く，ブロック状の堆積状況であることから，人為堆積と思われる。

色
色褐

説
褐
暗

解腰

1

2

土

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

10　黒　褐　色

ローム粒子を多量，ローム中ブロック・ローム小ブロックを少量，炭化粒子・焼土粒子を微量含み，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化物・焼土大ブロックを少
量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土小ブ
ロック・焼士粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子を多量，ローム大ブロック・炭化粒子・焼土粒子を少量含み，締まっている。
ローム小ブロック・ローム粒子を多量，ローム中ブロックを中量，ローム大ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・
焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化物・炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム粒子を多量，ローム中ブロック・ローム小ブロックを中量含み，粘性を帯び，締まっている。
ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性を帯び，締まっている。

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を多量含み，強い粘性を帯び，締まっている。

ローム粒子を多量，ローム中ブロックを中量，炭化粒子・焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。
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第81図　第29号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片83点，須恵器片76点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，

南半分に約42％が集中している。竃内から出土したものは約32％，北東部から出土したものが約7％，南東部

から出土したものが約12％，南西部から出土したものが約30％，北西部から出土したものが約10％，その他が

約9％である。また，遺物の出土層位は，約82％が覆土上層である。第81図1の土師器杯と6の土師器嚢が南

西コーナー部の覆土上層から，2の土師器高台付杯が中央部の覆土中層から，3の土師器小形嚢が西壁寄りの

覆土下層から，4の土師器小形嚢と5の土師器嚢が竃内からそれぞれ出土している。竃内から出土した4や5

などの土器片は，火熱を受けておらず，2層の上から出土していることから，住居廃絶後に廃棄されたた可能

性がある。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（om） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第81図 坤こ A ［12．4］ 底部か ら口緑 部の破 片。平底。体部 ロ縁部 内外 面 ・体部内外面 ロタロナ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P 2 10

1 土 師 器 B　 4．0 か ら口緑部 にかけ，内攣気味に立 ち デ。内面 か ら底部内面 にか けへ ラ磨 内面　 黒色 内面黒色処理

C ［6．6］ 上が り， 中位 に明瞭 な稜 を持つ。ロ き。底部 回転 へラ削 り後，ナデ。 外面　 黄橙色 覆土上層

縁 端部はわずか に外反す る。 普通 （南西 コーナー）

2

高台付杯 A ［15．1］ 高台部か ら口緑部の破片。 高台部は 口緑部内外面 ・体 部内外 面 ロタロナ ス コリア　 砂粒 40％　 P 2 11

土 師 器 B　　 5．8 長 く，「ハ」 の字状 に開 く。 平 底。 デ。内面か ら底 部内面 にかけへ ラ磨 内面　 黒褐色 内面黒色処理

D　 7，8 体 部か ら口緑部にか け， 内野気 味に き。底部回転へ ラ削 り後 ，ナデ。高 外 面　 にぷい赤褐色 覆土中層

E　 l．5 立 ち上 がる。口緑端部 はわず かに外

反す る。

台 部貼 り付け， ロタロナデ。 普通 （中央部）
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第8ユ図 小 形 聾 B （8．1） 底 部か ら体 部の破 片。平底。体 部か 休部 内外 面ナデ。 長石　 石英　 砂粒 40％　 P 2 12

3 土 師 器 C　 6．0 ら日録 部にかけ，内攣気味 に立 ち上 体 部外面 へ ラ削 り，内面へ ラナ デ。 にぷい褐色 覆土下層

が る。 底部へ ラナデ。 普通 （西壁寄 り）

4

小 形 嚢 A ［13．6］ 体部か ら目線部 の破 片。体部 か ら臼 目線部 内外面横 ナデ。体 部内外 面ナ 長石　 石英　 砂粒 30％　 P 2 16

土 師 器 B （7．4） 緑部にかけ，内攣気 味に立 ち上がる。

目線部 は外反 し， 中位 に明瞭 な稜 を

持つ。端部はつ まみ上げ られ，口唇部

に棒状工具に よる四線を巡 らす。

デ。 にぷい赤褐色

普通

電 内

5

嚢 A ［19．5］ 体部 か ら目線部の破片。体 部か ら口 目線 部内外面横ナデ。体部内外面 ナ 石英　 雲母　 砂粒 30％　 P 2 14

土 師 器 B （20の 線部にかけ，内攣気味に立ち上がる。 デ，外 面下位へ ラ削 り。 ス コリア 竃内

目線部 は外 反 し，中位 に明 瞭な稜 を にぷい褐色

持つ。端部はつまみ上 げられ，口唇部

に棒状工具による凹線 を巡 らす。

普通

6

嚢 A ［18．8］ 体部か ら日録部の破 片。体 部か ら口 口縁部内外面横 ナデ。体部 内外 面ナ 石英　 雲母　 砂粒 10％　 P 2 15

土 師 器 B （7．3） 緑 部にかけ，内攣気 味に立 ち上が る。 テP。 にぷい赤褐 色 覆土上層

目線 部は外反 し，中位 に明瞭な稜 を

持 つ。端部はつ まみ上 げられ，口唇

部 に棒状工 具に よる凹線 を巡 らす。

普通 （南西コーナー）

第3⑳考住居跡（第82図）

位置　調査I区中央部，C5jO区。

重複関係　本跡は第1号掘立柱建物跡と重複している。本跡が，第1号掘立柱建物跡のP6～P8を掘り込んで

いることから，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸2。99m，短軸2．75mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は40－46cI11で，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁を除き，巡っている。上幅16～30C恥　下幅3～14C恥深さ3～12cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。第1号掘立柱建物跡のP7とP8を掘

り込んでいる部分は暗褐色土によって，4～10cmほどの貼床を施している。

聴　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床乳煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで102cm，最大幅127cm，壁外への掘り込み50cmである。火床

部は，床面を5cmほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は外傾して立ち上がる。第

83図2と3の土師器塔，4の土師器高台付皿などの竃内から出土した土器片は，若干の二次焼成を受け，スス

が付着しいる。2は置かれたように東袖寄りに逆位の状態で，3と4が火床部の奥から煙道部にかけて出土し

ている。このことから，2は支脚として利用された可能性が，3と4は煙道部の補強材として利用された可能

性もあるが，祭祀的な意味を持つことも考えられる。

電土層解説

1　黒　褐　色

2　にぷい赤褐色

3　暗赤褐色
4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色
6　極暗赤褐色

7　暗赤褐色

8　暗赤褐色
9　暗赤褐色

10　極暗赤褐色
11にぷい赤褐色

焼士粒子・灰褐色粘土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

灰褐色粘土粒子を中量，炭化粒子・焼土小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム小ブロックを少量，ローム粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
ローム粒子・焼土粒子を少量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
焼土粒子・灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子・焼土小ブロック・焼士粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
焼土中ブロック0焼土粒子を少量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

焼土粒子を中量，灰褐色粘土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
焼土粒子を中量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

焼土粒子を中量，炭化粒子・焼土小ブロックを微量含み，粘性を帯び，締まりはない。
灰を中量，焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

ぽッ匝　Plは長径26C恥　短径21cmの楕円形で，深さ10cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピッ
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第82図　第30号住居跡実測図

トと考えられる。

覆土　4層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子を中量，ローム小ブロックを少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
2　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を中量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

3　黒　褐　色　　ローム粒子を少量，ローム小ブロック・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。
4　褐　　　色　　灰褐色粘土小ブロックを中量，ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

遺物　土師器片126点，須恵器片64点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，

南半分からの出土が一番多く，約63％を占める。特に，南西部は全体の約37％である。竃内から出土したもの

転云：・′イ二：・′
．

第83図　第30号住居跡出土遺物実測図
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は約m％タ北東部から出土したものが約8％芦南東部から出土したものが約26％，北西部から出土したものが

約15％，その他が約3％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約25％，覆土中層が約40％，

覆土下層と床面直上が約35％でタ覆土中層から覆土下層にかけて多く出土している。第83図1の土師器埠（墨

書「永成」）が南壁寄りの覆土中層から覆土下層にかけて，2と3の土師器塔（3は墨書「永成」），4の土

師器高台付皿が竃内から逆位でそれぞれ出土している。

所凰　時期は，遺構の形態や出土遺物から，平安時代前期（9世紀中葉）と考えられる。

第30号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調巨 焼成 備　　 考

第83図 杯 A　 13．6 体部 と目線 部の一部欠損。平底。体 口縁部 内外 面 ・休 部内外面 ロクロナ 雲母　 砂粒 80％　 P 2 1 7

1 土 師 器 B　 3．9 部か ら口綾部 にかけ，中位に明瞭 な デ。外面下位手持 ちへラ削 り，内面 スコ リア 内面黒色処 理

C　 6．8 稜 を持 ち， 内攣気味 に立 ち上が る。 か ら底部 内面 にかけへラ磨 き。底 部 内面　 黒色 体部外面墨書「永成」

目線端部はわずか に外反 する。 外 面手持 ちへ ラ削 り後， ナデ。 外面　 灰褐 色

普通

覆土 中層～下層

（南壁 寄 り）

2

杯 A ［13．3］ 底 部か ら目線部の破片。平底。体 部 目線 部内外面 ・休部内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 60％　 P 2 18

土 師 器 B　　 4．5 か ら目線 部にかけ，中位 に明瞭 な稜 デ。外 面下位回転へ ラ削 り，内面か 内面　 黒色 内面黒色処理

C　 6．4 を持 ち，内攣気 味に立ち上が る。 日 ら底部 内面にかけへ ラ磨 き。鷹部外 外 面　 にぷい橙色 体部外面スス付着

嫁端部 はわず かに外 反する。 面回転へ ラ削 り後 ，ナデ。 普通 竃内

3

杯 A ［17．0］ 体部か ら日録部 の破 片。体 部か ら口 日録部内外面 ・休 部内外 面ロクロナ 雲母　 砂粒　 スコリア 30％　 P 2 19

土 師 器 B （4．8） 線 部 にかけ，内攣気味 に立 ち上が る。 デ。外面下位 回転へ ラ削 り，内面へ 内面　 黒色 内面黒色処理

目線 端部はわずか に外反す る。 ラ磨 き。 外面　 にぷい橙 色

普通

体部外面墨書「永成」

竃内

4

高台付皿 A ［13．6］ 高 台部か ら日録部の破片。高台 部は 目線 部内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 石英　 雲母　 砂粒 60％　 P 22 0

土 師 器 B　 2．5 短 く，「ハ」 の 字状 に開 く。 平底 。 デ。体 部内面か ら底部内面にかけへ ス コリア 内面黒色処理

D　 8．0 体部 か ら目線 部にかけ，直線的 に立 ラ磨 き。底 部外面 回転へ ラ削 り後 ， 内面　 黒色 体部外面二次焼成

E　　 O．9 ち上が る。 目線端部 はわずか に外反

す る。

ナデ。高台部貼 り付け，ロクロナデ。 外 面　 にぷい橙色

普通

畿内

第別号健屠跡（第84図）

位置　調査I区西南部，D5C3区。

重複関係　本跡は第16e30号掘立柱建物臥第225。288e294昏295号土坑と重複している。第288号土坑が本跡

の竃手前の覆土上層から下層を掘り込んでいることから，本跡が古い。また，本跡が第16号掘立柱建物跡のPl，

第30号掘立柱建物跡のPlとP7とP8，第225e294。295号土坑を掘り込んでいることから，いずれよりも本跡

が新しい。

規模と平面形　長軸4．03m，短軸3．76mの長方形である。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は45～56cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅15～26cm，下幅3～10cm，深さ4～12cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，ほぼ全面に暗褐色土による貼床が施されており，締まっている。特に，中央部が踏み固め

られている。

囁　北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床弧煙道部と両側の袖

部が残存している。規模は，焚口部から煙道部まで89cm，最大幅129cm，壁外への掘り込み8cmである。火床

部は，床面を1鹿mほど掘りくぼめた後，ロームを多量に含む褐色土を貼り，深さ4cmほどの火床面が作られて

いる。その上面は，火熱を受けて赤変硬化している。煙道部は外傾して，階段状に立ち上がる。
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第84図　第31号住居跡実測図

寵土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　灰　褐　色

」L24．。m　　可

ローム粒子・焼土粒子を中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・焼土小ブロックを少量含み，粘性
は弱く，硬く締まっている。

ローム粒子を多量，ローム小ブロックを中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・
焼土小ブロック・焼土粒子・灰を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム小ブロック・ローム粒子を多量，ローム中ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子
を中量含み，粘性を帯び，締まりはない。

灰褐色粘土粒子を少量，ローム中ブロック・ローム粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。
灰褐色粘土を多量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。天井部の崩落土と思われる。
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第85図　第31号住居跡出土遺物実測図
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7　赤　褐　色　　焼土大ブロック・灰褐色粘土を多量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。火熱を受けた天井部の一部が崩落した層
と思われる。

8　灰　褐　色　　ローム粒子・灰を多量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を中量，ローム大ブロック・
ローム中ブロック・炭化物・焼土大ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰を主体とした層と思われる。

9　にぷい橙色　　灰を多量，焼土粒子を中量，焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰を主体とした層と思われる。

10　灰　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P3は長径50～61cm，短径40～51cmの楕円形で，深さ44～47cmである。P4

は径45cmほどの円形で，深さ55cmである。いずれも各コーナー部寄りに位置し，主柱穴と考えられる。P5は径

26cmの円形で，深さ25cmである。南壁寄りに位置し，出入口施設に伴うピットと考えられる。

柱穴土眉解説　主柱穴と思われるピット（Pl～P4）の土層で，共通した層がみられる。
1褐　　　色　　ローム粒子を中量，ローム小ブロック・黒色土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

2　褐　　　色　　ローム小ブロックを中量，ローム粒子を少量，黒色土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。

3　褐　　　色　　ローム小ブロックを少量，ローム中ブロック・黒色土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
4　暗　褐　色　　黒色土小ブロックを中量，ローム粒子を少量，ローム小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

覆土　6層からなり，自然堆積と思われる。7・8層は貼床の層である。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

ローム粒子を中量，ローム小プロッタを少量，暗褐色土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まりはない。
ローム小ブロック・ローム粒子を中量，ローム中ブロックを少量，焼土粒子・暗褐色土小ブロックを微量含み，粘性

は弱く，締まりはない。
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3　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子を少鼠ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっている。
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まりはない。

6　灰　褐　色　灰褐色粘土粒子を少量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子を微量含み，粘性を帯び，締まっている。

7　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子を多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・黒色土ブロックを中量含み，強い粘
性を帯び，締まっている。

8　褐　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子を多量含み，強い粘性を帯び，硬く締まっている。

遺物　土師器片121点，須恵器片132息石器1点（砥石），鉄製品2点（手乳釘）が出土している。遺物は，

竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，特に南西部が多く，他は平均的である。竃内から出土したもの

は約1％ほどで，細片が多いため実測できなかった。北東部から出土したものが糾5％，南東部から出土した

ものが約19％，南西部から出土したものが約26％，北西部から出土したものが約16％，その他が約23％である。

また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約56％で一番多く，覆土中層が約25％，覆土下層と床面直上

が約17％で，貼床内から出土したものが約2％である。第85図1の須恵器杯（墨書「度」）が北東コーナー部

の覆土上層から，3の須恵器陶‡北西コーナー部の覆土下層から，5の須恵器盤が竃手前の覆土上層から，8

の砥石が床面直上から，6の須恵器蓋が中央部の覆土中層から，7の土師器嚢が覆土下層から，9の手鎌が南

壁寄りの覆土中層からそれぞれ出土している。竃内から出土した土器片はほとんど細片であり，灰を主体とし

た8e9層から出土しいることから，住居跡廃絶後に投棄されたと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や出土遺物から，奈良時代後期（8世紀後菓）と考えられる。

第31号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第85図 杯 A　 13．1 体部 と目線 部の一部欠損。平底。体 目線 部内外 面 ・体部内外面 ロクロナ 長石　 雲母　 砂粒 80％　 P 22 2

1 須 恵 器 B　 3．8 部か ら目線 部にかけ，直線的 に立 ち デ。 体部外 面下位 手持 ちへ ラ削 り。 にぷ い黄橙色 底部外面墨書「度」

C　 7．9 上が る。 日録端 部はわずかに外反す 底部 回転へ ラ削 り後，一方向のへ ラ 普通 覆土上層

る。 削 り。 （北東 コー ナー）

30％　 P 2 2 3

2

杯 A ［14．2］ 底 部か ら目線部 の破片。 平底。体部 日録 部内外面 ・体部 内外 面ロク ロナ 石英　 雲母　 砂粒

須 恵 器 B　　 3．8 か ら目線部にか け， 内攣気 味に立ち デ。外 面下位手持 ちへ ラ削 り。底部 灰 黄色 覆土上層 ～下層

C ［8．6］ 上 がる。 手持 ちへ ラ削 り後，ナ デ。 普通 （北 西 コー ナ ー）

覆土上層

（南東 コーナー）

3

杯 A ［13．8］ 底部か ら口緑部 の破 片。平底。体部 口緑部 内外面 ・体 部内外 面 ロクロナ 長石　 雲母　 砂粒 20％　 P 22 4

須 恵 器 B　 4．4 か ら目線部 にか け，内攣気味に立ち デ。体 部外面 下位 手持 ちへ ラ削 り。 暗灰黄色 覆土下層

C ［9．0］ 上がる。 底 部回転へ ラ削 り後 ，ナデ。 普通 （北西 コーナー）

10％　 P 2 25

4

杯 A ［11．0］ 底 部か ら口緑部の破片。平底 。 日録 部内外面 ・体部 内外面 ロク ロナ 砂粒

須 恵 器 B　 3．3 体部 か ら目線 部にか け，直線 的に立 デ。底 部回転へ ラ削 り後，一 方向の 灰 白色 覆土 中

C ［6．2］ ち上 がる。日録 端部 はわずか に外反

す る。

ヘ ラ削 り。 普通

5

盤 A ［20．6］ 体部 と目線部 の破片 。体部か ら日録 目線部内外面 ・体 部内外面 ロクロナ 石英　 雲母 砂粒 20％　 P 22 6

須 恵 器 B （3．0） 部 にかけ， 中位 に明 瞭 な稜 を持 ち， デ。体部外面下位 回転 へ ラ削 り。 黄灰色 覆土上層

内攣気味 に立 ち上が る。 口緑 端部は

わずかに外反す る。

普通 （竃手前）

6

蓋 B （3．8） つ まみ と天井部の破片。扁平 なボタ つ まみ ・天井部 内外南 口 クロナデ。 石 英　 雲母　 砂粒 50％　 P 2 27

須 恵 器 F　 2．9 ン状 のつ まみが付 く。天井部 は平坦 頂部 回転 へ ラ削 り。 灰黄色 覆土 中層

G　 l．1 で， 内攣気 味に開 く。 普通 （中央部）

20％　 P 22 8

7

嚢 B （9．8） 底部か ら体部 の破片 。平底。体部か 体部内外面 ナデ，外 面へ ラ磨 き。底 長石　 石英　 砂粒

土 師 器 C　　 9．0 ら日録部 にか け，内攣気 味に立 ち上 部木葉痕有 り。 にぷ い褐色 覆土下層

がる。 普通 （中央 部）

図版番号 種　　　 別
計　　 測　　 値 巨 質

出 土 地 点 備　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

8 砥　　　　 石 （10．1） 3．4 4．5 （163） 凝灰岩 床面直上（竃手前） Q 9
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図版番号 種　　　　 別
計　　 測　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第85図9 手　　　 鎌 （10．0） 1．9 0．3 （9．50） 覆土中層 （南壁寄 り） M 19

10 釘 （3．5） 0．6 0．5 （3．82） 覆土上層 M 20

第32号住居跡（第86e87図）

位置　調査I区西南部，D5d5区。

規模と平面形　長軸3．93m，短軸3．72mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は52～64cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　全周している。上幅20～44cm，下幅3～21cm，深さ6～10cmで，断面形はU字状である。

床　全面が平坦で，締まっている。特に，中央部が踏み固められている。

囁　北壁と東壁の2か所で確認された。北壁のものを第1号竃，東壁のものを第2号竃として記述する。道春

状態から，当初は東壁に第2号竃が作られ，破壊された後に，新たに北壁に第1号竃が作られたと考えられる。

よって，住居廃絶時まで使用されていたのは，第1号竃と思われる。

第1号竃は，北壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床弧煙道部

と両側の袖部が残存している。規模は，焚日部から煙道部まで144cm，最大幅146cm，壁外への掘り込み72cmで

ある。火床部は，床面を5～10cmほど掘りくぼめた後，暗褐色土を貼り，深さ3cmほどの火床面が作られてい

る。その上面は火熱を受けて赤変硬化している。また，袖部は掘り方の上に暗褐色土を盛り，その上から灰褐

色粘土を壁際にかけて貼り付けている。高さ79～85cmで，火熱を受けて内側中央が赤変硬化している。煙道部

は外傾して，緩やかに立ち上がる。なお，土層断面の中央の撹乱は，撹乱の下部が竃奥まで延びていること，

この撹乱の大きさに対して西側の袖部が破壊を受けていないことから，他の遺構による掘り込みではなく，植

物等による撹乱の可能性が高いと考えられる。第88図11と第89図12の土師器嚢など，竃内から出土した多くの

土器片は，二次焼成を受けているものがあること，袖部の中に埋め込まれて出土したことから，竃の補強材と

して利用されているものと思われる。特に，14の須恵器甑は残存率が高いまま利用されており，竃製作の様子

がうかがえる。また，第88図5と8の須恵器蓋は，竃中央に被熱した灰褐色粘土混じりの土塊の上に，逆位で

重なって出土していることから，支脚として利用されたと考えられる。土層は24層に分けられた。そのうち，

1－13層は天井部や袖部の崩落土や灰層など，14～23層は袖部断面の土層，24層は火床面の貼床層である。

第2号竃は，東壁中央に砂混じりの灰褐色粘土で構築されている。天井部は崩落しており，火床部と煙道部

が残存している。袖部は，掘り込まれた壁の内側に若干の粘土を貼り付けている程度で，残存していない。床

面にも粘土の痕跡は認められず，第2号竃は第1号竃に作り替えられる際に破壊されたものと考えられる。現

状での規模は，焚口部から煙道部まで62cm，最大幅57cm，壁外への掘り込み55cmである。火床部は，床面を15

cmほど掘りくぼめており，火熱を受けているが，赤変硬化していない。煙道部は外傾して，初めは階段状に，

のち緩やかに立ち上がる。

第1号竃土層解説

1極暗褐色　　ローム粒子を中量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。
2　暗　褐　色　　ローム粒子を中量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を

少量含み，粘性は弱く，締まっている。
3　褐　　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土中ブロックを中量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・焼

土大ブロック・焼土中ブロックを少量含み，粘性を帯び，締まっている。天井部の崩落土と思われる。
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4　暗　褐　色　ローム粒子を中量，ローム小ブロック・炭化物・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土小ブロックを少量含み，粘
性を帯び，締まっている。

5　暗　褐　色　焼土粒子を多量，ローム粒子・焼土中ブロックを中量，炭化物を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

6　極暗褐色　焼土粒子を中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まっている。
7　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を多量含み，粘性は弱く，締まっている。
8　にぷい褐色　　灰を多量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰を主体とした層と思われる。

9　にぷい褐色　　灰を多量，焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰を主体とした層と思われる。
10　にぷい褐色　灰を多量，焼土大ブロック・焼土小ブロックを少量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰を主体とした層と思われる。

11赤　褐　色　焼土粒子・灰を中量，焼土小ブロック・灰褐色粘土粒子を少量含み，締まりはない。煙道部の崩落土と思われる。

12　明赤灰色　灰褐色粘土ブロックを含み，粘性を帯び，締まっている。一部被熟している。天井部の崩落土と思われる。
13　灰　褐　色　灰褐色粘土ブロックを中量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

14　灰　白　色　　灰褐色粘土ブロックを中量，砂を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
15　明褐灰色　灰褐色粘土ブロックを多量，砂を少量，ローム中ブロックを微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

16　褐　灰　色　灰褐色粘土ブロックを少量，ローム小ブロック・砂を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。
17　褐　灰　色　灰褐色粘土ブロックを中量，ローム中プロッタを少量，砂を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

18　赤　褐　色　　被熱した灰褐色粘土層で，粘性は弱く，硬く締まっている。
19　にぷい赤褐色　ローム小ブロック・焼土中・小ブロックを少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

20　にぷい褐色　　灰褐色粘土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
21暗　褐　色　　灰褐色粘土粒子を少量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

22　暗　褐　色　　灰褐色粘土粒子を中量，焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まっている。
23　暗　褐　色　　灰褐色粘土粒子を中量，焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

24　暗　褐　色　焼土大ブロックを中量，ローム粒子・炭化物・焼土小ブロック・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量を含み，粘性を帯
び，締まっている。
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第87図　第32号住居跡実測図（2）

第2号電
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第2号電土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

2　暗　褐　色　　ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，硬く締まっている。

3　褐　　　色　　ローム粒子を多量，炭化粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子を少量含み，締まりはない。
4　褐　灰　色　　灰を多量，焼土粒子を少量含み，粘性は弱く，締まりはない。灰を主体とした層と思われる。

5　暗赤褐色　　焼土粒子を多量，焼土中ブロック・焼土小ブロックを中量，ローム粒子・炭化粒子を少量含み，締まりはない。

ピット　4か所（Pl～P4）。PlとP2は長径29cm，短径20～26cmの楕円形で，深さ20～31cmである。P3は径

30cmの円形で，深さ25cmである。Plは北東コーナー部，P2は南東コーナー部，P3は北西コーナー部に位置

し，主柱穴と考えられる。P4は長径28cm，短径25cmの楕円形で，深さ21cmである。南壁寄りに位置し，出入口

施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，自然堆積と思われる。

土眉解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

ローム粒子を中量，焼土粒子を少量，炭化粒子を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

ローム粒子を中量，炭化粒子・焼土粒子・灰褐色粘土粒子を少量，焼土小ブロックを微量含み，粘性は弱く，締まっ
ている。

3　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子を少量，ローム小ブロック・炭化物を微量含み，粘性は弱く，締まっている。

4　褐　　　色　　ローム粒子を中量，焼土粒子を微量含み，粘性はなく，締まっている。
5　灰　褐　色　　砂を中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子を少量，．ローム中ブロックを微量含み，粘性はなく，締まりはない。

遺物　土師器片676点，須恵器片409点，石器1点（砥石），鉄製品4点（刀子），鉄淳1点，礫1点，炭化材

2点，炭化米1点が出土している。遺物は，竃と住居跡全体の覆土中から出土しているが，特に東半分に約60

％が集中している。竃内から出土したものは約5％，北東部から出土したものが約32％，南東部から出土した

ものが約28％，南西部から出土したものが約17％，北西部から出土したものが約11％で，P4の擾土中からの出

土を含めてその他が約7％である。また，竃を除いた遺物の出土層位は，覆土上層が約32％，覆土中層が約41

％，覆土下層，床面直上，P内と貼床内から出土したものが約27％である。第88図1の須恵器杯が北東コーナ
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